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１番 柳 雫 圭 太 君

２番 小笠原 君 男 君

３番 和 田 誠 君

４番 越 後 貞 男 君

５番 乗 上 健 夫 君

６番 山 田 将 之 君

７番 栗谷川 柳 子 君

８番 藤 原 文 雄 君

９番 番 屋 博 光 君

10番 千 葉 有 子 君

11番 久 慈 聡 君

12番 澤 田 道 憲 君

13番 佐々木 和 志 君

14番 竹 原 義 人 君

〇欠席議員（０人）

〇地方自治法第121条の規定により説明のために出席した者の職氏名

〇町長部局

説 明 員 三 戸 町 長 松 尾 和 彦 君

委任説明員 副 町 長 馬 場 浩 治 君

参事（税務課長事務取扱） 遠 山 潤 造 君

参事（住民福祉課長事務取扱） 馬 場 均 君

参事（総務課長事務取扱） 武士沢 忠 正 君

参事（三戸中央病院事務長事務取扱） 沼 澤 修 二 君

健康推進課長 太 田 明 雄 君

会計管理者（会計課長） 井 畑 淳 一 君

農 林 課 長 極 檀 浩 君

建 設 課 長 齋 藤 優 君
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まちづくり推進課長 中 村 正 君

総務課財政指導監 下 村 太 平 君

三戸中央病院事務次長 松 崎 達 雄 君

総務課防災危機管理室長 多 賀 昭 宏 君

まちづくり推進課やわらかさんのへ交流室長 北 村 哲 也 君

〇農業委員会事務局

説 明 員 会 長 梅 田 晃 君

委任説明員 事 務 局 長 極 檀 浩 君

〇教育委員会事務局

説 明 員 教 育 長 慶 長 隆 光 君

委任説明員 事 務 局 長 櫻 井 学 君

史跡対策室長 奥 山 昇 吾 君

〇職務のために出席した事務局職員

参事（議会事務局長事務取扱） 貝 守 世 光 君

主 幹 櫻 井 優 子 君
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午前10時00分 開会・開議

〇議長（竹原 義人君）

ただいまから第508回三戸町議会定例会を開会します。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

ここで議事に入る前に、議会運営委員会の経過と結果について、議会運営委員会委

員長の報告があります。

８番、議会運営委員会委員長、藤原文雄君。

〇議会運営委員長（藤原 文雄君）

議会運営委員会の審議の経過と結果についてご報告いたします。

第508回三戸町議会定例会の議事日程を審議するため、２月27日、午前10時、委員

会を招集。馬場副町長の出席を求め、審議の結果、次のとおり決定いたしました。

３月７日、午前10時、本会議開会、開議。会議録署名議員の指名を行い、会期を３

月７日から３月14日までの８日間と定め、諸般の報告を行います。次に、議案を一括

上程し、町長に提案理由の説明を求め、散会。

３月８日は、議案熟考のため休会。

３月９日、本会議、午前10時開議。一般質問を行い、散会。

３月10日、午前10時開議。一般質問を続行し、次に議員提案第１号及び議員提案第

２号、議案第１号から議案第21号までの審議、採決を行います。次に、議案第23号か

ら議案第30号までの令和５年度予算議案８件を一括議題とし、予算特別委員会を設置。

これに付託し、散会。

３月11日並びに12日は、休日のため休会。

３月13日、午前10時、予算特別委員会を開会、開議。令和５年度一般会計予算歳入

１款から歳入21款までと歳出１款から歳出９款までを審査し、散会。

３月14日、午前10時、予算特別委員会を開議。一般会計予算歳出10款から歳出13款

までを審査し、次に令和５年度特別会計予算議案７件を審査、最後に予算議案８件に

ついてそれぞれ採決し、委員会を閉会。

同日、午後４時、本会議を開議。議案第23号から議案第30号までの予算議案の審査

結果について予算特別委員会委員長に報告を求め、採決を行います。次に、各常任委

員長から所管事務調査の報告、閉会中における所管事務調査の申出の決定及び諸般の

報告を行い、午後５時閉会予定と決定しました。

以上で報告を終わります。

令和５年３月７日 三戸町議会運営委員会委員長 藤原文雄。

日程第１ 会議録署名議員の指名

〇議長（竹原 義人君）

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第126条の規定により、議長において４番、越後貞男

君、５番、乗上健夫君を指名します。
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日程第２ 会期の決定

〇議長（竹原 義人君）

日程第２、会期の決定についてを議題とします。

お諮りします。本定例会の会期は、本日から３月14日までの８日間にしたいと思い

ます。ご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。会期は、本日から３月14日までの８日間と決定しました。

日程第３ 諸般の報告

１．議長の報告

〇議長（竹原 義人君）

日程第３、諸般の報告を行います。

監査委員から、令和４年12月から令和５年２月に実施した例月出納検査及び行政監

査の結果について報告がありましたので、写しをお手元に配付しておきましたので、

ご了承ください。

次に、地方自治法第121条の規定により、本定例会に説明員として出席要求を行い、

出席通知のありました者の職、指名を一覧表としてお手元に配付しておきましたので、

ご了承ください。

次に、町長から議案の提出がありましたので、報告します。議案は事前に配付して

あります。

日程第４ 町長提案理由の説明

〇議長（竹原 義人君）

日程第４、議案第１号から議案第30号までを一括上程します。

上程しました各議案について、提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（松尾 和彦君）

本日ここに、第508回三戸町議会定例会の招集のご案内を申し上げましたところ、

議員の皆様には、ご多用の折にもかかわらず、ご出席を賜り、心から厚くお礼申し上

げます。

さて、新型コロナウイルス感染症は、発生から３年が経過し、政府は５月８日から

新型コロナウイルスの感染症法上の分類を季節性インフルエンザと同じ５類に引き下

げることを決定いたしました。感染者の外出自粛や医療費の負担、マスク着用、医療

機関への受診など、これまでの対策から大きく方向転換されることとなり、これに伴

い私たちの生活もコロナ以前の状況に少しずつ戻っていくものと思われます。

私たち大人にとっては、以前の生活が戻ってくるという認識でありますが、この３
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年間の間、休園、休校が続き、マスクでの生活と行事や活動などの自粛、中止により、

以前のような普通の園生活、学校生活を送ることができなかったコロナ禍の時期の子

供たちのことを考えますと、本当に胸が痛む思いがいたします。

行事や活動などの自粛、中止等の措置は、子供たちを感染から守るためのやむを得

ない措置でありましたが、集団生活を通じた学びや体験の機会などが減少し、何より

もかけがえのない園生活、学校生活での思い出づくりの時間を奪うこととなってしま

いました。この子供たちの思いに少しでも応えるべく、コロナ後の令和５年度に向け

て、未来を担う子供たちの教育の充実化のための施策に取り組むことといたし、本議

会に予算案を編成し、計上いたしております。特に三戸高校の存続に向けては、その

魅力を向上させるための各種施策に取り組むこととしており、生徒の全国募集、地域

おこし協力隊の採用による地域との結びつきの強化、入学者の支援、中高の連携など

の施策を実施することとしております。

また、生徒の資格取得や通学の補助の拡大等により保護者の負担軽減を図るととも

に、何より三戸高校の生徒たちがより充実した学校生活を送ることができるよう、手

厚く、きめ細やかな支援を継続して実施していくこととしております。これにより、

最大の目標であります高校の存続にとどまらず、学校全体の魅力が向上することによ

り、高い志を持った多くの生徒たちが集まり、将来の三戸町を担う多くの人材を輩出

することができる三戸高校となるよう、各種施策に取り組んでまいります。

また、来年度は三戸小学校の創立150周年を迎える年であることから、その記念事

業を実施することとしております。子供たち、保護者の皆様、そして地域の皆様の思

い出に残る記念すべき節目の学校行事となるよう、そしてこれからの三戸小学校のさ

らなる充実と発展を目指す契機となる記念行事となるよう、学校関係者の協力の下、

取り組んでまいります。

このコロナ禍の３年間、町長として来るべきコロナ後の時代に向けて閉塞感を打破

し、未来を切り開いていくという強い信念を持ち、町民のために持続可能な社会の実

現と将来の展望へとつながる各種事業を展開してまいりました。これからも、町民全

員が明るい希望を持ち、安心安全に暮らせるまちづくりを議員の皆様をはじめ、町民

一人一人のご協力の下、進めてまいりますので、皆様のお力添えを賜りますようお願

いいたします。

それでは、引き続き、今回提案いたします案件について、その概要を順次ご説明申

し上げます。

初めに、議案第１号 三戸町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について

申し上げます。

本案は、個人情報の保護に関する法律の一部改正により、各地方公共団体が条例に

基づき運用してきた個人情報保護制度が令和５年度から同法により、一元的に取り扱

われることとなることから、当該新制度の施行のために必要な事項について規定する

ため、本条例を新たに制定しようとするものであります。

次に、議案第２号 三戸町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について申し

上げます。

本案は、令和５年度から適用される個人情報の保護に関する法律において、個人情

報の開示請求等に係る審査請求がなされた場合、情報公開・個人情報保護審査会に諮

問することとされていることを踏まえ、町においても現行の三戸町情報公開審査会及

び三戸町個人情報保護審査会を三戸町情報公開・個人情報保護審査会に統合すること

とし、その組織体制について規定するため、本条例を新たに制定しようとするもので

あります。
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次に、議案第３号 三戸町情報公開条例の一部を改正する条例案について申し上げ

ます。

本案は、さきにご提案申し上げました三戸町個人情報の保護に関する法律施行条例

及び三戸町情報公開・個人情報保護審査会条例の新規制定を踏まえ、町の情報公開制

度及び個人情報保護制度の整合性を確保する目的から、不開示情報に係る規定の整理

や三戸町情報公開審査会の機能に係る規定の削除等の所要の改正を行うため、条例の

一部を改正しようとするものであります。

次に、議案第４号 三戸町議会議員及び三戸町長の選挙における選挙運動の公営に

関する条例の一部を改正する条例案について申し上げます。

本案は、令和４年４月６日に国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律及び

公職選挙法の一部を改正する法律が施行され、国会議員の選挙等の執行について、国

が地方公共団体に交付する選挙に関する経費の基準額が改定されたことに伴い、三戸

町議会議員及び三戸町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部につい

て、所要の改正を行おうとするものであります。

次に、議案第５号 三戸町特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条

例案について申し上げます。

本案は、青森県人事委員会勧告の内容に準じ、県の特別職の職員の期末手当の支給

割合が改定されたことを踏まえ、町の特別職の職員に係る期末手当の支給割合につい

て改定を行うため、条例の一部を改正しようとするものであります。

改正の主なる内容でありますが、町長、副町長及び教育長の期末手当の年間支給割

合について、現行の2.95月分から0.10月分を引き上げ、3.05月分とするものでありま

す。

次に、議案第６号 三戸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案につい

て申し上げます。

本案は、青森県人事委員会の勧告に基づく県職員の給与改定に準じ、町職員の給与

改定を実施するため、条例の一部を改正しようとするものであります。

改正の主なる内容でありますが、30歳代半ばまでの職員が在職する給料表の号給の

水準を引き上げるほか、期末勤勉手当の年間の支給割合を再任用職員以外の職員につ

いては0.1月分、再任用職員については0.05月分、それぞれ引き上げるものでありま

す。

次に、議案第７号 三戸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例案について申し上げます。

本案は、国の特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準並び

に特定子ども・子育て支援施設の運営に関する基準の一部が改正されたことに伴い、

当該条例の一部を改正しようとするものであります。

改正の主なる内容でありますが、施設における書面等の記録や作成、保存、保護者

への説明や同意において、書面で行うとされているものに関し、施設の業務負担軽減、

保護者の利便性の向上を図る観点から、電磁的方法により行うことを認めるものであ

ります。また、児童虐待防止のため、民法の懲戒権に係る規定が改正されたことに伴

い、懲戒に係る権限の濫用禁止の規定を削除しようとするものであります。

次に、議案第８号 三戸町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例案について申し上げます。

本案は、国の家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部が改正されたこ

とに伴い、当該条例の一部を改正しようとするものであります。

改正の主なる内容でありますが、事業者の業務負担軽減等を図る観点から、書面等
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の記録や作成、保存について、電磁的方法により行うことを認めるとともに、令和５

年４月１日から事業者に対し、児童の安全確保に関する各種取組をまとめた安全計画

の策定が義務づけられました。また、児童虐待防止のため、民法の懲戒権に係る規定

が改正されたことに伴い、懲戒に係る権限の濫用禁止の規定を削除しようとするもの

であります。

次に、議案第９号 三戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例案について申し上げます。

本案は、国の放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部が改正さ

れたことに伴い、当該条例の一部を改正しようとするものであります。

改正の主なる内容でありますが、児童の安全確保に関する事項が国の定める運営基

準に明確に位置づけられ、事業者には令和５年４月１日から、児童の安全確保に関す

る各種取組をまとめた安全計画の策定が義務づけられました。また、感染症の蔓延や

非常災害の発生時などに支援を継続的に実施するための業務継続計画を策定、周知し、

必要な研修、訓練を定期的に実施することが努力義務とされました。

なお、安全計画の策定に関し、令和６年３月31日までは、これを努力義務とする経

過措置期間を設けるものであります。

次に、議案第10号 三戸町国民健康保険条例の一部を改正する条例案について申し

上げます。

本案は、健康保険法施行令の一部改正に伴い、三戸町国民健康保険条例の一部を改

正するものであります。

改正の内容でありますが、出産育児一時金の支給額を引き上げるものであります。

次に、議案第11号 三戸中央病院使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例

案について申し上げます。

本案は、消費税法の一部改正等に伴い、当該条例の一部を改正しようとするもので

あります。

改正の内容でありますが、消費税法の別表改正に伴い、当該別表の名称を引用して

いる規定について改正するほか、所要の改正を行うものであります。

次に、議案第12号 三戸町道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例案について

申し上げます。

本案は、道路法施行令の一部改正に伴い、同施行令別表を準用している町道占用料

の額等を改めるため、道路法第39条第２項の規定に基づき当該条例の一部を改正する

ものであります。

次に、議案第13号 町道路線の変更について申し上げます。

本案は、町道斗内小学校線について、県営中山間地域総合整備事業で改良された町

道認定路線の起終点を変更するため、道路法第10条第３項の規定により、議会の議決

を求めるものであります。

次に、議案第14号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加

及び青森県市町村総合事務組合の規約の変更について申し上げます。

本案は、青森県市町村総合事務組合から、当該組合を組織する地方公共団体の数の

増加及び組合規約の変更について、地方自治法第286条第１項の規定に基づく協議の

依頼があったことから、同法第290条の規定に基づき議会の議決を求めるものであり

ます。

変更の内容でありますが、青森県市町村総合事務組合の構成団体に八戸市を追加し、

共同処理する事務のうち、市町村税等の滞納整理に関する事務について、八戸市及び

十和田市を加えるものであります。
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次に、議案第15号 さんのへパークゴルフ場の指定管理者の指定について申し上げ

ます。

本案は、株式会社サンアメニティをさんのへパークゴルフ場の指定管理者として指

定することについて、地方自治法第244条の２第６項の規定に基づき議会の議決を求

めるものであります。

さんのへパークゴルフ場につきましては、令和２年４月１日より指定管理者制度を

導入し、株式会社サンアメニティが管理運営してまいりました。令和５年３月31日を

もって指定期間が満了することから、公募により指定管理者候補者の募集をしたとこ

ろ、１団体から申請がありました。三戸町指定管理者選定委員会の審議を経て、株式

会社サンアメニティを指定管理者候補者として決定したことから、同社を令和５年４

月１日から令和10年３月31日までの間、指定管理者として指定するものであります。

次に、議案第16号 令和４年度三戸町一般会計補正予算（第11号）について申し上

げます。

本案は、令和４年度三戸町一般会計既決予算額72億9,138万6,000円に、歳入歳出そ

れぞれ2,031万円を追加し、予算総額を73億1,169万6,000円にしようとするものであ

ります。

歳入の主なる内容といたしましては、町税600万円、地方交付税１億1,430万5,000

円、諸収入1,246万9,000円を増額補正しようとするものであります。

歳出の主なる内容といたしましては、公共施設整備基金積立金等総務費１億164万

円、観光施設改修工事請負費等商工費827万7,000円、除雪機借上料等土木費1,337

万5,000円を増額補正しようとするものであります。

次に、議案第17号 令和４年度三戸町営簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

について申し上げます。

本案は、令和４年度三戸町営簡易水道事業特別会計既決予算額7,191万3,000円から、

歳入歳出それぞれ741万6,000円を減額し、予算総額を6,449万7,000円にしようとする

ものであります。

歳入の内容といたしましては、繰入金11万6,000円、町債730万円をそれぞれ減額補

正しようとするものであります。

歳出の内容といたしましては、総務管理費741万6,000円を減額補正しようとするも

のであります。

次に、議案第18号 令和４年度三戸町下水道事業特別会計補正予算（第２号）につ

いて申し上げます。

本案は、令和４年度三戸町下水道事業特別会計既決予算額２億1,882万4,000円から、

歳入歳出それぞれ401万9,000円を減額し、予算総額を２億1,480万5,000円にしようと

するものであります。

歳入の内容といたしましては、県補助金38万円を増額し、繰入金219万9,000円、町

債220万円をそれぞれ減額補正しようとするものであります。

歳出の内容といたしましては、総務管理費322万4,000円、施設管理費79万5,000円

をそれぞれ減額補正しようとするものであります。

次に、議案第19号 令和４年度三戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

について申し上げます。

本案は、令和４年度三戸町後期高齢者医療特別会計既決予算額１億4,169万9,000円

に、歳入歳出それぞれ367万4,000円を追加し、予算総額を１億4,537万3,000円にしよ

うとするものであります。

歳入の主なる内容といたしましては、後期高齢者医療保険料126万3,000円、繰入
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金147万1,000円、繰越金93万5,000円を増額補正しようとするものであります。

歳出の主なる内容といたしましては、広域連合共通経費負担金16万4,000円と保険

基盤安定負担金15万1,000円を減額し、後期高齢者医療保険料負担金398万9,000円を

増額補正しようとするものであります。

次に、議案第20号 令和４年度三戸町介護保険特別会計補正予算（第１号）につい

て申し上げます。

本案は、令和４年度三戸町介護保険特別会計既決予算額17億9,047万4,000円から、

歳入歳出それぞれ3,060万2,000円を減額し、予算総額を17億5,987万2,000円にしよう

とするものであります。

歳入の主なる内容といたしましては、支払基金交付金4,571万円と繰入金1,821

万5,000円を減額し、繰越金4,905万8,000円を増額補正しようとするものであります。

歳出の主なる内容といたしましては、総務費3,243万5,000円を増額するとともに、

各サービスの利用料の増減に応じた調整を行い、保険給付費5,860万円、地域支援事

業費443万7,000円を減額補正しようとするものであります。

次に、議案第21号 令和４年度三戸町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第

２号）について申し上げます。

本案は、令和４年度三戸町国民健康保険事業勘定特別会計既決予算額12億7,503

万2,000円に、歳入歳出それぞれ2,522万7,000円を増額し、予算総額を13億25万9,000

円にしようとするものであります。

歳入の内容といたしましては、県支出金2,792万7,000円を増額し、繰入金270万円

を減額補正しようとするものであります。

歳出の内容といたしましては、総務費3,289万円、保険給付費2,490万6,000円を増

額し、国民健康保険事業費納付金3,223万6,000円、保健事業費33万3,000円を減額補

正しようとするものであります。

次に、議案第22号 令和４年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業特別

会計補正予算（第３号）について申し上げます。

本案は、令和４年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業特別会計の収益

的収入において、既決予定額に２億2,484万8,000円を追加し、総額を20億3,789万1,000

円に、収益的支出において、既決予定額に318万3,000円を追加し、総額を18億248

万9,000円にしようとするものであります。

また、資本的収入において、既決予定額から419万5,000円を減額し、総額を２億3,901

万8,000円に、基本的支出において、既決予定額から568万円を減額し、総額を３億2,083

万6,000円にしようとするものであります。

補正の主なる内容でありますが、収益的収入におきましては、外来収益等の増収見

込みにより、医業収益を2,289万3,000円増額し、新型コロナウイルス感染症入院患者

病床確保事業費補助金等の交付見込みにより、医業外収益を２億195万5,000円増額し

ようとするものであります。

収益的支出におきましては、令和４年度の決算見込みにより給与費を減額、材料費

については増額し、合計で318万3,000円増額しようとするものであります。

次に、議案第23号 令和５年度三戸町一般会計予算について申し上げます。

令和５年度の地方財政計画では、地域社会のデジタル化を推進するため創設された

地域デジタル社会推進費や、地域社会の維持・再生に向けた幅広い施策に自主的、主

体的に取り組むよう創設された地域社会再生事業費が引き続き計上され、歳出総額は

前年度を１兆4,000億円上回る92兆円とされております。

これに対応する一般財源総額は、前年度を１兆2,000億円上回る65兆1,000億円とさ
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れており、地方税及び地方譲与税が１兆6,000億円、地方交付税が3,000億円増加する

一方で、臨時財政対策債は8,000億円減少することが示されておりますが、少子高齢

化による人口減少や新型コロナウイルス感染症、物価高騰の影響を勘案すると、町財

政は引き続き厳しい状況下に置かれるものと考えます。

このため、令和５年度の予算編成に当たりましては、今後も持続可能な財政基盤を

確保していくため、歳入については受益者負担の適正化とふるさと納税の推進により

自主財源を確保し、歳出については経常経費の見直しにより節減合理化に努め、施策

の選択と集中により予算配分の重点化を行い、限られた財源の有効活用を図ったとこ

ろであります。

主な事業といたしましては、ふるさと納税事業３億5,000万円、11ぴきのねこのま

ちづくり事業1,480万2,000円、移住定住促進事業2,184万円、住民票等コンビニ交付

事業1,683万円、子ども医療費助成事業2,103万7,000円、第３子以降子育て支援事業964

万円、出産・子育て応援給付金事業351万9,000円、新規就農者支援事業1,251万7,000

円、プレミアム商品券発行事業500万円、橋梁点検及び道路性状調査事業3,436万9,000

円、三戸高等学校魅力化事業1,879万7,000円、三戸小学校創立150周年記念事業450

万6,000円などを計上しております。

また、投資的経費の主なるものといたしましては、ケーブルテレビ設備更新事

業8,700万円、中山間地域総合整備事業3,824万円、橋梁長寿命化修繕事業１億552

万9,000円、町道改良舗装事業6,441万9,000円、町営住宅整備事業2,068万5,000円な

どを計上しております。

この結果、歳入歳出予算総額は前年度と比較して2.2％、金額で１億4,421万8,000

円減の64億7,857万3,000円となっております。

次に、議案第24号 令和５年度三戸町立学校給食共同調理場特別会計予算について

申し上げます。

本会計は、学校給食法に基づき、町内３校の小中学校の児童生徒504名と、三戸高

等学校の生徒45名、教職員等83名を対象に、１人年間で194食分の給食事業に係る特

別会計であります。

歳入の主なる内容といたしましては、小学生280円、中学校と高等学校の生徒及び

教職員等が300円ずつ負担する給食費保護者負担金で3,542万円、給食食材の値上げへ

の対応及び地元産食材購入に係る一般会計繰入金で300万円を計上しております。

歳出の主なる内容といたしましては、給食材料費の3,847万円であります。

歳入歳出予算総額は、前年度当初予算と比較して約7.4％、265万4,000円増額の3,850

万円となっております。

次に、議案第25号 令和５年度三戸町営簡易水道事業特別会計予算について申し上

げます。

本会計は、杉沢、蛇沼、大舌、貝守、袴田、横沢、沼ノ久保地区の簡易水道施設の

管理運営を行う特別会計であります。

歳入の主なる内容といたしましては、水道使用料1,340万円、一般会計からの繰入

金1,925万7,000円、町債5,350万円を計上しております。

歳出の主なる内容といたしましては、公営企業会計への移行準備や蛇沼地区配水池

整備更新事業、各地区の配水池等の簡易水道施設の管理を行う簡易水道施設費に7,556

万8,000円を、町債の元金及び利子を償還する公債費に1,290万1,000円を計上してお

ります。

この結果、歳入歳出総額は、前年度当初予算と比較して1,935万9,000円増の8,946

万9,000円となっております。
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次に、議案第26号 令和５年度三戸町下水道事業特別会計予算について申し上げま

す。

本会計は、下水道整備により町民の生活環境の改善を図るとともに、公共水域の水

質汚濁を防止し、豊かな自然環境の保全を図ることを目的とした特別会計であります。

本案は、既に供用を開始している施設の維持管理を行うとともに、引き続き計画区

域内の加入数増加を図るための予算を計上しようとするものであります。

歳入の主な内容といたしましては、使用料及び手数料2,702万8,000円、一般会計な

どからの繰入金１億2,324万3,000円、町債5,750万円を計上しております。

歳出の主なる内容といたしましては、公営企業会計への移行準備や浄化センターな

どの下水道施設の管理を行う下水道総務費に5,432万7,000円、町債の元金及び利子を

償還する公債費に１億5,400万円を計上しております。

この結果、歳入歳出総額は、前年度当初予算と比較して487万5,000円減の２億1,132

万7,000円となっております。

次に、議案第27号 令和５年度三戸町後期高齢者医療特別会計予算について申し上

げます。

本会計は、高齢者の医療の確保に関する法律第49条の規定に基づき設置した特別会

計であります。後期高齢者医療制度は、同法に基づき運営については県内の全ての市

町村が加入する広域連合が行い、窓口業務や保険料の徴収については加入市町村が行

うこととされております。

町では、三戸町後期高齢者医療に関する条例に基づき、窓口業務及び保険料の徴収

を円滑かつ適正に実施することにより、およそ2,200人の被保険者の皆様が安心して

医療サービスを受けられるよう進めてまいります。

歳入の主なる内容といたしましては、高齢者医療保険料9,236万7,000円、一般会計

からの繰入金5,016万6,000円を計上いたしております。

歳出の主なる内容といたしましては、後期高齢者医療保険料負担金9,130万9,000円、

保険基盤安定負担金4,461万8,000円を計上いたしております。

この結果、歳入歳出予算総額は、前年度当初予算総額と比較して1.0％、136万円増

の１億4,305万9,000円となっております。

次に、議案第28号 令和５年度三戸町介護保険特別会計予算について申し上げます。

本会計は、国民の共同連帯の理念に基づき設置された介護保険制度を運営するため、

介護保険法第３条の規定に基づき設置した特別会計であります。

当町の高齢化率は、令和５年１月末現在42.9％で、特に介護ニーズが高い85歳以上

人口の比率が上昇しております。また、当町の第１号被保険者１人当たりの保険給付

額は、令和元年度及び令和２年度と２年連続で増加しておりましたが、令和３年度に

おいては減少に転じ、県内で５番目となっております。

第８期介護保険事業計画の最終年度となる令和５年度は、必要なサービスを提供す

るとともに、引き続き保険給付の適正化などへの取組を行い、制度への信頼感を高め、

将来にわたり持続可能な事業運営となるよう努めてまいります。

歳入の主なる内容といたしましては、第１号被保険者保険料３億1,080万円、国庫

支出金及び県支出金７億1,191万1,000円、支払基金交付金４億5,501万3,000円、繰入

金２億7,393万4,000円を計上いたしております。

歳出の主なる内容といたしましては、総務管理費、徴収費、介護認定審査会費など

総務費2,886万3,000円、居宅介護サービスをはじめとする各種サービスの保険給付費

として、歳出総額の94.1％に当たる16億5,944万円を計上いたしております。また、

総合的な介護予防事業を推進するとともに、家族介護者を支援するため地域支援事業
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費7,206万6,000円を計上いたしております。

この結果、歳入歳出予算総額は、前年度と比較して1.5％、金額で2,710万5,000円

減の17億6,336万9,000円となっております。

次に、議案第29号 令和５年度三戸町国民健康保険事業勘定特別会計予算について

申し上げます。

本会計は、県との共同運営により、適正かつ安定的な財政運営を図るとともに、町

民と身近な関係にある町が保険給付、保険税率の決定、賦課徴収、保険事業等のきめ

細かい事業を行う特別会計であります。

歳入の主なる内容といたしましては、国民健康保険税２億2,030万円、県支出金８

億9,941万2,000円、繰入金１億2,512万4,000円を計上しております。

歳出の主なる内容といたしましては、職員人件費や物件費、国保税の賦課徴収に要

する経費など総務費として4,109万6,000円、診療報酬や療養費など保険給付費として

８億7,294万円、県に納める国民健康保険事業費納付金として３億2,030万5,000円、

特定健康診査等に要する経費など保健事業費として2,151万8,000円を計上しておりま

す。

この結果、歳入歳出予算総額は、前年度と比較して0.8％、金額で1,034万5,000円

減の12億5,886万円となっております。

次に、議案第30号 令和５年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業特別

会計予算について申し上げます。

本会計は、町民の健康保持に必要な医療を提供するとともに、保健衛生の向上に資

するため設置する三戸中央病院の運営及び管理に関する会計であります。

本案は、令和５年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業特別会計の収益

的収入及び支出において、収入支出ともに17億9,770万3,000円を計上し、資本的収入

及び支出においては、収入２億735万9,000円、支出２億8,629万5,000円を計上しよう

とするものであります。

予算の主なる内容でありますが、収益的収入におきましては、年間患者数を入院２

万130人、外来４万6,170人と見込み、医業収益として11億9,767万4,000円を計上して

おります。

また、経営基盤強化対策に要する経費に係る一般会計からの繰入金、新型コロナウ

イルス感染症入院患者病床確保事業費補助金など、医業外収益として６億２万8,000

円を計上しております。

収益的支出におきましては、医師、看護師等の給与費、診療に要する材料費、病院

の維持管理に必要な経費など、医業費用として17億5,002万7,000円、企業債償還利息

など医業外費用として4,617万6,000円を計上しております。

次に、資本的収入及び支出でありますが、資本的収入におきましては、企業債元金

償還等に要する経費に係る一般会計からの繰入金１億6,813万3,000円、へき地医療拠

点病院設備整備事業費補助金3,893万6,000円を計上しております。

資本的支出におきましては、医療器械等の導入に係る建設改良費5,228万6,000円、

企業債償還金２億3,180万9,000円を計上しております。

病院経営を取り巻く環境は、依然として厳しい状況にありますが、今後も町民に密

着した地域の中核病院としての役割を担い、地域医療を維持するため、効率的な経営

に努めてまいります。

以上、案件についてご説明を申し上げましたが、議員の皆様におかれましては、十

分ご審議の上、原案どおり御議決を賜りますようお願いを申し上げまして、私の提案

理由の説明を終わらせていただきます。
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散 会

〇議長（竹原 義人君）

以上で本日の日程は全部終了しました。

本日はこれで散会します。

午前10時53分 散会
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第３日目 令和５年３月９日（木）

〇議事日程

第１ 一般質問

久慈 聡議員 １．今後のコロナ対策と町活性化への政策に関して

栗谷川柳子議員 １．熊原川河川工事の延期について

２．タムワース市訪問の成果について

乗上 健夫議員 １．地域商社サンノワに関する町長答弁について

和田 誠議員 １．国指定史跡としての三戸城跡について

番屋 博光議員 １．鳥獣被害と対策について

〇本日の会議に付した事件

議事日程のとおり

〇出席議員（13人）

１番 柳 雫 圭 太 君

２番 小笠原 君 男 君

３番 和 田 誠 君

５番 乗 上 健 夫 君

６番 山 田 将 之 君

７番 栗谷川 柳 子 君
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午前10時00分 開議

〇議長（竹原 義人君）

ただいまから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

日程第１ 一般質問

＜11番 久慈 聡議員＞

１．今後のコロナ対策と町活性化への政策に関して

〇議長（竹原 義人君）

日程第１、一般質問を行います。順次に質問を許します。

11番、久慈聡君。

〇11番（久慈 聡君）

それでは、一般質問させていただきたいと思っています。

2019年12月１日、中国の武漢で新型コロナウイルスが発症、確認され、現在までに

多くの混乱と生活の変化がありました。一つのコミュニケーションの方法、仕事・職、

健康管理、購入方法、趣味、娯楽など人付き合いが減り、ストレスの発散の場も少な

くなり、発散の方法に関してもそれぞれ変わってきております。

ワクチンの接種率に関しても変化が見られ、報道とネット情報には差があったり、

若者と年配の方の感覚にも大きな差異が見られるこの状況下の中、新型コロナウイル

ス感染症の位置づけが変更になります。このことから、町としてどのような判断をし

ていくのか。さらに、この機に町の活性化に関してすべきことは何かをお聞きしたく

質問いたします。今回は、１点６項目になります。執行部の皆様におかれましては、

誠実かつ明瞭な答弁をよろしくお願いいたします。

１、今後のコロナの対策と町活性化への政策に関して。政府では、新型コロナウイ

ルス感染症の位置づけを、特段の事情が生じない限り、令和５年５月８日から季節性

インフルエンザと同じ５類感染症に引き下げるとの方針を示しました。また、これを

受けた医療体制や医療費の負担などは、３月上旬に具体的な方針が示されるとされた

ほか、基本的な感染対策であるマスク着用に関しては、３月13日から屋内、屋外を問

わず、個人の判断に委ねるというふうな形で報道がされております。このような感染

症に関わる国の対応を受け、町における様々な対応の方針の修正変更や対応する各種

の取組、町活性化などにつなげられる方策などについてどのようなお考えを持ってい

るのか、お伺いいたします。

１、公共施設、施設外への対応は。

２、病院内での対応は。

３、町民への対応は。

４、福祉関係施設・職員への対応は。

５、今まで行ってきたコロナに関する助成金等に係る変更点等について。

６、周知方法は。

以上、お願いします。
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〇町長（松尾 和彦君）

それでは、久慈議員の質問にご答弁を申し上げます。

ご質問のありました今後のコロナ対策と町活性化への施策に関しての質問でござい

ます。初めに、１点目の公共施設、施設外への対応についてでありますが、１月27日

に政府では、新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけを季節性インフルエンザと

同じ５類に引き下げることを正式決定しております。また、マスク着用については、

２月10日に開催された新型コロナウイルス感染症対策本部において、行政が一律のル

ールとして求めるものではなく、個人の主体的な選択を尊重し、個人の判断に委ねる

とした上で、高齢者など重症化リスクの高い人への感染を防ぐ観点から、医療機関の

受診時や、混雑した電車やバスに乗る際などの場合においては、引き続きマスクの着

用を推奨することとされたところであります。

この方針を受け、今後町の公共施設の対応といたしましては、来庁者及び利用者の

皆様に対して、マスク着脱に関する一律の制限は設けない方向で検討を進めているほ

か、職員においては皆様が安全安心に窓口においでいただくことができるよう、当面

の間マスクを着用しての対応を予定しているところであります。

そのほか、公共施設以外の対応につきましては、国が示した方針に基づき、個人の

判断とさせていただくとともに、各事業者においては、その利用者または従業員にマ

スクの着用を求めることができるとされておりますので、各自でのご判断をいただき

たいと考えているところであります。

次に、２点目の三戸中央病院の院内での対応についてでありますが、現在は新型コ

ロナウイルス及びインフルエンザ等感染症の感染拡大を防止するため、外来では発熱

やせきの症状がある場合は、まず電話で受付を行い、発熱・せき外来を中心に、屋外

に設置したテントやドライブスルーを活用するなど、一般の患者とは動線を分けて検

査や診療を実施しております。また、入院病棟では、患者入院時に専用病床で必要な

治療を行うとともに、院内感染が発生しないよう万全な対策を講じ、一般患者の治療、

受入れを継続しております。

２類から５類への引下げ後の対応につきましては、病院が設置する感染防止対策委

員会の会議において慎重な検討が行われることとなっておりますので、今後病院の決

定を踏まえ、引き続き適時適切な対応を講じてまいります。また、病院内でのマスク

の着用につきましては、厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部から、マ

スクの着用が効果的な場面として、医療機関受診時及び高齢者等重症化リスクが高い

者が多く入院する医療機関への訪問時が示されておりますので、患者をはじめ来院さ

れる皆様には、３月13日以降も引き続き着用をお願いしたいと考えております。

町民及び利用者への周知につきましては、院内掲示ポスター、さんびょうだより、

ＳＮＳなどを活用してまいります。

次に、３点目の町民への対応についてでありますが、これまでどおり３つの密の回

避、人と人との距離の確保、手洗い等の手指衛生、換気の基本的な感染対策はしっか

りと続けていただくとともに、マスク着用については、本人の意思に反してマスクの

着脱を強いることがないように配慮していただくなど、国の方針を周知してまいりた

いと考えております。

次に、４点目の福祉関係施設・職員への対応についてでありますが、政府はマスク

の着用について個人の判断に委ねることを基本としながら、一部マスクの着用を推奨

する場面を示しています。特に重症化リスクの高い方が多く生活している高齢者施設

等の従事者や、このような施設へ訪問する方はマスク着用が推奨されております。今
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後国の指針に基づき、各業界、団体において業種別ガイドラインの見直しが行われる

こととされておりますので、情報収集に努めてまいりたいと考えております。

次に、５点目の今まで行ってきたコロナに関係する助成金等に係る変更点等につい

てでありますが、町は令和２年４月から、国の新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金や、県の青森県新型コロナウイルス感染症対応地域経済対策事業補助金

を活用し、町内事業者に対する支援として、売上額が前年対比で一定の減少を条件と

した事業持続化支援金のほか、感染防止のための設備設置や物品等の購入に対する補

助金、直近では燃料価格等の高騰の影響を受ける事業者に一律７万円の支援金を支給

するなど、町内事業者の経済的負担の軽減などによる事業活動の継続を図ってまいり

ました。

また、町民への支援として、さんのへ応援商品券の配布や、商工会が実施するプレ

ミアム付商品券発行事業に要するプレミアム額分への補助を増額するなど、町内経済

の活性化を図る事業を行ってまいりました。令和５年度におきましても、引き続き商

工業者への支援を継続し、プレミアム付商品券発行事業、三町食べ歩きスタンプラリ

ー事業、空き店舗活用事業、商工業パワーアップ事業の実施を予定しているところで

あります。

なお、現時点において、国や県からこれまでのような新型コロナウイルス感染症に

関する交付金制度創設などの情報はございませんが、予算措置される場合には、町商

工業の経済状況に即した事業を速やかに実施するなど、柔軟に対応してまいりたいと

考えております。

次に、６点目の周知方法についてでありますが、マスク着用につきましては、まず

国が示す方針をしっかりと伝えることとし、広報さんのへやホームページ、行政回覧

などで周知に努めてまいりたいと考えております。

〇11番（久慈 聡君）

それでは、順に再質問させていただきたいと思います。

１つ目、公共施設のところです。町長のほうから答弁をいただきましたけれども、

具体的に担当部署にお聞きしたいというふうに考えています。公共施設に関しては、

庁舎、それからふくじゅそう、老人センター、病後児保育所、斗川児童館、三戸学園、

図書館、資料館、アップルドーム、ジョイ・ワーク三戸ぐらいですか。ちょっと漏れ

があるかもしれませんけれども、この施設を担当している部署等で、マスクは着用す

る方向で考えているのかどうか。また、利用者に対してはどのようにする予定かとい

うのが分かれば、答弁いただきたいです。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

ただいま役場関係の各施設におけるマスク着用はどうなるのかというご質問でござ

いますが、まず国の対策本部における方針として示されております内容について申し

上げさせていただきたいと思います。先ほど町長から答弁がありました内容と重複す

るものもありますが、ご了承いただきたいと思います。

令和２年２月10日におきまして、新型コロナウイルス感染症対策本部において決定

となった内容では、陽性者については症状経過以後、24時間が経過する、また無症状

の場合において外出する際には、感染のリスクが残るため、マスクを着用することと

いうことにされております。また、感染していない方については、基本的な考え方と

いたしまして、その判断は個人に委ねるとされているところであります。

新型インフルエンザ等対策推進会議基本的対処方針分科会というものがありまし
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て、こちらのほうではマスク着用の有効性に関する科学的知見などを踏まえて、感染

防止対策としてマスクの着用が効果的であるという場面がそれぞれ示されておりま

す。

この中で示された内容といたしましては、高齢者など重症化リスクの高い方への感

染を防ぐ観点で、効果効果的な場面でのマスク着用が推奨をされております。こちら

のほうを明示いたしますと、医療機関の訪問時であるとか、高リスク者が多く集まる

医療機関や高齢者施設への訪問時、また通勤ラッシュ時など混雑した電車やバスに乗

車する際などとなります。また、高リスク者が自らの防衛策として、流行している場

所、時期などにおいてはマスクの着用が効果的であることや、コロナの症状がある方、

または陽性の方、そして家族や身の回りに陽性となった方がいる場合においては、感

染を広げないため、外出する場合などはマスクを着用すること。高リスク者が入院生

活をする医療機関や高齢者施設などの従事者につきましては、勤務中もマスク着用を

推奨するとなっております。

これを踏まえまして、役場の各施設における対応をどうするかということでござい

ますが、先ほど町長からご答弁を申し上げましたとおり、一般的な対応としてはマス

クの着用は個人の判断として、一律の着用は求めないということで検討しているとこ

ろであります。しかしながらですが、役場の各施設におきましては、窓口にいらっし

ゃる方、そして各種の会合、会議に来られる方、年齢層も幅広くご利用になっており

ます。このようなことから、一般的な場面におきましては、基本原則は個人の判断と

させていただきたいと思います。

しかし、国の方針でマスク着用を推奨する場面が示されております重症化高リスク

者が多く集まる会議などの場面においては、同じ施設の利用であっても、マスク着用

をお願いするなど、それぞれの場面で対応していきたいと考えております。また、そ

の際におきましては、マスク着用が必要かどうかなど、分かりやすい掲示をする工夫

をしたり、マスクを忘れてきた方へ無料で配布するということを現在検討していると

ころであります。

以上でございます。

〇11番（久慈 聡君）

施設内に関しては、基本的には指針どおりですけれども、国の推奨されている部分

に関して、その都度変更していくというところに関しては理解できました。公共施設

内に関しては、そういった部分に関しては理解しました。

逆に公共施設外については、どう考えられているのか。担当課の方、もしよろしけ

れば回答していただきたいのですけれども、幼稚園、保育所、老人施設、障害者施設、

そして飲食店、そして通常の町の商店。マスクの着用に関しては、どのようにすべき

というふうに考えられるでしょうか。逆に行政から出すことはできないかもしれない

のですけれども、どのように考えているのかをお聞きしたいです。

〇健康推進課長（太田 明雄君）

まず、高齢者施設についてでございますが、先ほどの町長答弁、それから総務課長

答弁にもございましたが、２月15日付で厚生労働省のほうから、高齢者施設等におけ

るマスク着用の取扱いが示されております。重症化リスクの高い者への感染を防ぐた

め、マスク着用が効果的な場面といたしまして、高齢者等重症化リスクが高い方が多

く生活する高齢者施設等への訪問時は、マスクの着用が推奨されているということで

あります。また、高齢者施設等の従事者につきましても、勤務中のマスクの着用が推
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奨されております。

この国の方針に沿いまして、業種別ガイドラインの見直しが今行われているという

ことでございますので、これらを遵守いたしまして、マスクの着用につきまして、適

切に対応していただくべきものであるというふうに考えてございます。

以上でございます。

〇住民福祉課長（馬場 均君）

保育所等の関係について答弁いたします。

保育所等における子供のマスクの取扱いについてでございますが、子供につきまし

ては、２歳未満では息苦しさや体調不良を訴えること、自分で外すことが困難である

ことから、窒息や熱中症のリスクが高まるため、着用は勧められません。あと、２歳

以上につきましても、マスクの着用は求めないという方向が示されております。あと、

ＴＰＯ様々あるかとは思いますが、基本的にはそういう状況でございます。

保育所等における保育士ですとか職員、保護者の取扱いにつきましては、基本とい

たしましては、着用は個人の判断に委ねるということが基本となりますけれども、事

業所における対応ということで、マスクの着用は個人の判断に委ねられるものであり

ますが、事業者が感染対策上または事業の理由等により、利用者または従業員にマス

クの着用を求めることは許容されるということが示されておりますので、そういう取

扱いになるものというふうに考えてございます。

あと、障害者施設につきましては、先ほど健康推進課長が高齢者施設についてご説

明申し上げましたが、同様の取扱いということになります。よろしくお願いいたしま

す。

〇まちづくり推進課長（中村 正君）

飲食店、商店等につきましてお答えをいたします。

まず、基本的にこれまでの答弁にありますように、国のガイドラインに沿っての対

応になろうというふうに考えております。お客様に一律に着用を強要するということ

は難しいものでありますが、従業員等につきましては、状況により着用をする機会と

いうものがあるかと思いますが、それぞれの事業所での判断となることと考えます。

また、お客様のマスクの着用というのは個人の判断として、一律の着用は求めないと、

うつりたくない、うつさないという方であれば着用するとか、入店時にはつけてくだ

さいというような一律の対応の仕方にはならないというふうに考えてございます。

以上です。

〇11番（久慈 聡君）

基本的な考えは、皆さんご一緒というところですけれども、基本的には事業所対応

という個人対応の中で、事業所で対応していただきたいということのようですけれど

も、例えば施設等を利用する場合、マスクをしなくてもよいと考えている方と、マス

クをすべきと考えている方が同じ空間にいた場合、マスクをしていない人がせき込ん

でいた場合、すべきと考えている方はどのように考えると思われますか。どこでもい

いです、住民福祉課でも健康推進課でも、まちづくり推進課でもいいです、回答をい

ただきたいと思います。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

ただいまのマスクすべきかすべきでないかという場所を明確にできないかというご
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質問だと思います。

こちらのほうですけれども、先ほどもご答弁を申し上げておりますが、役場の関係

のそれぞれの施設においては、幅広い年代の方がいらっしゃいます。また、不特定多

数の方が多くご利用されているところであります。一般的な対応方針としては、国の

方針に基づいて行うということは答弁を申し上げております。このほか、マスク以外

であっても、基本的な感染対策等々は必要であろうと考えているところであります。

必要な場面でマスクの着用をお願いしていくということについては、それぞれの会議

の参加者の年齢構成でありますとか、そういったところで判断をしていくべきという

ことで考えております。

周知については、広報等でお知らせをするということで、回覧とかで文書を回して

お知らせをするわけなのですが、いざ施設を利用するとなった場合においては、回覧

の内容がどうだったっけとか、ちょっと理解というか、忘れてしまったとかというこ

ともあろうかと思いますので、そういったことの対応といたしましては、まず庁舎と

か施設、役場の関係の施設にポスターとか分かりやすいような掲示をする、会議とか

であれば部屋の前にマスクしてくださいとか、ここはマスクをしなくてもいいですよ

とかというような、分かりやすい掲示をしようかなと思っております。そういった必

要な場面で工夫をして、対応していきたいなと考えております。

以上でございます。

〇11番（久慈 聡君）

ありがとうございます。要は、同じ空間にいろんな方がいると、密室であっても密

室でなくても、マスクしていない方がせきしていると、やっぱり気分はいいものでは

ないです。なので、できればマスクをするべき場所かしない場所かを明確にすること

が必要になってくるのかなと思いますし、今答弁にもありましたけれども、本来そこ

が一番重要なのかなと考えています。

町長のほうにお聞きします。先ほどの答弁では、職員は当面の間マスクするという

ような話をされましたけれども、マスクに関して、コロナ対策の変更に関しては、タ

イミングというのがやっぱり重要なのかなと思っています。タイミングを逃すと、次

の指示や周知というのがしづらくなるのではないかなという懸念があるのですけれど

も、そのため国から指示がなければ、今後３か月ぐらい、何月からはこのような形で

変更するなど、期間を定めたような形で指示するだったりということも必要なのでは

ないかなというふうに考えます。これは、私の個人的な考えになるのですけれども、

もしこれが個人的な形の判断によるということがずっと続くのであれば、変わってい

かないのかなと。今のタイミングの中で、今後こういう形になるよというような方針

等だったりとか、そういうことを考えることというのはできるのでしょうか、ちょっ

とお伺いします。

〇町長（松尾 和彦君）

それでは、お答えを申し上げます。

久慈議員のほうから、今回コロナのマスクの関係、また２類から５類に引下げにな

るという、そういった流れの中で、社会、地域でいろんな混乱が出るのではないかと、

そういうご懸念があるというご心配のことだと思います。

先ほど来私のほうから、また担当課長のほうからもお話をさせていただきましたが、

町とすると混乱が生じないように未然の策として、ポスターの掲示であったり、施設

の入り口にできるだけ分かりやすいような形で工夫していくことを今現在検討してお
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ります。まず、期間というのは、ではいつからいつまでというところは、これはやは

り国の指示とか状況の変化があると思いますので、一概にこの辺ということでは言え

ませんが、必要なタイミングでやっていきたいと思いますし、久慈議員がご懸念され

ているように、今３月、４月というのは、ちょうどそういう時期に当たろうかと思い

ますので、できるだけ早い段階で対処してまいりたいというふうに思っております。

また、今回の個人で判断してくださいということの趣旨は、これは私なりの考え方

でいきますと、自らの身は自らで守るという考え方でマスクのことを考えると、混み

合っているところに行ったときには自分でするとか、そういうふうな感じに変わって

くるのかなというふうに思います。マスクとか、感染対策の中で、この地域で一番懸

念をされていたことは、自粛警察といいますか、モラル警察といいますか、あの人が

していないとか、そういうのを、過度に人を非難したりたたいたりという風潮は、こ

れこそまさにやめていかなければならないことでありますので、そういったことにな

らないように、町としても考えていきたいというふうに思っております。

〇11番（久慈 聡君）

トラブルというのは、一番最初は小さいものなので、小さいトラブルを解除できる

ような方向性が一番なのかなと私も考えております。

期間という話をしたのは、卒業式、入学式、そして５月の連休があるという、今か

ら人が動くという状況下の中で、このタイミングで変更になるということから、自分

たちの中で守るべきものは守る、そして町の中で対応できる方は対応していければい

いのではないかなというふうなところから、話をさせてもらっていました。

先ほど総務課長のほうから話がありましたけれども、場所が分かるようにすると、

ポスターを掲示するということも話がありましたけれども、県などではマスク着用の

場所だったりとか、目で見えるようなピクトグラムを作成しているというふうに思っ

ています。

それ伴って、三戸町でもそういうのを利用したりして、マスクをすべき場所とそう

でない場所というのを明確にしたらいいのではないかなというふうにも感じていま

す。それがあると、目で分かるというところ、読んで分かるよりも目で分かるという

形になるのかなと。待合室に関しても、利用場所の部分でも、町民の皆様に不安を与

えないような仕組みづくりというのが必要なのかなというふうに考えています。例え

ば待合場所の席の片側はマスクすべき場所だったり、こちらはそうではない場所だっ

たりとか、そういった配慮というのも必要になってくるのではないかなというふうに

も考えますが、その辺考えていただけますでしょうか。

〇町長（松尾 和彦君）

ただいまご要望のありましたピクトグラム等のものについてでございますが、でき

るだけ分かりやすいように各施設でＰＲできますように、ぜひ参考にしていきたいと、

そのように思っております。

〇11番（久慈 聡君）

よろしくお願いします。

それでは、次の質問に入りたいと思います。病院内での対応に関してです。現在は、

テントの状況でドライブスルーをしてやるという形で、別の動線にしているという形

でいるというところですが、５類になると病院内の体制に影響が出てくるというふう

に思っています。現在行政による入院勧告や外出制限、医療費の公費負担などは、新
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型インフルエンザ等感染症の位置づけに基づいていると。新型コロナウイルスは感染

症法上の位置づけに基づいていますけれども、５類に変更になると、これを行う法的

根拠がなくなって、新型コロナに対しては、かなりの部分が自己負担になるという形

になるかと思います。

ただ、５類に変更するという際には、医療体制をどのように変えるかについては、

政府が３月上旬をめどに発表するというだけで、まだ明らかにされていないというよ

うな現状から、三戸中央病院では今後コロナの患者をどのように受け入れていくのか。

インフルエンザと同等の位置づけとして定義されていても、同等の対応はできないと

いうふうに考えています、コロナの患者についての対応というのの詳細を教えていた

だきたいと思います。

〇病院事務長（沼澤 修二君）

ただいまの久慈議員の、コロナ患者を５類への引下げ後どのように受け入れていく

のかというご質問にお答えいたします。

先ほど町長答弁にもございましたとおり、詳細につきましては今月、３月23日に開

催予定でございます感染防止対策委員会で、詳細にわたり審議することとしておりま

す。この感染防止対策委員会は、医師全員、あと各所属から１名以上ということで、

合計23人で構成されております。この中には、委員長、事務長、総師長ももちろんメ

ンバーに入ってございますので、そういった委員会で様々な対応について協議して、

病院の方針として決定するということとしております。

現段階においては、コロナ２類での位置づけということで、先ほど議員ご指摘のと

おりの対応をしておりますが、新型コロナ出現前もインフルエンザの流行シーズンに

おきましては、発熱等の患者、症状がある患者については、感染症の外来でしっかり

と一般患者と切り分けて診療をしてきたという経緯もございますので、こういった対

応と今のコロナでの対応を融合した形でなっていくものと思います。いずれにいたし

ましても、最善な受入れ態勢ということで決定してまいりたいと考えております。

以上でございます。

〇11番（久慈 聡君）

そうしますと、今の現在のコロナ対応の外来に関しては、何も変わらないという解

釈でいいのかなと思います。もし変更があるのであれば、教えていただきたいです。

逆にコロナの病床に関して、ちょっとお伺いしたいのですけれども、現在はコロナ

病床の確保も行っている状況の中で、国より助成金と補助金をもらっているという形

で運用しているというふうになると思います。これに関しては、変更となる、これに

関しても助成金、補助金とも変わるということになると思いますし、そのことから世

論では、入院病床が急激に減るのではないかだったり、そういったことによっての弊

害、不具合、重症患者の対応がどうなるのか、重症患者が増えていくのではないだろ

うかというようなことが話しされていますけれども、その点に関してはどのようにお

考えでしょうか。

〇病院事務長（沼澤 修二君）

入院患者の受入れ、コロナ病床に関してのご質問でございます。

現在当院では、コロナのための、コロナに感染して入院、治療を要する患者につき

ましては、16床受入れ病床を用意しております。国、県の方針といたしましても、今

後５類への引下げとともに病床を減らしていくということについては、すぐに行う予
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定はないということで聞いております。したがいまして、当院でも確保病床数16床に

つきましては、当面維持してまいります。

ただ、一般医療との両立ということも出てまいりますので、そういった観点からは、

感染状況に応じまして、16床のうち、すぐに受け入れられる即応病床という考え方の

病床がございます、すぐに入れられる病床。あと一方、準備の病床ということで、一

定の１週間程度の時間を要して受入れをできるようにする病床ということで、16床の

使い分けをしてもいいよというような国のほうからの方針も示されておりますので、

こういったところで16床のうち、感染があまり大きくない時期においては、そのうち

の８床だけといったような形で、即応病床として受入れていくというような、例えば

フェーズに応じた受入れということになります。

また、病床につきましては、今まで確保の補助金というものも受けてまいりました

けれども、この補助金も今後具体的な額は示されておりませんが、縮小の方向だとい

うふうに聞いておりますので、こういった形で補助金も縮小されてまいりますけれど

も、当面コロナ患者の治療に困らないように、当院でも病床は16床維持してまいりま

す。

以上でございます。

〇11番（久慈 聡君）

病床の数は、取りあえずキープすると。対応に関してはどうするかというところに

関しては、病院内で判断をすると。ただ、病床確保によって受けていた補助金は少な

くなっていく方向になるということ、非常に厳しい状況下になるのかなと。類が変わ

ったとしても、患者の立場から見れば、同じ症状になっても、国の対応の仕方が変わ

ってくる可能性があるということになるのかなと思います。

それを踏まえてちょっと質問させてもらうと、コロナの対応を変えるということに

よって、今までは感染症ということに対しての対策として、助成がいろんな形で入っ

てきて、その対応もできていた部分があるかと思います。例えばこういったフェイス

のマスクだったりとか、防護服というのかな、感染症に対応するものだったりという

ふうになるかと思います。今後それを自主的な財源を使っていかなければならないと

いうこともあるのかなと考えていますが、そういう形の中で感染のリスクの簡易化と

いうのか、緩和化というのか、ことも含めて考えていくと、構想的な面も考えていく、

感染症の院内感染の可能性も今よりは高くなるのではないかなというふうに考えてい

ますし、そのために対応すべき自主財源も増えていくというふうに考えられるのかな

と、ちょっと思っています。その辺については、どのようにお考えですか。

〇病院事務長（沼澤 修二君）

ただいまの感染が増えてきた際の補助金等がなくなることによって、持ち出しが増

えるのではないかと、そういった場合の対応というご質問かと受け止めました。今後

５類への引下げがありますが、必要な感染対策は病院でもしっかりとしていくという

ことになります。その上では、やはりマスクはじめ様々防護服等の準備も必要だとい

うことになります。幸いこれまで国から交付されてきた、そういった消耗品、備品等

も今のところは充実してございますので、そういったものを活用しながらというふう

になってまいりますが、それもいずれなくなる時期が参りますので、そういった際の

経費については、十分にこれから確保をしておかなければならないというふうに考え

ているところでございます。

いずれ感染の院内感染等も発生しないような周知につきましては、多額の経費もか
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からずできるものですから、そういった取組も進めてまいりながら、患者に対しても

必要な、マスクをお持ちでない方への提供とか、そういったものは続けてまいりたい

というふうに考えております。

以上でございます。

〇11番（久慈 聡君）

維持、継続のためにはお金がかかるという形で、経費も自主財源が出ていくかもし

れないですけれども、一番重要なのは職員を守ることでもあるし、入院者だったり、

病院に来られる方を守ることでもあるので、その対策はしていただきたいと思います。

ただ、全部が満点でできるわけではないと思いますので、対応の変更には十分、先

ほどから言っています感染防止対策委員会にて審議をしていただきながら、対応して

もらいたいと思います。

では、次に質問したいのが、保健所が今現在管轄していました。コロナ発生しまし

たよと保健所が対応して、保健所が調整するという形になっていましたけれども、そ

れが保健所からの調整が今後なくなると、直接病院間での判断、調整となるというふ

うに考えています。発熱外来者の診察は、ちょっとその辺の動線を、どういう形にな

るのか、分かる範囲でご回答いただきたいです。

〇病院事務長（沼澤 修二君）

これまで、現在も保健所が担っております発熱等有症状者への対応が、５類引下げ

後になくなったらどうなっていくのかというご質問でございます。

現在は、発熱患者、保健所等が調整に入らない発熱の症状がある患者につきまして

は、まずは病院内に入る前に電話をいただきたいということで周知して、ご協力をい

ただいております。動線を切り分けて、町長答弁にもございました外のテント、ドラ

イブスルー等で対応しておりますが、これが５類引下げ後、直ちにインフルエンザ級

の扱いとなったからといって、それがなくなるということは、現段階ではないものか

と思っておりますが、これも感染防止対策委員会でしっかりと、これは慎重に判断し

たいと、議論したいというふうに考えてございます。流行に応じた、感染状況に応じ

た取扱いになる、あるいは現行を維持する、あるいはインフルエンザ等と同様の、有

症状が確認された段階で感染外来で取り扱うというような、３つの中から決めていく

ことになると考えております。

以上でございます。

〇11番（久慈 聡君）

この委員会の中でいろいろ考えていただいて、最善の対策をしていただきたいと思

います。発熱外来に関してもそうですけれども、また今入院されている方、もしくは

新規で入院されてくる方に関しても、方向性が変わってくるというふうに考えますの

で、その辺はよろしくお願いします。

あともう一点、濃厚接触者の対応というところをお聞きしたいと思います。濃厚接

触者の対応に関して、これはどのようにすべきとお考えでしょうか。自宅療養、あと

は待機等の制限がなくなったと、これが通常出勤が可能になるという状況になるのか

なと思います。職員が濃厚接触者になった場合の対応だったりとか、その辺はどう考

えられていますでしょうか。

〇病院事務長（沼澤 修二君）
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ただいまのご質問にお答えいたします。

職員が濃厚接触者となった場合の対応についてというご質問でございます。５類移

行後の考え方といたしましては、濃厚接触者という考えがなくなるというようなこと

になりますが、当院といたしましては、医療従事者でございますので、とにかく患者

様へ感染させないよう、また職員への感染がないように、出勤制限があるのかどうか、

これも出勤制限が適当なのかどうかも委員会で判断することとなりますが、５類移行

後もとにかく周りの人に感染をさせないという配慮が必要になってまいりますので、

そういった辺りをしっかりと考慮いたしまして、決定してまいりたいと考えておりま

す。

以上でございます。

〇11番（久慈 聡君）

いろいろ問題点があってお聞きしましたけれども、今病院でこうやって話し合った

形では、感染防止対策委員会で決定するという項目の中の議題にのるものだと思いま

す。それと同じことが老人施設だったり、障害者施設だったり、他の施設でも考えら

れることになるのかなと思っています。これも濃厚接触者に関しては、国の方針が来

てからということになるのかもしれないのですけれども、逆にそういった部分で、い

つからどうするということを提示する、もしくは三戸中央病院はこうやっているのだ

から、私たちもこうしようというような、ある程度の一つのボーダーラインになるの

かもしれないなというふうにも考えています。

そういった部分も含めて、町長にお伺いしたいのですけれども、感染防止対策委員

会のメンバーはお聞きしました。医師全員、所属長、所属の方１名、トータル23名と

いう形で、三戸中央病院の中の全員が集まって決めることであるというところでなの

ですけれども、先ほど来話ししているのは、経営に対しての国からの助成だったりと

か、そういうのも含めて今運用がされているというふうに思っています。

ただ、対策については今後緩和していく方向で考えていかなければならないという

ような中で、ある程度制限もしていかなければならない。そうなった場合に、この感

染防止対策委員会というのは、コロナの対策を、感染防止をするだけの対策委員会に

なっているのかも分からないのですが、逆にその中で経営の部分というのも視野に入

れた形で、互いに両側面から、要は対策緩和だったり維持、継続という部分、それか

ら運営経営というような形の観点から物事を考えて、病院の対策にしてもらえるよう

な、そういった委員会になってもらいたい、もしくはその委員会ではできないのであ

れば、そういった部分も含めた形の医療面のための最善を尽くせるような、そういっ

た部分を話し合っていただくという形ができるのか、確認したいと思いますので、お

願いします。

〇町長（松尾 和彦君）

ただいまの久慈議員からのご質問の中では、感染防止対策委員会の機能についてち

ょっとご心配をされているという、そういう趣旨だというふうに思ってございます。

この感染防止対策委員会、三病の管理者会議が一番上にありまして、そこの下に業

務ごとにそれぞれ委員会が様々あります。また、その部分については担当の病院事務

長のほうから、必要であれば同委員会があるという話を説明させていきたいなとは思

いますが、まずは感染防止対策委員会、コロナのためにつくった感染防止対策委員会

ではございません。以前からあるインフルエンザであったり、院内感染であったり、

そういったもろもろの病院内での対策を、医師、看護師、また事務局等打合せをしな
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がらいくというところのためにつくっているものだと、私はそういうふうに理解して

おります。

また、これから制度が変わっていく中にあって、どのように経営をしていくかとい

う部分については、管理者である私のほうからも、できるだけ以前診療報酬をいただ

いていた制度にきちんとうまく乗れるように、何とか工夫をしていただきたいという

ことであるとか、また経営の会議もございますので、そこの中でも医師の皆さん自ら

経営に対しての感覚を磨いてもらうことなど、様々取組をしておりますので、議員か

らご心配があったということは伝えていきたいと思いますが、ご心配をいただかない

ように、委員のほうでも頑張っていくように私のほうからもお話をしていきたいとい

うふうに思います。

〇病院事務長（沼澤 修二君）

ただいまの久慈議員のご質問の中にありました感染防止対策委員会について、少し

補足させていただきます。

この委員会は、入院基本料等の施設基準等に関係してくる委員会でもございます。

保健医療機関において、院内感染防止対策が行われていることということで、これは

コロナに限らず感染防止対策、感染症全般に対する感染防止対策が行われていること

ということで、月１回以上開催することという基準もございます。

以上でございます。

〇11番（久慈 聡君）

では、その上の中で、委員会においての経営会議を行うという形になるのかなと思

います。対策の変化について、先ほども注意していかなければいけないよということ

もお話ししましたけれども、その中でやはり経営のほうにも重要な部分もありますの

で、その辺は管理されている方に関しては、お願いしたいなというふうに思います。

それでは、３つ目の質問に移ります。ちょっとあれなのですけれども、町民へのマ

スク等の周知の方法に関しては、これは大きく報道がされているかと思います。なの

で、周知というのは皆さんされているのかなというふうな認識を持っていると思いま

すけれども、ただマスクをしたほうがいいと考えている人と、しないほうがいいと考

えている人がいるということが問題で、問題というか、それが当たり前なのかもしれ

ないけれども、それが大きな問題にならないかなということを心配しているよと私は

何回か話ししていましたけれども、小さな問題は多く発生するという形だと思います。

これによって、小さな問題がだんだん大きな問題になったり、トラブルになったり、

そして批判や、その批判が大きな問題になっていくと、店であれば潰れたりとかいう

形になっていくのかなというふうな感じを考えた場合に、こういったことが起こらな

いようにするために、また三戸町というこの町に、人に、そして優しい町にするため

の施策というのがあるのかどうか。町はちょっと逆に、そういった部分に関してはど

のように考えているのかをお聞きしたいと思います。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

ただいまの町民への対応について、個人個人様々な方がいらっしゃる、考え方を持

っている方がいらっしゃると、そういった中で、きめ細やかに人に優しく対応するこ

とができないかという趣旨のご質問だと思います。

こちらについては、何度もご答弁申し上げております国の指針にありますこちらの

指針で、主な着眼点があるなと捉えております。マスクを着用する際に大切なことと
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いうのは、重症化リスクの高い高齢者に感染をさせないということ、それに対応して

どういうシーンでマスクを着用していくかということが述べられていると思います。

あとは、感染された方は症状がなくなって軽快した場合にあっても、一定期間、24時

間なり36時間なりといった一定期間は、菌のほうが出ている可能性が高いということ

で、こういった方についてもマスクの着用、うつさないためにマスクの着用をしてく

ださいということの２点が主な着眼点としてあるのかなと思っております。

先ほども答弁いたしましたけれども、様々な会議ですとか様々な施設でお示しをし

ますよと、表示をしていきますよという答弁を申し上げましたけれども、何に着眼し

て、そういう必要性が出てくるのかというところをお伝えすることが大事なのではな

いかなと、必要性があるなというところの認識を皆さんに持っていただく。その対策

としては、やっぱりマスクなのだなというところのつなげ方をうまくご説明して、お

話ししていければいいのかなと思っております。

以上でございます。

〇11番（久慈 聡君）

私も人に物事を伝えるのってすごく下手くそなもので、なかなか難しいのですけれ

ども、伝えたことが全て伝わるのであればいいのですけれども、伝わらないこともあ

るだろうと思いますし、小さな問題ということは大きくなるという、ここの考え方が

それぞれ違うので、やっぱり小さい問題というのは絶対起きるのではないかなと思っ

ています。その問題を解決していかないといけないかなと私は思っていまして、例え

ば今お話しされたみたいに、自分たちが今までどおり対策を行うのか、行わないのか

というのも個人の判断に任せられるというところから、必ず小さなトラブルが起きる

と私は思っています。周知に関して、いろいろな周知をした、町の中で対応したとし

ても、外部から人が入ってきたり、そういったいろいろなことがあります。なので、

その問題を小さなところから解決できるようにするためには、苦情受け付けだったり、

そういった窓口だったりとか、そういったものに対応する何かを設けるべきではない

かなというふうに考えるのですけれども、その辺に関してはどのようにお考えでしょ

うか。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

様々なトラブルが予想されるということで、そういったところの相談の窓口をどう

するのかというご質問だと思います。こちらのほうにつきましては、今後町のほうか

らマスク着用のルール等、国の資料等々も含めて周知していく予定としております。

その際におきまして、役場で対応する窓口、連絡先などを掲載するということで、対

応を図っていきたいなと考えております。

以上でございます。

〇11番（久慈 聡君）

よろしくお願いします。トラブルが起きないの一番ですけれども、何かあったとき

の対応をしているよというところがあるのとないのとでは大きな違いがあると思いま

すので、お願いします。

４番目の質問をさせていただきたいと思います。福祉施設の職員、重症化リスク等

があると、業種別ガイドラインの見直しが行われることになっていますよということ

だったと思います。先ほどとちょっと重複して質問する部分があるかもしれないので

すけれども、福祉施設では基本的な対策だったり、ＢＣＰにのっとって維持運営をし
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ているというふうに思っています。同業者でも感染防止の考え方が違うことが非常に

多くありまして、結果個人の考え方の違いにまで話がこじれたりとか、トラブルにな

ったりということが何度かあったという認識を持っています。これは、施設運営の問

題であるというふうに考えますけれども、施設間での感染防止対策の違いによって、

利用者の不平不満というのが予想されます。推奨ではなくて強く推奨するなど、業種

別のガイドラインの見直しがされるまでの間、ガイドラインをつくるということがで

きないかなというところなのですけれども、町としてをそれをつくることによって、

リスクがあると言われればリスクがあるのかもしれませんけれども、老人施設関係、

入所・通所関係、障害の人もしかりです。これに関して、そういったものはつくるこ

とができるかどうか、確認したいと思います。お願いします。

〇健康推進課長（太田 明雄君）

町としてのガイドラインをつくる考えがあるかというご質問でございます。

先ほどもご答弁申し上げましたが、国のほうではマスク着用の考え方の見直し等に

ついてという方針を既に決定し、示されているところでございます。また、この国の

方針に沿いまして、業種別ガイドライン、こちらが来週からのマスク着用の見直しに

向けて、各団体において見直しが行われているというところでもございますので、町

として独自にガイドラインを作成するという考えはございません。

ただ、高齢者施設等重症化リスクが高い施設におきましては、国におきましてもマ

スクの着用が推奨されておりますので、こちらに沿いまして、町といたしましてもマ

スクの着用をはじめ感染対策の適切な実施、これについては強くお願いをしてまいり

たいというふうに考えてございます。

以上でございます。

〇11番（久慈 聡君）

ガイドラインの見直しがされるまでは、ちょっと現状はないということの答弁もら

いました。

では、ちょっと濃厚接触者を聞きます。先ほど病院にも話をしましたけれども、濃

厚接触者の対応という形は、どういうふうな形で考えられていましたでしょうか。

〇健康推進課長（太田 明雄君）

福祉施設で従事する職員の方の濃厚接触者に関するご対応についてのご質問である

と思いますが、現時点で決定しておりますのは、５月８日から新型コロナウイルス感

染症の感染症法上の位置づけが変更になるということ、それと３月13日からマスク着

用の考え方が見直されるというところでございまして、今議員のご質問にありました

社会福祉施設等における職員の濃厚接触者についての対応については、特に示されて

はおりません。しかしながら、国の感染症部会におきまして、位置づけの変更によっ

て新型コロナウイルス感染症の特徴が変わるわけではないことから、今後も感染拡大

が生じ得ることを想定して、高齢者や基礎疾患のある者など、重症化リスクの高い者

を守ることも念頭に、必要な感染対策は講じていくべきであるというような提言がな

されております。したがいまして、今後議員がおっしゃいました施設で従事する濃厚

接触者に関しても、何らかの指示なり情報が出されるものと思いますので、まずはそ

ちらのほう情報収集してまいりたいというふうに考えてございます。

以上でございます。
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〇11番（久慈 聡君）

分かるのですけれども、具体的に言うとＡ社とＢ社とあって、Ａ社の濃厚接触者は

通常勤務、Ｂ社の濃厚接触者は待機となった場合、利用者はどうなるのという話なの

です。病院は、委員会開いて対策した結果を出して、こういう対応しますよと指針を

出します。それは病院かもしれない、あと事業者は事業者だよと。Ａ社の事業はこう

します、Ｂ社の事業はこうします、決定するのは事業者の決定になると。ただ、そこ

に通所したりとか、利用している人たちというのは、不安を抱えるわけではないです

か。移動するのであればそうなると。だったら、業種別のガイドラインの見直しがで

きるまでに、町としての指針を、先ほど話ししましたけれども、推奨ではなく強く推

奨するだったりという形でのガイドラインをつくることができないかと問合せしてい

るのです。

〇健康推進課長（太田 明雄君）

各事業者ごとで取扱いが異なるのではないかということでございますので、国の方

針、あるいは業種別のガイドラインを踏まえて、各事業者がどのように判断するかと

いうところの情報を収集しまして、町としましては国の方針に沿った取扱いがなされ

るように、５月８日までに事業者のほうと協議してまいりたいというふうに考えてご

ざいます。

以上でございます。

〇11番（久慈 聡君）

利用者のほうから、こういうふうにしましょうと言うのは難しいのは分かります。

もし何かあったときのトラブルだったりとか、そういうのは分かるのですけれども、

先ほど話ししていましたけれども、一番利用される方たちの不安、そういった小さな

トラブルが起きないようにするためには、例えば病院で形を決めたもののトップダウ

ンはこういう形でやっていますよだったりとか、そういったのもあってもいいのかな

だったり、もしくはそういった検討会議を、要は個人の事業所だけで判断させるので

はなくて、一緒に話し合って決めるだったりとか、ガイドラインができないにしろ、

意思の疎通を合わせるような形ができれば、利用者たちも含めてですけれども、小さ

なトラブル等がなくなっていくのではないかなと、業種間によってというふうに私は

考えています。今の答弁の中で、難しいというので、それは難しいのも理解していま

すし、難しいのも分かりますけれども、でも必要ではないかなと私は思っています。

なので、その辺も含めて、できる範囲の中の対応をしてもらいたいというふうにお願

いして、次の質問に移ります。

助成金に関してでありました。これは直接町長にお伺いしたいのですけれども、地

方創生臨時交付金などの活用事例があったのを覚えていますでしょうか。多くの事例

があって、それに対して事例集などから対策していったということがあったと思いま

す。これは、国からの大きな助成であって、多くの事業を行ったと思いますけれども、

これは町活性化のために多く使われてきました。

その中で、プレミアム商品券だったり、パワーアップだったりとか、いろいろあり

ますけれども、その中で対象にならなかった、もしくは苦労していたという業者もあ

ったと思います。私は、この事業の補填のための支援ではなく、事業を応援する交付

金や助成金をこのタイミングで準備しても構わないのかなというふうに考えていま

す。私冒頭で話ししましたけれども、コロナによって生活の変化がありました。人と

のコミュニケーション方法、仕事・職、健康管理、購入方法、趣味・娯楽等ですと。
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人付き合いが減り、ストレスを発散する場もなく、発散の方法に関してもそれぞれ変

わってきているという話をさせてもらいました。だからこそ、世の中が戻ろうとして

いる今こそ、町として応援できる援助というのを考えてもらえないかなというのが私

の今回の５番目の質問の趣旨であります。こういうものをお考えいただけませんでし

ょうか。

〇町長（松尾 和彦君）

ただいまの久慈議員からのご質問は、地方創生臨時交付金等を使ったこれまでの支

援から、町単独でもそういうことを考えたほうがいいのではないかというふうな、そ

ういう意味合いであったろうと思います。

今回新型コロナ感染症が蔓延し、社会が一旦止まるという、そういう状況になった

わけでございますけれども、それに対して国のほうから事業者支援金であったり、給

付金であったり、まず様々な手当てをされ、私ども行政のほうもそれに呼応して、地

域の特性に合わせた形で事業を推進してきております。ただ、基本的な財源は国から

の財源ということで行っており、ただ町のお金も確かに動いてはいるのですが、それ

は国の交付金が入るまでの間、町の財源で補うと、そういう中でやりくりをさせてい

ただいております。

議員のおっしゃりたい部分は、これからまさに地域の経済が動いていくタイミング

であるから、町としても何か考えることはできないかと、そういう意味なのかなとい

うふうに私は理解をしておりますが、まずこれまでも行ってきたプレミアム商品券の

事業であるとか、そういったことは当然またやっていくことで、今回の予算のほうに

も盛ってありますけれども、一体どういうことができるのか、またどういうことが必

要なのかということは常に考えながら、国の事業とか様々なものも勘案しながら、今

後とも検討してまいりたいと、そのように思います。

〇11番（久慈 聡君）

今回の私の質問に対して、前向きに考えるという答弁であると認識してよいでしょ

うか。そういう形で解釈させていただきたいと思います。

では次、６点目、最後です。周知方法についてです。国が示した方針を広報だった

り、行政の広報回覧で回していくということであるかと思います。町の独自のルール

というのはなかなか難しいということも答弁で分かりましたので、ちょっと今は省き

ますけれども、今回の中で国の方針を周知するに関してですけれども、町全体で動く

と考えるのであれば、老人だったり障害だったり、高校生だったり幼稚園だったりと

いうふうな形で、ポスターを作るだったり、脱コロナみたいな感じのやつをやったり

とか、そういう形をすることというのは、町として可能でしょうか。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

コロナに関する注意喚起ということで、ポスターを作ったり、提案をいただいたり

したらどうかという内容のご質問でございます。

今現在もございますけれども、庁舎の１階に小中学生から募集をしたコロナの標語

を掲示しております。こちらのほうは、かれこれ数年、２年ぐらい経過しております

けれども、こういった掲示のほうをまた再度、今回引下げになるということもありま

すけれども、引き続き感染の対策というのはどうしても必要だし、重要だと思ってお

りますので、小中学生でありますとか、住民の方でもよろしいかと思いますけれども、

そういった形で再度募集するなりして、新しい標語に入れ替えるとかということを考
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えていきたいと思います。

以上です。

〇11番（久慈 聡君）

今話はちょっとあれですけれども、史跡の件もあるし、今町がいろんな形で変わろ

うとしている中で、今コロナのことも変更になって、いろいろな形で町が動き始めて

いる、もしくはもっと新しいことに取り組んでいくための起点になるのではないかな

というふうに考えているところから、今回も質問させてもらっていましたけれども、

先ほど来話しした町独自のルールだったりとか、そういったものは非常に厳しいのか

なというふうに感じています。

その中で、今回行政ではちょっと難しい部分なのかなというところの質問もさせて

いただきました。これは、新型コロナウイルス感染症の位置づけがインフルエンザと

同じ５類に引き下げられるということが、問題点も多くあるのですけれども、町の活

性化につながるのではないかなというふうに考えたからであります。

コロナの流行によって、町長が考える政策をはじめ、あらゆる町の政策だったり経

済、それから生活に大きな影響を及ぼしているというふうに感じています。コロナが

インフルエンザと同じになった場合に、復活を掲げる町長の思いだったり考えを十分

に発信できるというふうになると考えております。今回私が質問した内容も含めて、

今までコロナのせいで落ち込んでいた町の経済だったり、そして停滞を余儀なくされ

ていた町長の考える施策を挽回させることを期待して、質問を終わりたいなというふ

うに思っているのですけれども、町長として今どういうお考えを持っているのか、お

知らせいただきたいと思います。

〇町長（松尾 和彦君）

それでは、これからどういう考え方を持っているのかというところについてでござ

います。

まずは、提案理由説明の際に冒頭お話し申しましたが、学校の一斉休校で、今回の

コロナ禍というのが全国一斉に始まった、その対応が始まったというふうに考えてい

ます。そこからの３年間、大変長い道のりではありましたが、この町内において事業

を営む方々、飲食店、またそのほかの事業者の方々もそうですけれども、何とかこの

コロナ禍を乗り切って、その次の時代まで頑張ってほしいと、そういうことで様々な

支援、また環境整備の事業を、これはもう町独自のアイデアでございますけれども、

やってきたところでございます。

ただ、そういった中にあっても、やはり社会が停滞をしている中で、本当に町民の

方々も多くの方々がご苦労された３年間だったと思います。町としても、ほぼ全ての

事業が、イベントが、動かすことはかなわず、今年こそは、今年こそはと、そういう

思いでやってきたわけでございます。それが、今度５月８日から、２類から５類にな

るということで、幾らかはよくなるのかなというふうな思いはありますが、ただ行政

とすると、その手前のゴールデンウイークであったり、まだまだ感染症自体がなくな

るわけではないということを頭に入れながら、様々な事業をしていかなければならな

いものと、そのように考えてございます。

コロナで、様々事業ができなかったという話はさせていただきましたが、そういう

中にあっても、開業資金等に係る空き店舗活用事業費補助金、これを活用いただきま

して、あのコロナ禍の中でも新規の飲食店を開いていただいた方々も多数生まれてき

ております。そしてまた、会津ゆかりの地への登録や国史跡の指定、11ぴきのねこの
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活用といった歴史と文化を通じた人と人の交流というのも、このコロナ禍の中で動い

てきております。そして、新たな誘致企業の立地であったり、そしてまた各種団体と

の包括連携協定というものを使いながら、町民の安心安全をどのように守っていくか

と、そういうことにも邁進をしてきました。そして、地域おこし協力隊の活動を通じ

て、一旦失われたホップの栽培等についても、ホップ復活プロジェクトということで

動き始めてきてございます。

これ以降、様々なそういったコロナ禍ではありましたけれども、動かしてきた事業

にさらに力を入れて、俵づみ唄全国大会であるとか、移住、定住、そういったものに

もさらにまた邁進してまいりたいと、そのように考えておりますので、議員各位のご

理解とご協力を切にお願い申し上げて、私からの答弁とさせていただきます。

〇11番（久慈 聡君）

今までできなかった部分なんか、やれることが増えるのではないかという可能性の

中、対策としては過剰対策と判断するのか、必要対策として判断するのか、そういっ

た部分の観点から、どのような形で組織を運営しなければならないかということに関

しては、皆さんで考え、そして町長判断でやっていただければと思います。

今が変わるときなのであれば、今がチャンスだと思いますし、そのチャンスをどの

ように生かすかも、私たち三戸町の人間として考えていかなければならないのかなと

いうところから、今回質問させてもらっています。

繰り返しになりますけれども、町がどのように経済を回し、安心して暮らせるよう

になっていくのかを考えて質問しています。三戸町のまちづくりについて、私たち議

員はもっと視野を広げ、かつ現場に近いところに重点を置かなければならないと考え

ています。実務を行う執行部の皆さんは知識もあって、自分の業務の一つ一つが町の

ためになっているというふうに感じています。だからこそ、一緒に考え、実行してい

かなければならないと考えています。町長におかれましても、町の担い手として今回

までの質問などを含めて、国に対してぜひ前向きに考え、取り組んでいただきたいと

再度お願いいたしまして、今回の一般質問を終わります。

〇議長（竹原 義人君）

午後１時再開予定をもって休憩します。

（午前１１時３４分）

休 憩

（午後 １時００分）

＜７番 栗谷川 柳子議員＞

１．熊原川河川工事の延期について

〇議長（竹原 義人君）

休憩前に引き続き一般質問を続けます。

７番、栗谷川柳子君。
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〇７番（栗谷川 柳子君）

これから私の一般質問を始めます。

１項目め、熊原川河川工事の延期について。昨年９月の第505回定例会でも、県に

よる災害防止対策の河川工事が遅れ、疑問や不安を感じている住民もおり、県に対し

て働きかけは町としてあるのかという質問をいたしました。その際建設課長からは、

今年の10月に工事の発注の見込みだという連絡は伺っております。住民の方々にもお

知らせしてほしいというお話がありましたので、県のほうにも、どういう対応をする

のか相談していきたいと思いますとの答弁をいただきました。しかし、その後、現在

に至っても着工の気配が見えず、いまだ説明がないことへの疑問や不安の声が上がっ

てきています。１月21日土曜日に行われたまちづくり人財塾講座の「三戸町の防災に

ついて考えよう！」のワークショップの際にも、各テーブルの模造紙の上に工事が止

まっていることへの疑問、不安のメモが貼られておりました。

そうしたことから、再度質問いたしますが、１つ目、もともとの計画、延期の理由、

今後の見通しについて、町は県からどのような報告を受けているのでしょうか。

２つ目、早期に着工して、予定どおりというか、早期に着工してもらうために、県

への働きかけをどのようにしていくのでしょうか。

お願いします。

〇町長（松尾 和彦君）

それでは、栗谷川柳子議員の質問にご答弁申し上げます。

熊原川河川工事の延期について、２点のご質問でございます。まず、熊原川河川工

事は、平成25年９月に発生した台風18号の影響により、馬淵川及び熊原川流域に浸水

被害が発生したことに伴い、平成26年度から馬淵川広域河川改修事業として、県が実

施しているものであります。熊原川流域においては、これまで黄金橋下流左岸の護岸

が整備されており、今後は黄金橋上流左岸の護岸工事が予定されているところであり

ます。

県における当初計画は、熊原川工区のうち関根川原地区堤防新設区間を令和３年度

から２年程度の期間において実施する計画となっており、これまで町では桜の木を伐

採したほか、県による住民説明会や地盤変動調査、大型土のうの設置などを実施し、

令和４年10月頃の工事発注の見込みと伺っておりました。現時点においては、関根橋

上流の護岸工事計画の見直しなどから、着手が延期されているとのことであり、今後

の見通しについては、今年度中に設計内容の変更をした上で着工すると伺っていると

ころであります。

次に、早期着工に向けた県への働きかけについてでありますが、これまでも八戸市、

三戸町、田子町、南部町で構成する馬淵川とともに生きる期成同盟会において、国、

県に対し、馬淵川広域河川改修事業の整備促進、財源確保等について要望活動を行っ

ているところであり、今後とも地域住民の安全安心を守るため、地域住民のご理解と

ご協力をいただきながら、引き続き粘り強く早期着工、完成に向けて要望してまいり

ます。

〇７番（栗谷川 柳子君）

令和３年度から２年程度の工事期間を予定されていたということでしたが、という

ことは、計画どおりいっていれば、令和５年度中、今年度中にはおよそ終わる予定だ

ったということだというふうに解釈いたします。ということは、相当の遅れが見られ

るのですが、このことについて県のほうにも、住民への説明を求めるということはお
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伝えしてきていると思いますが、それがいまだされない状況で、そのことから桜の木

は３年前にだかだかと切ったのに、そして様々な調査は物すごい勢いで始まったのに

ということで、その後止まってしまったことへの説明がないことに対して、住民の不

安というのは発生してきていると思います。その説明ということについて、県からは

どのように報告があるのでしょうか。

〇建設課長（齋藤 優君）

熊原川の現在の工事区間の遅れについての住民への説明をどのように考えているか

ということで、県と協議をいたしまして、遅れについて住民の方にどのようにご説明

をしていくかというところに関しましては、県ともお話合いをさせていただいており

まして、今年の２月に関根橋から川原橋区間の河川改修を延期しますということで、

チラシのほうを上下二日町、あと関根・川原地区の住民の皆さんに回覧で報告をさせ

ていただいております。そちらの内容に関しましては、新たに工事の実施時期、あと

見直した計画、そういったものが確定いたしましたら、工事の準備等が整い次第、住

民説明会を開催したいと県からは報告を受けております。

以上です。

〇７番（栗谷川 柳子君）

住民への説明について、県のほうの計画が再度確定したところで詳細を説明します

というふうに記載していたということですが、これは県のほうではいつ頃計画をし直

してくるのでしょうか。

〇建設課長（齋藤 優君）

いつ頃工事の計画が決まるのかというところですけれども、県のほうでも関根橋か

ら上流区間の工事をどのように進めていくかというところの検討を今進めているとい

う最中ですということでございますので、具体的にいつ頃、どのタイミングで計画が

決まって、住民説明できるというようなところに関しましては、まだ情報はいただい

ておりません。

以上です。

〇７番（栗谷川 柳子君）

そもそも延期になっている理由というのは、具体的には何なのだと県から聞いてい

るのでしょうか。

〇建設課長（齋藤 優君）

工事が遅れている具体的な理由というところでございますけれども、まず今の区間

の工事をするに当たって、河床掘削の作業が必要になるということで、その乗り入れ

区間をどこから入るかといったところの協議、あとそれから上流、元の三戸中学校の

あたりのところまで整備を行う計画になっているのですけれども、区間の間に支障と

なる物件等の移転がちょっと難しい部分があるといったところの計画、当初の計画で

は行けたという部分が、今現状できなくなっていると、ちょっと移転が難しいとか、

そういった細かいところの理由で、今全体の計画が見直されているということでござ

います。

以上です。
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〇７番（栗谷川 柳子君）

延びている理由、遅れている理由に関しては県のほうの問題だと思いますので、こ

こで建設課長に申し上げても仕方がないとは思いますが、河床掘削の乗り入れ区間が

定められないとか、検討しているとか、そういうことはそもそもの工事計画の中で練

り上げられて、検討されていなければならなかったことだと私は思うのですが、そう

いったことも含め、上流の支障に関しては相手もあることだと思いますので、仕方が

ないにしても、この計画変更に関しては、そもそも県の計画の部分で、ちょっと納得

できないところもあったのではないかと私は思います。

私たち住民とすれば、住民同士の安全を最優先に考えて、周辺の住民は美しい桜並

木を眺めるということを諦めて、工事をしていただくということで進んでいたと思い

ます。ところが、こうしてずるずると、そもそもの計画のところに難があったのでは

ないかなというような、そして説明がきちんと要所、要所でされていないということ

については、県のことですが、そこをしっかりと早めに具体的に説明をしていただき

たいと思います。

これは県のことですのであれですが、町長としてはこの現状、ずるずると説明もな

いまま、様々県としては遅れている理由、原因というのはあるのでしょうけれども、

こうやって何年も、毎年毎年詳しい説明もないままに延びていることに関して、町長

はどう思われているのかお聞かせください。

〇町長（松尾 和彦君）

栗谷川議員からのただいまのご質問は、現在の進捗状況について、町長としてどの

ように考えているかということであろうと思います。

当初の計画どおり進むというところに至るまでの期間についても、これまでも長年

にわたって県、国等に要望活動を続けてきた成果であるというふうに思っております。

したがいまして、できるだけ計画どおり進んでほしいという思いは人一倍強いと、私

自身そう思っております。

しかし、公共事業、今回は県管理の河川ということでありますが、県管理の道路、

あるいは国管理の道路とか河川とか、みんなそれぞれ公共事業を行う際には、その土

地の所有者からの了解、地域住民からの了解というのがなければ、一歩も先に進むこ

とはございません。今回のケースのような場合でも、支障物件というものも、例えば

構造物であったり、様々ケースはあるのでございますが、そういった地域の住民の皆

様のご協力なくして進むことは、これは絶対あり得ませんし、ましてそれが協力が得

られないとなると、今回の案件については、その後も見直し等を図っていただきなが

ら、計画自体を進めていただいているというところで、非常に町としては、まず感謝

はしているところでございます。これがそうでないケースであれば、一旦止まって、

全く動かなくなるというケースも実際にございますので、まずはそういうふうなこと

にならないよう、着実に事業が実施されますように、町としても要望しているところ

でございます。

〇７番（栗谷川 柳子君）

今の答弁の中で、地域住民の了承、支障物件に関しての話になりましたが、この２

つの橋の区間の工事が延びているというのに支障物件の件が関係しているということ

ですか。

〇町長（松尾 和彦君）
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これまでも担当課長のほうからもご説明をしておりますように、支障物件の計画ど

おりの移転というのがなかなか難しいと、そういったことで計画どおり進んでいない

ものというふうに認識しております。

〇７番（栗谷川 柳子君）

橋と橋の間に支障物件があるということですか。

〇建設課長（齋藤 優君）

今の支障物件の移転の話なのですけれども、今現在着工しようとしている区間では

なくて、その上流の支障物件の移転の影響という話でございます。

〇７番（栗谷川 柳子君）

であれば、今私が申し上げている工事が遅れている部分の理由の中に支障物件の影

響というのは、特に影響しないということで間違いないですか。

〇建設課長（齋藤 優君）

今工事の見直しをしている区間が、関根橋から上流の全体の計画の見直しをしてい

るということで、現在の工事区間、しようとしている区間の計画、そういったものも

見直しの中に入っていると、支障物件ということではなくて全体の計画、そこの区間

の計画の見直しをかけているということでございます。

〇７番（栗谷川 柳子君）

この河川工事に関しては、町長のほうでもずっと、町民の安全を守るために何とか

お願いしますという町長の思いもあって、計画が実現している内容だということを私

は理解しております。ですので、今回こうして２年以上宙ぶらりんの状態になってい

ることに関して、様々理由はあると思うのですが、県の方からの説明を受けた際には、

例えば津軽地方ですとか下北での大規模災害があったために、そちらのほうへの工事

もあって、それも遅れの原因の一つですというふうに説明を受けた記憶があります。

ですが、他の地域でそういった大災害が起きて、それに対応しなければならないとい

うのはもちろんもっともであって、そちらの事情も分かるのですが、災害というのは

本当にいつ起きてもおかしくないというのは、皆さんももちろん理解されていると思

いますが、こうして工事が２年、３年と遅れている間に、本来堤防ができているはず

のとき以降に、この熊原川上で浸水災害が起きる可能性もあるということですので、

やはり計画の見直しを早急に県のほうにしていただいて、早期に着工していただくよ

うに、もう町長がじかに県のほうに陳情していただいてもいい時期なのではないかと

私は思いますが、いかがでしょうか。

〇町長（松尾 和彦君）

平たく言えばもっと頑張れと、そういうことなのだと思いますが、私どもの活動を

ちょっとお知らせしたいと思います。

馬淵川、そして熊原川の広域河川工事というものは、先ほどもお知らせをしました

平成25年の災害に対してのものが一つのきっかけとなっております。そして、この課

題の解決のためには、近隣町村が連携して取り組むことが財源確保に対しても大変有

効であるということで、馬淵川とともに生きる期成同盟会というものをつくって活動

をしております。この活動の内容は、青森県知事はもちろんでございますが、青森県
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県土整備部長はもとより、国土交通省青森河川国道事務所長、東北地方整備局長、国

土交通省にいたってはその最高の機関であります水管理・国土保全局長、そして大臣

政務官など、ありとあらゆる手だてを講じながら、着実な計画の進展に向けて働きか

けをしてきてございます。そしてまた、国会議員、そして県議会議員の皆様にもご協

力をお願いしてきているところでございます。

しかしながら、先ほども申しましたが、事業を進めていくためには、基本として地

域住民の皆様のご理解とご協力がなければ、これはなかなか進むことはできませんの

で、今後ともご理解とご協力をお願い申し上げたいと思います。

〇７番（栗谷川 柳子君）

そこまで講じながらやってきたのに現在の状況ということは、だから支障物件の云

々ということで止まっているというか、遅れているというような印象を今の説明では

受けたのですが、そこはそうなのでしょうか。

〇町長（松尾 和彦君）

先ほど担当の建設課長のほうからも申し上げましたが、計画の見直しに伴って、い

ろいろそういう状況が発生しているというところもあります。いずれにしましても、

計画が変わっていった際にも新たな計画、そしてまた住民説明会があった際にも皆様

のご協力とご理解がなければ、これは進むことができないと、そういう意味でござい

ます。

〇７番（栗谷川 柳子君）

分かりました。実際に住民の方々、説明がないこと、今後の見通しを知ることがで

きない状況にあることに対しての不安ですとか心配という状況になっていると思いま

すので、なるべく早くに県のほうとも相談しながら、めどですとか、そういったこと

でも構いませんので、細かく説明をしていただきたいと思いますのと、今申し上げて

いる橋と橋の間の区間の工事が、今後緊急に必要な工事ではないにしても、重要な案

件である、重要工事であるというふうに認識していただくために、県ですとか、様々

先ほど町長申し上げられていた関係各位の皆様ともやり取りをして、早期に着工でき

るように進めていただきたいと思います。

２．タムワース市訪問の成果について

〇７番（栗谷川 柳子君）

２点目です。タムワース市訪問の成果について質問いたします。前回12月の第507

回定例会で、姉妹都市、タムワース市との交流の在り方について、未来を担う三戸と

タムワースの子供たちが、より日常的にオンラインを活用して異文化に触れ合い、国

際理解教育に役立てられる交流の仕方ということを求めました。今回１月のタムワー

ス市訪問での国際理解教育の観点での成果及び今後の計画をお示しください。

〇町長（松尾 和彦君）

それでは、ただいまご質問のありましたタムワース市訪問の成果についてご答弁申

し上げます。

去る令和５年１月23日から同月31日までの行程で、タムワース市を訪問してまいり

ました。タムワース市関係者の皆様には、スケジュール調整や現地でのご対応に心か
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ら感謝とお礼を申し上げます。

今回の訪問目的は、姉妹都市議定書に定めております４年に１度行われる首長同士

の相互交流、議定書更新、コロナ禍により中止していた中学生の海外派遣の再開協議、

また議員からさきの12月定例会でご提案のありました、次代を担う双方の幼少児交流

の可能性に関する協議等を行うことが主たる目的でありました。

国際理解教育の観点から、１つ目の中学生海外派遣についてでありますが、受入先

であるタムワース高校の関係者と現地で協議した結果、令和５年度の秋に４年ぶりに

再開することが可能であるとの確認をしてまいりました。今後町教育委員会とタムワ

ース高校との間で詳細な日程や内容を協議し、交流を再開することとしております。

次に、次代を担う幼少児交流についてでありますが、子育てサークル団体が行う親

子活動の一環として、日本語を使った歌やゲームを積極的に取り入れている活動の現

場を視察させていただき、その際においてはタムワース市側からも、当町の同じよう

な団体とオンラインを利用した交流ができないかという提案をいただいたところであ

ります。これを受けまして、今後当町の子育て支援団体や保育所などを通じての交流

ができるよう、ネット環境の構築や交流の方法などの協議、準備等を進め、相互交流

に向け、取り組んでまいりたいと考えているところであります。

今後もタムワース市やタムワース在住のふるさと応援大使の協力、支援をいただき

ながら、国際化に対応した人材育成に資する姉妹都市交流を進めてまいりたいと考え

ております。

〇７番（栗谷川 柳子君）

それは非常によい成果だったと思いますが、帰国後、幼少児交流の件に関してタム

ワース側と協議は進んでいるのでしょうか。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

現在どのような進捗状況であるかということでございますが、まず町内において子

育て支援団体、また町内の保育所等の事業者、ご説明と相談という形で取らせていた

だきたいなと考えております。現在においては、まだそこまでの進捗はない状況にあ

ります。

あと、交流する場合における環境とか、どういったものが必要であるかというのを

組んだ上で、ご提案して相談を申し上げるということで考えております。現在のとこ

ろは、進捗、相談というのは進んでいない状況であります。

〇７番（栗谷川 柳子君）

タムワース側の担当者の方とこちら側の担当者の方というのは、この件でやり取り

をしているのでしょうか。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

タムワース市の担当と当町の担当ということでございますが、当町の担当というこ

との想定は、住民福祉課が窓口であると思っております。担当課との協議はまだして

いない状況であります。今後の協議となる予定であります。

〇７番（栗谷川 柳子君）

それでは、これは今現在においては、持ち帰ってきただけの話という状況になって

いるのでしょうか。
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〇総務課長（武士沢 忠正君）

さきにもご答弁申し上げましたが、現在は詳細な打合せ等々は進んでいない状況で

ございます。そういう状況でございます。今後におきましては、先ほども申し上げま

した町内の各種団体と協議を進めていくということの前の段階でございます。必要な

インターネット環境がどれくらいのものなのか、どういった形で交流をするべきなの

か等々を、こちら側も一回組み立ててから提示したほうが、分かりやすく説明ができ

ると思いますので、そちらの素案を今つくるという段階でございます。

〇７番（栗谷川 柳子君）

これ１月27日にタムワースの図書館で、協議が非常にすぐすぐ話が決まっていって、

もうタムワース側としてはズームを使えば無料ですぐにできるということで、親子サ

ークルとオンライン交流を模擬的にしたり、あとはふるさと応援大使のオサリバン等

も交えて、非常に細かいところまで協議をして、あとは三戸の側で準備が整えば、す

ぐにでもできるねという話をしてきたかと思いますが、そこから１か月と10日ぐらい

たっていると思いますが、この期間、１か月以上たっていてこの状態だということを、

実際その場で協議にもちろん参加されていた町長としては、どのように感じていられ

るのでしょうか。

〇町長（松尾 和彦君）

今回タムワースに行って、私自身もその協議の場におって、大体の実現できるなと

いう感触はつかんできたところでございます。まず、日本に戻ってきて１か月余りた

つわけでございますが、来年度に向けて準備をしているものと、そのように理解をし

ております。

〇７番（栗谷川 柳子君）

これ実際役場の中では、担当課というのは本当にこの件を把握されていたのでしょ

うか。

〇住民福祉課長（馬場 均君）

把握しているかということでございますが、今回の件があって、帰国した直後にお

話を伺っておりまして、こういう方向で動くということで、協議のほうは受けており

ます。

〇７番（栗谷川 柳子君）

では、担当課としてはこの件は把握していて、どのようなスピード感、どのような

時間的な感覚で取り組むことを考えていらっしゃったのでしょうか。

〇住民福祉課長（馬場 均君）

時間的なスケジュール感といいますか、というところでは、まず４月、６月から交

流が可能と考えられる団体への説明、７月頃からオンライン交流のテスト実施という

ふうなスケジュール感でおります。

以上です。

〇７番（栗谷川 柳子君）
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では、担当課は住民福祉課で、大体のスケジュール感というのは、これはタムワー

ス側にはきちんと伝えてあるということでよろしいですか。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

担当課が住民福祉課であるかということをタムワース側のほうに伝えてあるかとい

うことでよろしいですか。

（何事か言う者あり）

〇総務課長（武士沢 忠正君）

タムワース側に三戸町の担当課はどういうところかというのをお伝えしているかと

いうことでございますが、そちらのほうまでお伝えはしておりません。先ほど住民福

祉課長が申し上げましたこちらの側のスケジュール感であるとか、テスト的にやると

いうところの期間をいつにするかとか、あと実際に交流をする場合に通訳する方が必

要となります。そういった方をどのような方にするかということの検討が必要という

ことでございますので、そういったことが整いましたら、早速お伝えしていきたいな

と思っております。

〇７番（栗谷川 柳子君）

実際に１月27日にタムワース市図書館の中でやり取りをした内容からすると、今す

ぐにでもできそうだねという話をいたしまして、そしてそんなに準備するものもない、

回線とパソコンなりスマホなり、何でもいいですけれども通信機器とＷi―Ｆiと対象

者がいて、そうしたらもう今すぐにでも始められるねというような雰囲気で、実際に

なぜその場で具体的な話も詰めることができたかというと、タムワース側としては、

これはかなり今具体的に決めておかないと、持ち帰り、担当者というのももう決めて

おかないと、誰と誰がやり取りするかというのを決めておかないと、立ち消えになる

なということもその場で会話の中にありました。ですので、それが今この１か月以上

たって、担当課等からの先方への連絡をしていないということであれば、まさに危惧

していたような、立ち消えになってしまいそうな流れになってきていると私は思うの

ですが、せっかく先方も具体的にやり取りをしようということを言っておられました

ので、そういった三戸町側としては、こういう担当課で、いつぐらいをめどに実現に

向けて計画したいというような報告というか、途中経過等をやり取りしているのが私

の中での常識的だと思うのですが、その辺の連絡等々、やり取りがないことに関して

どう思われますか。

〇町長（松尾 和彦君）

失礼いたしました。誰に対しての質問だったのか今分からなかったもので、ちょっ

と間が空きました。

栗谷川議員がおっしゃりたいところは十分理解はできるのでありますが、担当とな

る住民福祉課、私ども日本に戻ってきてからは２月末日まで、マイナンバーの活動の

ほうでかなりハードワークであったというふうに思っておりますし、当然日常の業務

を続けながらというところもございます。また、来年度の予算、また議会等に向けた

準備、様々な、ちょうど３月が年度替わりという、そういう場面に来ておる中での取

組でございますので、若干の時間の遅れというふうに見えるような部分があることに

ついては、何とかご容赦をしていただきたいなというふうに思っております。
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ただ、いずれにしても、町の行政の事業というのは４月１日から始まっていく、新

年度という一つの流れで動いておりますので、そこに向けては、ただいま担当からも

説明をしていただきましたように、今準備を進めているところでございます。

〇７番（栗谷川 柳子君）

今の答弁で、誰に対しての質問なのかが分からないということでしたが、私として

も誰に対して質問すればいいのかが分からない状態であることが、ちょっと問題だっ

たのではないかと思います。

そして、こちらの行政の年度とか、そういった都合というのも致し方がないのかと

も思いますが、それはこちらの都合であって、相手にしてみれば、すぐにでもできそ

うな感じで話をしていたが、日本に帰ったらぱたっと連絡が途絶えてしまったという

ような状況であるとすれば、非常に相手に対して失礼というか、申し訳ないような状

況にあるのではないかと。せっかく姉妹都市である良好な関係を今回も築いてきたと

思っていますが、そういった何も連絡をしていないということは、大変残念に思いま

す。ですので、すぐに分かる範囲で構いませんので、先方に連絡をしておいていただ

きたいと思いますが、いかがでしょうか。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

ただいま栗谷川議員からいただきました訪問された当事者のご意見というのは、や

っぱりすごく参考になるなと思っております。どういったニュアンスで、どういう会

話をしてきたのかということは、ただいまの質問でこちらのほうは理解いたしました

ので、早急に対応させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。

〇７番（栗谷川 柳子君）

承知しました。

では、今回の私の質問を終わらせていただきます。

＜５番 乗上 健夫議員＞

１．地域商社サンノワに関する町長答弁について

〇議長（竹原 義人君）

一般質問を続行します。

５番、乗上健夫君。

〇５番（乗上 健夫君）

通告に従って私の一般質問を行います。

先月、２月16日の議員全員協議会で町から、昨年７月末をもって事業停止をした株

式会社サンノワについて、今後の方向性（案）を取りまとめたのでの報告がありまし

た。これは９月の定例会で、一般質問で株式会社サンノワの事業停止後の対応の質問

がありました。町長は、現在は町の顧問弁護士とサンノワの公認会計士とが法律と経

営の両面から検証を行っていて、検証の結果を踏まえ、町の考えがまとまり次第、議

会と相談し、意見を聞いて決めたいといった答弁によるものと考えております。その
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際、具体的に何を検証して、いつ答えが返ってくるのかという質問に対しまして町か

らは、弁護士についてはサンノワの株式取得に当たり公金を使うことの是非、もう一

つ、読売広告社撤退に至った責任の所在、そして公認会計士には経営状況に関する意

見の聞き取りをするというような答えが返ってございます。

その検証結果なのですが、概要を申し上げます。弁護士の見解なのですが、合弁基

本契約中に規定されている株買取りについては、契約書にのっとり進め、遅延させる

ことなく支払うべきという意見がございました。もう一つ、合弁基本契約にのっとっ

た手続は合法であり、町長が責任を負うものではないし、公金で賄うのが大原則であ

るとの見解を示しております。

そこで質問になりますが、弁護士の見解では、町長には一切の責任はないという見

解でございます。ですが、町長は責任を感じている旨の答弁をされております。その

真意を伺います。

もう一つ質問ですが、質問で町の答弁で、弁護士による読売広告社の撤退に至った

責任の所在の検証をするというようなことではあったのですが、私たちが頂いた報告

書面の中の弁護士の見解の中には、それがありませんので、その件について説明を願

います。

２件についてお願いします。

〇町長（松尾 和彦君）

それでは、乗上健夫議員の質問にご答弁申し上げます。通告をいただいている部分

と何かちょっと変わったような気がいたしますが、あくまで通告いただいた部分でご

答弁を申し上げます。

地域商社サンノワに関する町長答弁についてのご質問でありますが、これまで議員

全員協議会や一般質問に対する答弁など、様々な場面で説明をしてまいりました。議

員全員協議会で弁護士の見解としてご報告いたしました、合弁基本契約にのっとり、

読売広告社が保有する株式の買取り費を公金から支出することは合法であり、町長が

責任を負うものではないという説明をしております。

一方、第503回定例会では、最終的な責任は町長としての私にあるので、今後はサ

ンノワの在り方についても慎重に検討し、町民生活の安心、地域経済の発展、そして

生活が向上することを目指し、議員の皆様や町民の皆様のご理解をいただけるよう、

責任を持って私が対処しますと答弁しております。

議員全員協議会での説明の意味といたしましては、公金の支出に関して契約に基づ

き、当然町として行うべきであるという趣旨であり、私に責任がないという表現では

ございません。これまでの答弁で申し上げているとおり、この事業のてんまつまでし

っかりと努めていくのが町長としての責任と考えております。

次に、今後のサンノワについて、町としては何をどのように検証して、４つの方向

性を示したのかについてでありますが、先月の議員全員協議会においてご説明した専

門機関等による検証の結果を踏まえまして、会社の今後の方向性として、新たな出資

者を見つけること、町単独で会社を運営すること、会社を清算し補助事業の財源に充

当すること、様子を見ることの４つを説明させていただきました。

また、町として会社を再興させることとした場合、経営や運営、資金面での検討が

必要であり、これまでと同一形態での経営は現実的ではないと考えたことから、これ

までサンノワが担ってきたブランド化による付加価値、地域産品の外販等を継続する

ため、農家との取引、成果品の取扱い、商品開発、催事・商談の４つの項目について、

町内事業者に引き継いでいただこうとするものであります。
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サンノワの会社設立の趣旨及びこれまでの取組成果を無駄にすることなく、今後に

継承していかなければならないという思いから、そのような方向性をお示ししたもの

でございます。

〇５番（乗上 健夫君）

大変失礼をいたしました。私の通告は、町長答弁についてというようなことで通告

をしております。それ以外にちょっと逸脱すれば、サンノワに関しての質問はまずい

でしょうか。サンノワに関して、町長の答弁というようなことではなくて、全般的な

質問をしたいと思っておりますが、別段町長の答弁から外れるのですが、よろしいで

しょうか。

〇議長（竹原 義人君）

まず質問してみてください。分かりませんので、どういう……質問してください。

〇５番（乗上 健夫君）

では、質問を続けます。

次に、公認会計士の見解について質問をいたします。公認会計士の見解報告なので

すが、本来は粗利についての認識をもっと強く持つべきだった。そして、店舗を持た

ないため、ほぼ卸売販売であったが、小売販売に比べ利益率が大幅に低いことを認識

することが会社全体として必要であった。社長の意識も更新、開発に向いていたこと

から、経理など専門に行う経験豊富な担当者を置くべきだった。新型コロナウイルス

の感染で販売先が増やせなかったのが会社の業績を著しく引き下げたことではなかっ

たかのような意見が出ております。

それで、町では株式会社読売広告社の撤退に至った責任の所在を、弁護士に検証を

求めていますが、本来こういった経営等の責任等は公認会計士からの検証が必要と感

じましたが、これについてはどのようにお考えでしょうかということと、もう一つは

サンノワの事業停止の要因は、補助金6,000万円、資本金2,000万円の自己資金が会計

上500万円ほどになり、資金調達が難しいことになったものによるものです。これは、

全て会社あるいは会社の経営陣の責任と考えております。会社が継続から一転、事業

停止を決断されたときの責任者はどう感じられているのか、お答えを願いたいという

ことです。最高責任者の社長はもう辞任していませんので、唯一当時の取締役である

副町長より、責任を感じたかどうかというような感想を伺いたいというようなことで

質問したいと思っておりました。よろしいでしょうか。

〇議長（竹原 義人君）

乗上議員に申し上げますが、１つずつの質問にしていただければ。今のは、２つ目

からは通告外になりますので、１つ目はよかったのです。ですから、１つずつ質問し

ていただければ分かりやすいと思います。

では、１つ目の答弁をお願いします。

〇まちづくり推進課長（中村 正君）

乗上議員のご質問にお答えをいたします。

まずご質問のほうは、会計士からの所見のほうがいいのではないかと、その中身に

ついては経営に関する責任について、公認会計士から伺ったほうがよかったのではな

いかという趣旨のご質問かと思っておりまして、そのことについてご答弁を申し上げ
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ます。

２月16日の議員全員協議会の資料には、弁護士の見解として株主の代表である町長

の責任ということで記載をしておりまして、その内容というのが、株主は出資額の範

囲内で責任を負うものでありまして、それ以上の責任は追及されないよという株主と

しての責任云々というところの弁護士の見解を書いております。また、取締役につき

ましては、業務執行に不適切なとか、あと違法な、そういうようなものがあれば、取

締役としての責任は追及されるよと、これは記載はございませんけれども、弁護士と

の中では確認はしております。そういうような責任問題というところで、弁護士の方

の見解というところを全員協議会の資料のほうでご説明したものでございました。

以上です。

〇５番（乗上 健夫君）

それでは、質問を続けます。

いわゆる報告書の中に、読売広告社の見解もあります。株式会社読売広告社は、地

方創生関連事業での事業拡大を目指して、この事業に参画をしております。サンノワ

設立時に三戸町と取り交わした合弁基本契約書において、第３期以降の当期純利益

が140万円を下回った場合は撤退することによるものです。一般企業の当然な決定と

考えます。第一、一般企業は利益を優先させ、その活力源に競争力を働かせて、他社

よりもよりよいものを生産し、社会に提供して存在意義を示します。

他方、官の事業の認識ですが、報告書にありますが、町が出資をする会社としての

公平性の確保や公金損失リスクの抑制など、公共性が高く求められるとしております。

官民それぞれの事業に対する認識が違うわけですが、その溝を埋めるというか、融合

するというか、官民がそれぞれ出資をして株式会社を設立して、地方創生事業に取り

組んできたものと考えます。官の事業に民の活力導入は大変効果的と考えますが、こ

の事業の意義を町長はどう考えておるか、お聞かせ願えればと思います。

〇町長（松尾 和彦君）

それでは、お答えを申し上げます。

ただいま乗上議員からるるご説明もございましたが、行政と民間の中でのやはり垣

根、考え方の違いというのは当然あると。その上での今回の取組ではなかったのかと

いうことだと思います。

今回の地方創生の案件で大事なことは、当然民間活力を活用して、そして自立をし

ていくことができるということが、やはり求められているところだと、私はそういう

ふうに考えております。今回のサンノワの事業停止に至る経緯までの中で、議員から

今お話がありましたように、資金が枯渇をして、また新しい資金繰りもできない、そ

ういった中での判断だったと、まさにそのように考えてございます。

今回のサンノワの件につきましては、非常に残念であったなとは思いますが、地域

の民間活力を活用するやり方というのは、今後ともいろいろ模索をしながら、行政も

一体になって取り組んでいける姿というのは、今回のことでもう全て諦めてしまうの

だではなくて、次のいい提案や、そういったものがあった際に、また検討していきた

いものだなというふうに考えております。

〇５番（乗上 健夫君）

ありがとうございました。質問を続けます。

これまでのサンノワの事業の評価について町長は、会社共々事業の実績は一定の成
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果があったという評価をしてございます。他方、私をはじめ町民の一部の人からは、

運営費不足から休業することになり、事業継続が見通せない、そういう状況で成果が

あったのかどうかというような正反対の意見もございます。町長は、いわゆるサンノ

ワの事業の評価にどのような考えを持っているのか、お聞かせ願いたいと思います。

〇町長（松尾 和彦君）

サンノワがこれまで取り組んできた商品開発、特に三戸町の他の地域に比較をして、

弱味といいますか、商品開発力というのは、もっともっとあってもいいのかなと、そ

ういう思いがありました。そういう意味で、それを補完する意味合いから、サンノワ

の取組には非常に期待をしていたところでございます。

また、販路開拓におきまして、非常に多方面に、また大手に対してもそのルートを

構築しながらやってきておりました。結果として、採算割れになったわけでございま

すが、やってきた部分については社長の吉田君の力はもちろん、読売広告社、様々関

係いただいた皆様のご協力のおかげだというふうに考えております。

〇５番（乗上 健夫君）

次の質問に入ります。

町としては、今後の方向性、いわゆる（案）を報告してございます。現在の株式会

社サンノワの状態ですが、当初事業の継続から一転、資金調達が難しく、事業停止の

状態です。同社の事業は、当町の農業振興、経済発展のため事業を進めてきており、

事業停止はそれらに大きく影響を与えるものと考えております。そのようなことから、

町では今後サンノワの事業の方向性を示しております。町では、サンノワの設立当初

からの目的を継承することとしております。取組内容として、４つの大きな事業内容

でそれぞれ示してございます。それぞれ全てが重要な事業ですので、方向性案から方

向性に変えて、一日でも早く事業が実施されることを期待しております。

そこで質問ですが、いつこの事業が実施されるのか伺います。

〇まちづくり推進課長（中村 正君）

先月の全員協議会でご説明を申し上げましたサンノワが担っていた事業の今後の取

り組み方につきましてご説明を申し上げまして、まず町の今後の方向性といたしまし

ては、ご説明いたしました、サンノワの設立当初からの目的である地元産品の商品開

発、ブランド化による域外への販路開拓、販売を継承することとし、地元事業者へ商

品開発や販路拡大に係る経費の補助による支援を行うほか、三戸高校生と共同による

商品開発を進めていきたいというふうに考えていることのご説明を申し上げたところ

でございます。

この中身につきましては、新年度からこのような助成をしながら、また相談をしな

がら進めていきたいなというふうに考えてございます。

以上です。

〇５番（乗上 健夫君）

よろしくお願いしたいと思います。あと１点だけ質問いたします。

今休業状態でありますサンノワですが、いずれ会社の存廃を決定しなければならな

いものと思ってございます。この議論についてはいつ頃始まるか、差し支えなければ

お答え願えればと思います。
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〇まちづくり推進課長（中村 正君）

会社の議論のほうをいつやるのかということでございます。町の考え方といたしま

しては、新たな出資者による体制を整えまして、会社を立ち上げることにつきまして

は出資金や商品の取扱い、経営方針など、様々な取決めが必要でありまして、相当な

時間が見込まれること。また、経営や運営、資金面での検討が必要でありまして、こ

れまでと同一形態での経営は現実的ではないのではないかというふうに考えておりま

した。そのように考えておりましたので、先ほど申し上げましたこれまでサンノワが

担っていた４つの事業については、町内事業者に引き継いでいただきたいというふう

な考えを持っておりまして、今後の会社の行く末につきまして、その時期につきまし

てですけれども、まずは地元事業者が補助金で事業を行う、そちらのほうが走り出し

た上で決めていきたいというふうに考えておりまして、現段階ではいつということは

ちょっと申し上げられないところでございます。申し訳ございません。

以上です。

〇５番（乗上 健夫君）

質問に対しては、大変失礼なことをいたしました。以後気をつけます。

最後になりますが、今定例会では令和５年度の町の予算が審議をされ、新年度へと

向かいます。町長はじめ職員の皆様には、新年度におきましても一層活躍されること

を期待申し上げまして、質問を終わります。貴重な時間をいただきまして、ありがと

うございました。

〇議長（竹原 義人君）

10分後再開予定をもって休憩します。

（午後 ２時０９分）

休 憩

（午後 ２時２０分）

＜３番 和田 誠議員＞

１．国指定史跡としての三戸城跡について

〇議長（竹原 義人君）

休憩前に引き続き一般質問を続けます。

３番、和田誠君。

〇３番（和田 誠君）

私の一般質問を行います。答弁をよろしくお願いいたします。

私の質問は、国指定となった三戸城跡地についてでございます。城山公園は、私に

とっても、町民の皆様にとっても、たくさんの思い出のある公園であります。小中学

生の頃には運動場に集い、学校卒業後には野球場として、現在はイベント広場として

利用されております。また、景観をよくするため、青年団組織があった四十数年前に

は、100人程度の団員とともにツツジの植林やアジサイの植付け、また樹木医の先生
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の指導を受けながら、弱った桜の木に日本酒を与えたり、多くの奉仕作業を行ったこ

とが思い出されます。

町民の皆さんから大きな期待をされている三戸城跡地ですが、国の指定を受けて、

間もなく１年を迎えようとしております。三戸町観光の大きな目玉としての役割を国

指定三戸城跡地、城山公園ですが、１年を経過する時期であるにもかかわらず、どの

ようにしようとしているのか、さっぱり動きが分かりません。保存の活用計画の内容、

また現在取り組んでいることをお知らせください。よろしくお願いします。

〇議長（竹原 義人君）

和田議員に申し上げます。項目②まで質問をお願いします。

〇３番（和田 誠君）

失礼しました。計画策定後についての公園としての使用は可能であるのかについて

もお答えいただきたいと思います。よろしくお願いします。

〇教育長（慶長 隆光君）

国史跡としての三戸城跡についてご答弁申し上げます。

１点目の三戸城跡保存活用計画の内容についてでありますが、保存活用計画の目的

は、史跡を適切に保存し、次世代へと確実に伝達していくための基本方針や、現状変

更等の取扱い基準の策定を行うものであります。

計画の内容については、史跡の現状と課題を明示した上で、大別して次の４つの分

野による骨子が定められます。１つ目は、史跡の本質的価値を確実に伝達するための

保存管理に関する分野、２つ目は史跡の本質的価値理解し、それを現代社会に生かす

活用に関する分野、３つ目は保存及び活用のための施設や散策道、解説板の設置とい

った整備に関する分野、４つ目は前述した３つの分野を一体として確実に進めていく

上で必要となる運営方法や、円滑に進めるための体制に関する分野、以上が計画にま

とめられる主な内容となります。

保存活用計画の策定に関するスケジュールについては、通常史跡指定を受けてから

２年を目安に計画書が刊行されることとなっております。三戸城跡は、令和４年３月15

日に指定を受けていることから、令和６年の３月までに刊行することが目安となって

おり、現在計画の原案作成までを完了しているところであります。今後は、来る３月20

日に専門家等による策定委員会を設置し、計画の原案を基に文化庁や青森県文化財保

護課、専門家を交えた会議を随時開催して、来年３月の刊行に向け、滞りなく事務を

進めてまいります。

次に、２点目の計画策定後は、公園としての使用は可能なのかについてであります

が、国史跡三戸城跡は、県南を代表する豊かな自然環境を生かした城山公園として、

古くから町内外の行楽客によって親しまれてきました。園内には、桜をはじめとした

観賞植物が植えられ、四季を通じての景観を楽しませるほか、野外活動のためのイベ

ント広場や遊具、日本庭園を備えた交流施設である祥鷹閣、小動物の飼育小屋等が設

置されるなど、自然をテーマとした公園機能を有しております。また、園内は一般車

両が周回できるように町道が整備され、徒歩による散策道も設けられているほか、各

所には公衆トイレも設置されているなど、行楽客への利便性が図られております。こ

れらの公園機能については、保存活用計画策定後も基本的に継続して使用することを

文化庁側へ伝え、了承を得ております。

一方で、これまでの公園整備に伴って、史跡の本質的価値を構成する城跡の地形や
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石垣といった遺構については、一部が破壊または変形していることも事実であり、史

跡保存の観点から、保存の体制に万全を期すよう文化庁から指導を受けているところ

であります。

今後は、史跡の本質的価値の保存について万全を期すとともに、現在使用されてい

る公園機能との調和を図りながら、史跡と自然公園の両面について効果的な活用がな

されるよう、公園管理部門のまちづくり推進課と連携して取り組んでまいります。

〇３番（和田 誠君）

まだ計画が完全にできていないということでございます。２年後ということで伺い

ました。２年後ということで、来年ということですね。管理、活用、それから整備、

体制という４つの項目でやっていくということのようでございますが、国指定を受け

て発掘調査等も行っていかなければならないのか、必要なのかどうかということと、

もしそういったことが必要であれば、どれぐらいの年数がかかるのか、また経費はど

のような形になるのか、はっきりしていない部分もあると思いますけれども、分かる

範囲でお伝え願いたいと思います。よろしくお願いします。

〇史跡対策室長（奥山 昇吾君）

ただいまの和田議員の質問にお答えいたします。

まず、発掘調査が必要なのではないかというご質問でございますが、この発掘調査

に関しましては、史跡三戸城跡、今後史跡として整備していくことになります。究極

の姿は、当時城があった姿に戻していくというのが、国の史跡の文化庁からの大命題

でございます。この復元、戻していく過程において、復元等については、発掘調査を

行っていかなければならないということになります。

今復元とか申したのですけれども、まずは今現在保存活用計画というものに取り組

んでおります。この保存活用計画でございますが、当町の三戸城跡は、どのようなと

ころに本質的な価値があるのかというところをまず明らかにするものでございます。

そして、その保存の仕方、整備・活用の仕方、そういったものを大綱として大まかな

もの、これが10年、20年にわたるような大まかな方向性、このようなものをうたうも

のでございます。そして、その後発掘調査には関連するのですけれども、整備という

ふうに入っていきます。これは、整備の計画をつくって、その前に整備の基本の構想

をつくってということでございます。こういった形で、また１年、２年とかかってい

くわけです。

整備の段階で、例えば三戸城跡のここの部分を復元したいとか、ここの部分を当時

の現況に戻したいのだというふうなときになれば、確かにそれは学術的な根拠に基づ

いての復元とか、当時の状況の再現ということになりますので、これは完全に発掘調

査を求められることになります。この規模等に関しては、国の文化庁との協議をしな

がら、どの程度が必要なのか、どのくらいの面積が必要なのかと、こういった調査が

必要になってくるということでございます。

経費的なもの、こういったものについても、そのときの計画に基づく発掘調査の規

模、それは対象のものとか、そういったものによって変わってくるものであるという

ものでございますので、今一概にはお答えすることができないかと思います。

〇３番（和田 誠君）

了解いたしました。

それでは、現在のことについてお尋ねいたします。私たち議員団も研修を何度かさ
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せていただきました。三戸の城山の中も拝見いたしましたし、ほかの地域も行って勉

強させていただきました。それに私感じたことは、非常にすばらしいガイドがついて

いただきまして、非常に分かりやすい案内をしていただきました。三戸においても、

そのとおりでございます。

ただ、やっぱりガイド、非常に大事だと思いますけれども、現在三戸で案内できる

方、ガイドの人数とか教えていただければと思います。

〇史跡対策室長（奥山 昇吾君）

ただいまのガイドの件についてお答えいたします。

ただいま三戸城跡をガイドする城歩きガイドということで、令和４年度は３名を今

配置しております。今までの実績としては15回、今年度ございました。まだ本格的な

稼働はしておりませんけれども、まずいろいろなこのまち歩き体験ツアーとの連動と

かの中で城山に来た方とか、こういったものについてのガイドを行っております。

また、ガイドとはまた別なお話ではございますけれども、今年度資料館に資料館長

として常勤させております１名として、この方の配置がかなり大きい部分がございま

す。今年度４月から稼働している、11月末までの状況で、資料館長、週５回出勤して

いるわけですけれども、1,770人の方にガイドを申し上げたということでございます。

中には、外に出て城のガイドを行ったということになってございますので、今のとこ

ろはこうした体制でガイド、案内を差し上げているところでございます。

以上でございます。

〇３番（和田 誠君）

すばらしい動きをしているのが分かります。分かりますけれども、私たちも勉強会

を開いたときに、スペシャリストといいますか、非常に詳しい先生をお呼びしてお聞

きしましたところ、このような史跡指定のお願いをしている時点で動いているべきで

はないのかという指摘を受けました。やはり私も、２年間ということをおっしゃいま

したけれども、計画はある程度進めていくべきではなかったのかなと、そのように考

えます。

あと、私もちょっと感じたことを申し上げ、いろいろあると思いますけれども、ま

だ動いていないということで、一緒に散策していながら、トイレが足りないのかなと

いうようなこととか、動物のことですけれども、元気がないなと。ほかのお客さんが

来たときに、がっかりするような印象を受けるのかなというような気持ちもいたしま

した。いずれにしろ、これから本格的な計画を立てて進むということですので、町民

の皆さんが本当に期待を持てるすばらしい史跡にしていただきたいなと、そのように

思います。

まだまだこれからということですので、私はあと町長に最後、どのような考えであ

るのかお聞きして、終わりたいと思います。私たちもすばらしい先生をお呼びして、

勉強会を行っておりましたけれども、アドバイザー的な方をご招待して、相談を一緒

にしていくのか、どのようにして進めていくのか、町長のお考えがありましたら、お

聞きいたしたいと思います。お願いします。

〇町長（松尾 和彦君）

それでは、お答えを申し上げます。

国史跡指定になった三戸城跡の活用につきましては、コロナが始まる前だったと思

うのです。なってすぐだったかな、千田先生という非常に歴史の中でも有名な方をお
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呼びして、講演を行いました。また、昨年は南部利文公、そして県の文化財保護課の

課長もやられた岡田先生もお呼びをして、講演等もやっております。来年度につきま

しても、新たに今非常に有名な先生をお呼びして、そういった三戸城の歴史にまつわ

るところの講演会を開いていく準備を今しているところでございます。

また、そういった歴史に親しむ、そしてまた新たな視点での三戸町というものに着

眼をしていくことで、新しい見方の歴史観であるとか、自分たちの住む地域の価値、

また誇れることというものを改めて再認識してもらうことが非常に大事なのかなとい

うふうに思っております。

史跡の整備につきましては、ただいま担当のほうからも議員の質問に対してご答弁

がありましたように、様々計画を進めながら、また文化庁からの指摘もいただきなが

ら、進めていくことになろうと思っておりますが、どれぐらいのものが本当にできて

いくのかというのは、まずこれからの調査等にもよりますので、予断を持った話はで

きませんが、できれば毎年毎年新しい情報が出るような、そういった取組になればい

いのかなというふうに思ってございます。

また、城山と直接関係あるといえばあるのですけれども、先般盛岡の谷藤市長のと

こにちょっとご挨拶に行ってきまして、三戸から盛岡藩になっていく過程で、当時は

盛岡と三戸の人のつながりというのも非常に濃厚だったと思うのです。ところが、明

治、大正、昭和、平成、令和とここまでなってくると、その交流というのもなかなか

思うように見えてきていないということで、市長を訪ねて、例えば子供たちの交流で

あるとか、向こうの資料館に私たちのほうから勉強に行くでもいいです、こっちから

リンゴ売りに行くのでもいいです。盛岡にもリンゴはたくさんあるでしょうという話

はしたのだけれども、それでも何とかそういう場を設けていただきながら、お互いに

交流していきましょうという話でご了解をいただいてきております。まず、そういっ

たお互いの盛岡、三戸、また歴史を通じた南部家の関わりを広げながら、また再確認

しながら、この国史跡指定の三戸城跡を十分活用していきたいというふうに考えてお

ります。

〇３番（和田 誠君）

よく分かりました。

私から、やっぱり町民の声も聞き入れ、大いに参考にして、史跡づくりに励んでい

ただきたいと思います。まだ始まったばっかりだということで、ちょっと私の質問は

早過ぎたような気がいたしますけれども、皆さん非常に心配していると思いますので、

私のほかにもたくさん質問出てくることと思います。頑張って進めていただきたいと

思います。

以上、簡単ですが、私の質問を終わります。

＜９番 番屋 博光議員＞

１．鳥獣被害と対策について

〇議長（竹原 義人君）

９番、番屋博光君。
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〇９番（番屋 博光君）

それでは、通告書に従いまして私の一般質問をさせていただきます。

まず、鳥獣被害と対策についてということで、農作物への鳥獣被害が多発している

中で、近年はイノシシの被害が非常に増えております。町では、イノシシに対する災

害状況を把握しているのか、把握しているのであれば、どのような対策を講じている

のか。そしてまた、ニホンジカ、熊の被害、そして鳥インフルエンザの発生状況など、

最新のことをお知らせいただければと思います。

〇町長（松尾 和彦君）

それでは、番屋博光議員の質問にお答えを申し上げます。

三戸町の鳥獣被害と対策につきまして、３点の質問でございます。町では、鳥獣の

保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律、これにのっとり、鳥獣による農作物

被害対策を実施しております。被害の把握につきましては、農林業者等からの鳥獣の

目撃や農作物被害の情報提供を受けて、青森県猟友会三戸支部会員で構成された三戸

町鳥獣被害対策実施隊による現地確認等により、鳥獣の種類や被害状況を把握してお

ります。特にイノシシについては、生息域が拡大しており、近年青森県での目撃情報

や農作物被害情報が寄せられているところであります。

初めに、１点目のイノシシによる被害状況及び対策についてでありますが、令和３

年度は目撃情報が数件あったものが、令和４年度については梅内沼尻地区の水田にお

ける稲の倒伏、杉沢地区の水田への侵入や畑の掘り起こし、斗内菅田地区のリンゴ畑

の地面の掘り起こし、斗内乗上地区の長芋の掘り起こし及び食害など、広い地域で被

害や出没が確認されている状況となっております。

町におけるこれらの対策といたしましては、さきに申し上げました三戸町鳥獣被害

対策実施隊による農地の見守りや、被害箇所への箱わな設置による捕獲活動のほか、

農地周辺への緩衝帯の設置や農地侵入防止策としての作物残渣の除去などの助言、被

害のあった農地に対しての電気柵設置補助事業など、様々な面からの施策を講じてい

るところであります。

イノシシ捕獲については、県や近隣市町村が合同で実施しているＩＣＴを活用した

捕獲研修会へ参加するなどし、わなの設置方法や場所などについて学ぶなど、捕獲技

術の向上に努めております。なお、今年度、現時点における捕獲状況は５頭となって

いると青森県猟友会三戸支部からお伺いしているところであります。

２点目のニホンジカ、熊の被害状況についてでありますが、ニホンジカにつきまし

ては年に数件の目撃情報が報告されておりますが、農林業に係る被害の報告はない状

況となっております。熊による被害につきましては、斗内地区や川代地区、貝守地区

におけるリンゴや飼料用トウモロコシの食害が発生しております。この対策といたし

ましては、イノシシの対策と同様に、町鳥獣被害対策実施隊による圃場の見回りや箱

わなの設置による捕獲活動、農業者への緩衝帯や電気柵設置等の助言を行うとともに、

電気柵設置等に係る補助事業を実施しております。捕獲実績といたしましては、令和

４年度は昨年度より３頭多い計７頭を捕獲しております。

それでは、３点目の鳥インフルエンザの発生状況についてでありますが、令和４年

度においては、現在まで発生はない状況となっております。

今年度における県内及び全国の発生状況についてでありますが、県内においては横

浜町で２件、三沢市で１件の発生が確認され、３件で合計約150万羽が殺処分の対象

となっております。また、全国においては、10月28日に国内１例目が確認されて以来、

２月24日現在で過去最多の25道県76事例が発生し、約1,478万羽が殺処分の対象とな
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っているところであります。

今シーズンは、いつどこで発生してもおかしくない状況となっておりますので、町

民の皆様におかれましては、死亡した野鳥を発見した際は、触らずに役場までご一報

いただきますようお願いを申し上げます。

今後も農林業者の皆様が安心して農業に取り組める環境づくりを支援してまいりま

すので、よろしくお願い申し上げます。

〇９番（番屋 博光君）

今年の被害状況は、ある程度把握できました。そこで、その被害なのですけれども、

昨年三戸町では丸イモの被害がありました。そのときの写真、これは田子町の丸イモ

の被害です。三戸町ではここまではいっていませんけれども、恐らく農林課のほうで

も写真を撮って把握したと思います。これがどんどん増えてくると、こういう状態で

これがもっとひどくなって、１反歩ぐらい全滅、やられています。その拡大したとこ

ろを見てもらいました。

もう一つが稲の作物なのですけれども、これもこの辺全体が潰されて、収穫できな

い状態になっております。もう一つは、立っている場所も収穫はできるのですが、こ

の近辺のところになると、臭いが物すごく強くて、白米にしても炊いたときに臭いが

するそうです。もしこれが一般物に混じっていくと、何十トン、何百トンという、そ

れに一回混じってしまうと、莫大な被害になると、そういうことも懸念されますので、

その辺は農家の方々に農林課として、そういうところは刈り取らないように指導して

いただければというふうに思います。

それと、イノシシの被害というか、対策としてですけれども、わなに関してもそう

なのですけれども、ワイヤーでやっています。これがワイヤーでやって、ここに枯れ

草なんかを入れてここに入ると、足首がワイヤーで縛られるようになっています。足

が挟まって、それで動けなくなる。そして、これがちょうどかぶせた状態なのですけ

れども、ここにパイプがあって、中にばねが入っていて、そのばねが足が入ることに

よってばねで縛られるようになっています。こういう状態で、これの大きさが結構あ

るのですけれども、ただこれの免許が必要なのです。たしか元年でしたかに講習会を

やっていますけれども、これなどの講習会、年に何回やっているか、いつ頃実施して

いるのか、ちょっとお知らせください。

〇農林課長（極檀 浩君）

ただいまのわなの講習会、何回やっているかということですが、狩猟免許を取る講

習会は３回やっています。八戸市、青森市、弘前市ということで、３回やっていると

いう状況でございます。大体６月ぐらいから始まっていると。その会場で変わります

けれども、６月程度から始まるというふうな状況でございます。

町としましては、そういう情報は農林課等で開催時期のついたポスターを貼ってい

ますし、猟友会等にもご案内しているというような形で進めてございます。

以上です。

〇９番（番屋 博光君）

講習会は６月だけですか。ほかにありますか。

〇農林課長（極檀 浩君）

６月だけというわけではなくて、６月、７月とか10月とか、その会場、会場で変わ
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っていくと。それは、毎年公安委員会のほうから言ってありますよという案内が来ま

すので、その都度いつやるかというのは変わってくるかと思われます。

以上です。

〇９番（番屋 博光君）

ちょっと私が聞いたところによると、県民局というか、青森の主催でやっているの

を聞いています。６月、８月、９月、年に３回というふうに私は聞いておりますが、

それはその場所の自治体によって変更があるということですか。

〇農林課長（極檀 浩君）

ただいまの答弁でしたけれども、まず各３つの場所で３回ほどやっています。講習

会自体については、最初に６月にあって、その次の２回目、３回目、同じ１つのセッ

トの中で３回と聞いていました。最初は筆記とか技術、次は技能とか、そういうふう

な形のものが、メニューがあって、３回ほどやっているというようなことで情報をい

ただいております。

〇９番（番屋 博光君）

メニューがあるということは、１回の中でメニューが講習と実地とかと様々分かれ

てあるということですか。

〇農林課長（極檀 浩君）

ちょっと分かりづらい表現でした。１会場で３回、今年の講習を受ける場合に、ま

ず最初に知識とかやって、技能があって、あと最終的にテストとか、そういうふうな

ことで３セットといいますか、１つの会場で３つの講習会というか、一つの講習会で

３回あると。

（何事か言う者あり）

〇農林課長（極檀 浩君）

３回受講で一つの講習会という……講習会がその年に１回あります。その中身に６

月、７月、８月というふうな形で、３回受けるということになります。

以上です。

〇９番（番屋 博光君）

大体分かりました。ちょっと再確認なのですけれども、一つの会場ということは、

例えば八戸なら八戸の免許のところでやった場合に、６月がまず学科とかやって、そ

の後は実地とか現場やって、最後にまた試験とか、そういう形になるのですか。

〇農林課長（極檀 浩君）

イメージ的に、そういうイメージで取っていただいて大丈夫です。

〇９番（番屋 博光君）

分かりました。そのときの講習、免許取るのにどれぐらいかかるものですか。

〇農林課長（極檀 浩君）
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狩猟免許についての費用となりますけれども、狩猟免許３つほどあります。わな猟

をするやつと、あとは装塡銃、普通の銃を使う第１種猟銃の免許と、あとは空気銃の

第２種猟銃免許とあります。その中で、先ほどくくりわなの話が出ましたので、わな

猟、くくりわな、こちらは狩猟税が8,200円、あと申請手数料が1,800円で、合計１万

円ほどかかると。銃については、第１種猟銃で１万8,300円、第２種猟銃で7,300円と、

こちらが狩猟の免許を取る場合に必要となる経費でございます。それに対して町から

は、狩猟免許を取って、その後猟友会、鳥獣被害防止実施隊に加入するということで、

町から全額の補助ということでしております。

〇９番（番屋 博光君）

町から全額補助と言いましたか。講習にかかる費用は、町が全額負担ということで

すか。

〇農林課長（極檀 浩君）

町といいますか、三戸町有害鳥獣被害対策協議会というところがございます。これ

は、国から補助金もらいまして、町経由で補助している、そちらの協議会から補助す

るという形です。そのため、補助を受けるには、狩猟免許を取りまして、その後協議

会で実施隊に入るというふうな条件、こちらがあって補助というふうになります。

〇９番（番屋 博光君）

その場合に、全額補助ということですよね。何度もしつこく聞きますので。

それと、そのとき資格を取るのには全額補助ということで分かりましたけれども、

電気柵とかわなに関しての助成金というのはあるのですか。

〇農林課長（極檀 浩君）

電気柵とかわななども、先ほどの協議会のほうから費用の３分の１の補助を行って

ございます。

〇９番（番屋 博光君）

電気柵に関しては３分の１の補助ということで、もしこれまでくくりわなの資格、

講習会何回かやっていると思うのですけれども、それの資格を取っている方、何名ぐ

らいいて、それをやっている方三戸町でおられましたら、お知らせ願いたいと思いま

す。

〇農林課長（極檀 浩君）

まず、狩猟免許を持っている方ということで、猟銃とかわなではありますけれども、

猟友会の方はまず持っているということです。今現在猟友会の方が25名いらっしゃい

ます。三戸町の特徴としては、女性が２人いるということ、あと年齢層が20代、30代

の方が８名、60代が６人、70代７人、80代２人と、あと40、50代が１人ということで、

若い方とお年寄りの方と、ちょっと両極に分かれている状況というのが猟友会の現在

の構成になっております。

〇９番（番屋 博光君）

猟友会のことは分かるのですけれども、くくりわなを取った人です。
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〇農林課長（極檀 浩君）

失礼しました。くくりわなというか、わな猟の免許を持っている方、こちらはさっ

きの猟友会の中で３名がわな猟の免許を持っているということです。ほかの方は、猟

銃の免許となります。

〇９番（番屋 博光君）

猟友会に関してばっかり言っているのですけれども、一般の農家というか、そうい

う方々でわなを持った方はいないのですか。

〇農林課長（極檀 浩君）

今現在つかんでおるのは猟友会の方で伺っています。一般の方と言われますと、令

和４年度に１名の方がわな免許を取って、今現在猟期にイノシシを取ったりしている

というような情報はいただいております。ほかに農家の方でとか、そういう情報はち

ょっとうちのほうにはまだ入ってございません。

〇９番（番屋 博光君）

猟友会に25名いて、それなりのわな猟は取っていると思いますけれども、やっぱり

農家の人たちもわなをやらないと、多分手が回らないのではないかと思います。現在

うちのほうでもそうなのですけれども、物すごくイノシシが頻繁に見えています。見

えていますし、被害もありますし、今のところはちょこっとした被害なのですけれど

も、それが今年結構増えているので、もしかすると今年これよりもっとひどくなるの

ではないかなと思います。稲でもそうなのですけれども、丸イモもやっている方もい

ますし、あと野菜なんか自分のところに植えている方もいると思いますけれども、ジ

ャガイモとか、そういう芋類は好んで食べますので、そういう被害はもっと今年は拡

大するのではないかなと思います。

そういうことを踏まえると、やっぱり猟友会で手回らないと思います。あっちで出

ました、ではお願いしますと言ってやって取れるものでもないし、前に田子の川代が

十何年も前からイノシシの巣になっていまして、川代のほうに人工授粉行ったときも、

猟友会の方が十何人いて、捕獲やっていました。その前にも、こういうくくりわな、

箱わな、全てやったけれども、全然入らないと。それがどんどんと増えて、今では秋

田県側、青森県というか、三戸、田子の隣なのだけれども、そっちの量が増えてきて

いると。ここ二、三年かな、イノシシが頻繁に見に来ているのは。その前はそんなに

私どもも気にはしていませんでしたけれども、今そういうふうに増えてきている。

そういった中で、ただ猟友会が動いたからといって、それだけで取れるはずもない

し、その辺は農家の方々がそういう講習会をやってもらって、自分のところは自分た

ちで守りましょうという形を取らないと、これもっとひどくなると思います。だから、

今年がどれぐらいの被害が出るか、その辺ちょっと観察していかなければならないか

なと思っています。

それともう一つが、くくりわなに関して、町で助成というか、そういう資材に関し

ての補助というか、そういうのは考えていますか。

〇農林課長（極檀 浩君）

わなに対しての補助ということで、くくりわなも同じく３分の１で同様に考えてご

ざいます。ただ、今まで申請がない、くくりわなに関してはないという状況でござい

ます。電気柵とか箱わなについては、年何件か申請がございます。今年度は、電気柵
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が２件、同じところ、１回つけて、その隣も被害があったので隣にもつけたというふ

うな状況とかがあります。あとは箱わな、小さいハクビシンとか、そういうような小

さいものからイノシシサイズぐらいだと、このぐらいのものまでの補助というのは申

請が来ている状況です。

〇９番（番屋 博光君）

電気柵も箱わなも３分の１補助ということですか。それと、それに何も上限ないで

すか。

〇農林課長（極檀 浩君）

上限ということでございます。その年の予算もありますけれども、ものに対しての

上限というものは特段設定はしていません。ただ、電気柵の場合ですと、やっぱり面

積がありますので、そのときにつけられるもの、大体16万円、20万円とかありますし、

バッテリーについてもソーラーであったりと、あとは電気引っ張るものによってもか

なり変わりますので、その時々の状況で判断させていただいてございます。

以上です。

〇９番（番屋 博光君）

そうすると、20万円の電気柵をつけた場合はそれの３分の１が助成になる。もっと

大きくなれば、それなりの柵ということですよね。今電気柵に関してはそうでしょう

けれども、わなの資格、今年度はどういうふうに考えていますか。

〇農林課長（極檀 浩君）

わなの資格というか、狩猟免許の取得に対しての補助ということだと思われますけ

れども、免許取得に対しての補助もこれまでどおりやっていきたいと思ってございま

す。例えばわなの補助についても、これまでどおりやっていくということで進めたい

と考えてございます。

以上です。

〇９番（番屋 博光君）

これまでどおりということなのですけれども、わなに関して農家の方々が、猟友会

はもちろん持っているのでしょうけれども、農家の方々にこういうことがありますと

いうことを通知はしているのですか。

〇農林課長（極檀 浩君）

通知としては、チラシを回覧で配布してございます。全戸回覧していましたので、

それを見ていただいた方からお話があったりということでございます。

〇９番（番屋 博光君）

そうすると、今年度、令和５年度は、いつ頃予定して、その通知をいつ頃出す予定

ですか。

〇農林課長（極檀 浩君）

５年度の予定でございますが、詳しくはまだ決めてございません。というのは、補

助金を国のほうに出して申請して、決定を受けてからという形になりますので、早く
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ても５月、６月にその手続になるのかなと思われます。その後に皆さんには周知する

という形になるかと思われます。

〇９番（番屋 博光君）

分かりました。ぜひ農家の方々に通知してもらって、なるべく資格を取ってもらっ

て、捕獲してもらいたいなと思います。

それと、今ちょっとカモシカとかニホンザル、カモシカの場合は最近見かけないの

ですけれども、これも近くで撮ったやつなのですけれども、最近カモシカちょっと見

なくなって、逆にイノシシが増えていますけれども、そのほかにニホンザルが何年か

前にも見たという人がいました。これが撮った写真なのですけれども、これ一ノ渡の

上りのところのガードレールに立っていて、そこから撮ったら木の上に上がったとこ

ろで写真撮ったのですけれども、こういうのが最近というか、これ去年なのですけれ

ども、撮ったやつが。こういう被害が、サルの被害はまだ出ていませんけれども、こ

ういう情報が入っていたら教えていただければと思います。

〇農林課長（極檀 浩君）

まず、カモシカについては、あれは天然記念物となってございまして、ニホンジカ

とはまた違う扱いと種目でございます。生息がちょっと最近見えていないということ

ですけれども、多分山の奥に行けばいるかなと思われます。

あと猿ですが、特段猿の目撃情報、被害情報というのは、最近は入ってございませ

ん。ただ、何年か前にはやはり梅内城ノ下地区とか、町なかにも出たりして、そうい

うときには放送をかけたりとかもしてございます。まだ一ノ渡ということですので、

袴田のほうから聞いたといううわさはちょっと聞いてございませんので、何かありま

したらご一報いただければと思います。

ただ、目撃したというだけではなかなか手を出すことができないというのは、鳥獣

保護の観点からもございますので、危険回避という形の周知なりにさせていただきた

いと思います。

〇９番（番屋 博光君）

ニホンザルの場合、私も写真撮れたのは今回初めてなのですけれども、前回は何年

か前にも杉ノ平のところでニホンザルを見たという人がいるのですけれども、本当に

見たのかどうなのか、私も半信半疑だったのですけれども、こうやって実際に写真で

撮ったのを見ると、ああ、そうかなと。なかなかこっちにはニホンザルというのはあ

まり見かけないのが普通なのですけれども、そういう被害があったときは連絡させて

いただきます。

それとあと、鳥インフルエンザですけれども、今外国のほうでは人にもうつって死

亡した方も報道されています。昨年、おととしか、三戸町でも鳥インフルエンザが出

て、町の草地に埋めた経緯もあります。そこを管轄しているのは、三戸牧野組合なの

ですけれども、その組合長を私もやっているところで、なかなか相談も受けました。

あそこも県のほうで地質調査をして、下に盤があってあそこを掘れないということで、

別なところを見つけてくださいということは言われていましたけれども、実際見つけ

る前に出てしまって、では捨て場所どこにしましょうとなったときには、ほとんどの

鶏舎、ブロイラー関係は自分たちで捨てる場所、そういうところは見つけておかなけ

ればならない。そうやって申請しているはずなのですけれども、捨てる場があまり小

さくて駄目だということで、町のほうに要請が来ていたと思いますけれども、そこに
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埋めた場合に、前にも聞いたと思うのですけれども、再確認したいと思いますけれど

も、何年ぐらい手つけられないのか。それと、もし手をつけるとしたらどういう形で

やればいいのか、知っている範囲内でお願いします。

〇農林課長（極檀 浩君）

鳥インフルエンザが発生した場合の埋却地でございます。先ほど議員からもあった

ように、鳥だけに限らず、豚でも牛でもそうなのですが、発生した場合には自分の土

地というのがまず原則となります。例えば自分が持っている土地の近くに水が湧くと

ころがあるとか、川があったりとか、飲料水のほうに影響があるとか、そういう場合

にはそこには埋められないとなります。その埋める場所については、毎年家畜保健衛

生所のほうへ頭羽数調査のときに報告しているかと思われます。

三戸で今回あったとき、埋める場所もちゃんと用意していましたけれども、実際に

埋めようとして掘ったときに水が湧いてきたということもあって、そこはできないと。

そういう場合には、国であり、県であり、町でありの土地に埋めてもいいよとなって

ございますので、急ぐということもありまして、前回は第２牧野、あちらのほうへ埋

却させていただきました。

埋却した後なのですが、３年間この場所への立入りを禁じるということになってお

りまして、３年間はその場所に入ることもできないし、手をつけることはできないと

なっています。その３年後なのですが、３年後はもう一度県のほうで調査をいたしま

して、土が周辺に影響がないとか、埋却の後普通の状態戻ったと確認されれば、そこ

はまた再利用できるということになっていると聞いてございます。

他県ですけれども、埋却の跡地、また土を埋めて公園にしたとか、そういうふうな

話も聞いてございますので、それはそのときのケース・バイ・ケースで県と話合いし

ながら進めていくということになるかと思います。

〇９番（番屋 博光君）

ちょっと私が聞いたのと若干違いますけれども、確かに発生して埋めた場合は３年

間は手つけれない。その後利用するのであれば、それを掘り起こして中にあったシー

トとか、そういう異物の撤去もあると思いますけれども、それも今のところ全国どこ

から聞いても、まだそのままの状態、埋めることもできなければ、何かに使うという

ことをできない、その辺のところがまだはっきりしていませんということを私は聞い

ておりますけれども、公園とか、そういうふうになっているところもあるのですか。

あったら教えていただきたいと思います。

〇農林課長（極檀 浩君）

実際埋却については、家畜伝染病予防法に基づき焼却、埋却及び消毒に関する留意

事項というのがありまして、その中で埋却後３年間は禁ずるというところまで書いて

います。その後については、なかなか詳しくついていないのです、実は。その後は現

状を見ながら、県とかと協議して調べながら、土壌調査して判断するというふうな形

になるというふうに聞いてございます。

その後、先ほど言った公園とかというのですけれども、インターネットとかでちょ

っと見たのですが、九州のほう、そちらのほうの、ちょっと市とかはあれですけれど

も、発生した場合に、三戸よりも何年か前、三、四年前だったと思うのですけれども、

になっていたというふうな記事を見たものですから、ちょっとここでお知らせさせて

いただきました。
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〇９番（番屋 博光君）

分かりました。そういう記事が出たということであれば、やっているところも、も

しかすればあるかもしれません。私が聞いたところでは、全くそういうあれはないと

いうふうに聞いていましたのだけれども。

それと、それやった場合に、その土地は町で貸しているのか、それとも売却してい

るのか、発生した方に埋めた場所、埋めた面積をその業者に売却したのか貸している

のか、それはどっちなのですか。

〇農林課長（極檀 浩君）

公園にした場所の話でございますか。ではなくて、普通に埋却した場合、まず町の

土地に、埋却した場合には、そこは町のものですので、経営者の持ち主とか、そちら

のほうにかかる費用とか、売るとか、そういうものはないです。町の土地に埋めたと

いうことで、県の土地でも国の土地でも同じでございますけれども、それを経営者の

持ち主に売るとか、そういうことはないです。あくまで町が埋めるとして用意した場

所ということでありますので、そういうふうなことは発生しないということです。

〇９番（番屋 博光君）

もう一度再確認したいと思います。そうすると、町の土地に埋めたということは、

もう無償で埋めさせたということで、ちょっと話に聞くと、そういうふうに経営者の

持ち主が自分のところに埋められない場合、ほかの町でも県でもそうなのでしょうけ

れども、そこの土地を埋めた面積の部分を買い取るか、または借りるかというふうに

私は聞いたのですけれども、その辺もう一度確認したいと思います。

〇農林課長（極檀 浩君）

まず、埋却に係るものですけれども、埋却にかかる経費については県が持ちます。

これは、国から鳥インフルが発生したときの補助金という形で県から出ます。今回経

費から言いますと、そこで従事した町の職員であるとか、そういうふうな方たちの時

間外ですか、そういうのも出ます。今回三沢で出ましたけれども、各町村から応援に

行きました。そのときの費用等もそれから出ています。ということですので、もし埋

却した場所、埋却経費も県のほうで持つということですので、それに対しての経費は

発生農場の持ち主には行かないというふうに、発生農場の経営者が経費を負担するこ

とはまずないと。

あと、自分の農地、山とかにあって、そこに埋めるとなった場合についても、それ

の経費についても県のほうで負担するというふうな仕組みになってございます。です

ので、埋めることに関しては、発生農場主に負担が行くということはないというふう

になります。

〇９番（番屋 博光君）

そうすると、そういう発生、鶏に限らず豚でも牛もそうなのでしょうけれども、伝

染病が発生した場合は、全ては県が持つということ。ちょっと私が聞いたのは、持ち

主がその土地、作業とか、そういうものに関しては県が持つというのは聞いていまし

たけれども、土地のほうまでは出したところが買い取るか借りるとかという話を行政

機関のほうからちょっと聞いたもので、それを確認しました。そういうことであれば、

その業者もそうでしょうけれども、畜産を営む我々も、その辺はそれなりに確保して
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おかなければならないなと思います。

以上で私の質問を終わります。

散 会

〇議長（竹原 義人君）

以上で本日の日程は全部終了しました。

本日はこれで散会します。

午後３時28分 散会
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第４日目 令和５年３月１０日（金）

〇議事日程

第１ 一般質問

竹原 義人議員 １．総合計画の施策の成果と田舎観光の発信について

２．ウクライナ避難民の受け入れと国際性豊かな人づくりに

ついて

３．タムワース市訪問について

佐々木和志議員 １．人口減少対策について

２．空き家等対策について

第２ 議員提案第１号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例案

第３ 議員提案第２号 三戸町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について

第４ 議案第１号 三戸町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について

第５ 議案第２号 三戸町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について

第６ 議案第３号 三戸町情報公開条例の一部を改正する条例案

第７ 議案第４号 三戸町議会議員及び三戸町長の選挙における選挙運動の公営に

関する条例の一部を改正する条例案

第８ 議案第５号 三戸町特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条

例案

第９ 議案第６号 三戸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案

第10 議案第７号 三戸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例案

第11 議案第８号 三戸町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例案

第12 議案第９号 三戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例案

第13 議案第10号 三戸町国民健康保険条例の一部を改正する条例案

第14 議案第11号 三戸中央病院使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例

案

第15 議案第12号 三戸町道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例案

第16 議案第13号 町道路線の変更について

第17 議案第14号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加

及び青森県市町村総合事務組合の規約の変更について

第18 議案第15号 さんのへパークゴルフ場の指定管理者の指定について

第19 議案第16号 令和４年度三戸町一般会計補正予算（第11号）

第20 議案第17号 令和４年度三戸町営簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

第21 議案第18号 令和４年度三戸町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

第22 議案第19号 令和４年度三戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

第23 議案第20号 令和４年度三戸町介護保険特別会計補正予算（第１号）

第24 議案第21号 令和４年度三戸町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第

２号）

第25 議案第22号 令和４年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業特別

会計補正予算（第３号）
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第26 議案第23号 令和５年度三戸町一般会計予算

第27 議案第24号 令和５年度三戸町立学校給食共同調理場特別会計予算

第28 議案第25号 令和５年度三戸町営簡易水道事業特別会計予算

第29 議案第26号 令和５年度三戸町下水道事業特別会計予算

第30 議案第27号 令和５年度三戸町後期高齢者医療特別会計予算

第31 議案第28号 令和５年度三戸町介護保険特別会計予算

第32 議案第29号 令和５年度三戸町国民健康保険事業勘定特別会計予算

第33 議案第30号 令和５年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業特別

会計予算

第34 予算特別委員会設置（令和５年度予算議案８件付託）

〇本日の会議に付した事件

議事日程のとおり

〇出席議員（14人）

１番 柳 雫 圭 太 君

２番 小笠原 君 男 君

３番 和 田 誠 君

４番 越 後 貞 男 君

５番 乗 上 健 夫 君

６番 山 田 将 之 君

７番 栗谷川 柳 子 君

８番 藤 原 文 雄 君

９番 番 屋 博 光 君

10番 千 葉 有 子 君

11番 久 慈 聡 君

12番 澤 田 道 憲 君

13番 佐々木 和 志 君

14番 竹 原 義 人 君

〇欠席議員（０人）

〇地方自治法第121条の規定により説明のために出席した者の職氏名

〇町長部局

説 明 員 三 戸 町 長 松 尾 和 彦 君

委任説明員 副 町 長 馬 場 浩 治 君

参事（税務課長事務取扱） 遠 山 潤 造 君

参事（住民福祉課長事務取扱） 馬 場 均 君

参事（総務課長事務取扱） 武士沢 忠 正 君

参事（三戸中央病院事務長事務取扱） 沼 澤 修 二 君

健康推進課長 太 田 明 雄 君

会計管理者（会計課長） 井 畑 淳 一 君

農 林 課 長 極 檀 浩 君

建 設 課 長 齋 藤 優 君

まちづくり推進課長 中 村 正 君
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総務課財政指導監 下 村 太 平 君

三戸中央病院事務次長 松 崎 達 雄 君

総務課防災危機管理室長 多 賀 昭 宏 君

まちづくり推進課やわらかさんのへ交流室長 北 村 哲 也 君

〇農業委員会事務局

説 明 員 会 長 梅 田 晃 君

委任説明員 事 務 局 長 極 檀 浩 君

〇教育委員会事務局

説 明 員 教 育 長 慶 長 隆 光 君

委任説明員 事 務 局 長 櫻 井 学 君

史跡対策室長 奥 山 昇 吾 君

〇職務のために出席した事務局職員

参事（議会事務局長事務取扱） 貝 守 世 光 君

主 幹 櫻 井 優 子 君
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午前10時00分 開議

〇副議長（佐々木 和志君）

ただいまから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

日程第１ 一般質問

＜14番 竹原 義人議員＞

１．総合計画の施策の成果と田舎観光の発信について

〇副議長（佐々木 和志君）

日程第１、一般質問を続行します。

14番、竹原義人君。

〇14番（竹原 義人君）

それでは、私から一般質問を始めさせていただきます。項目が長いですので、よろ

しくお願いいたします。

１番、総合計画の施策の成果と田舎観光の発信について。１、10年後の三戸町を思

い描いた意見の今現在は。第５次三戸町総合振興計画策定に当たり、多くの町民の意

見を反映させるため、三戸ＹＯＲＩＡＩ未来会議やまちづくりビジョン懇談会など開

催されました。それらの意見はどのように施策に反映され、実行されているのか伺い

ます。

２、三戸町の魅力発信について伺います。昨年は、城山公園が国史跡指定を受け、

今年は南部藩で同じ盛岡市が世界で行きたいところ、ロンドンに次ぐ２番目であり、

観光客誘致が見込まれます。三戸町もチャンスと捉えます。三戸町の田舎にスポット

を当て、素朴な巨木５本めぐりやからくり人形の里、食べ物では粉もの食文化、田舎

菓子類を楽しむなど、地域も活性化させる効果的な田舎観光事業などの発信について

伺います。

〇町長（松尾 和彦君）

おはようございます。それでは、竹原義人議員の質問にご答弁申し上げます。

１点目の、10年後の三戸町を思い描いた意見の今についてでありますが、第５次三

戸町総合振興計画の策定に当たりましては、町民の意見を計画に反映させるため、三

戸ＹＯＲＩＡＩ未来会議を平成30年度に４回開催し、町民の思い描く10年後の三戸町

についてのご意見を集約しております。また、いただいたご意見は、本計画の基本目

標や主要施策のうち、空き店舗の積極的な活用や、多様化する保護者のニーズに対応

した保育サービスの充実、住み慣れた地域で安心して暮らせる高齢者の見守り支援な

どへ反映しており、現在これらの施策への取組を進めているところでございます。

また、平成30年度に開催した町制施行130周年記念まちづくりビジョン懇談会では、

気鋭の若手や教育、自治会等の関係団体の方々と対談させていただき、町の課題や10

年後どのような三戸町で暮らしていきたいかについて、三戸町の将来に対する大変貴

重なご意見を頂戴しております。
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今後も町民のニーズや価値観が多様化する中においても、町民との対話を大切にし、

皆様からのご意見をお伺いしながら、町民と行政との協働によるまちづくりを推進し

てまいりたいと考えております。

次に、２点目の三戸町の魅力発信についてでありますが、アメリカのニューヨーク

・タイムズ紙が今年１月に発表した2023年に行くべき52か所に盛岡市が選出され、ロ

ンドンに続く２番目に紹介されております。中心市街地に歴史的な建物と川や公園な

どの自然があり、まちを歩いて楽しめるところや、食や書店、ジャズ喫茶等の文化が

根づくまちであることが高く評価されたものです。

議員からご紹介をいただいておりますように、当町にも様々な魅力的な食材や名所、

風景等がございますので、町の公式観光アプリの内容を充実させ、広く紹介するとと

もに、各種ＳＮＳを活用し、町のさらなる情報発信に努めてまいりたいと考えており

ます。

〇14番（竹原 義人君）

今答弁をいただきましたけれども、三戸町総合振興計画１ページに先ほどの答弁の

ように、本計画の策定に当たっては、町民皆様のご意見を第一義と考え、10年後の三

戸町を思い描く三戸ＹＯＲＩＡＩ未来会議を開催し、様々な意見をいただいたという

ご答弁であります。そして、空き家店舗等の、それから高齢者等の施策を反映してい

るという答弁でありますけれども、この三戸ＹＯＲＩＡＩ未来会議のまとめているも

のは、三戸町の誇りに思うこと、もっともっと伸ばしてほしいということ、これには13

件の持込みがあり、からくり人形の里など個性的な取組、そして小中学校の教育の質、

これはもう自慢できるのだと。ですから、もっともっと伸ばしてほしい。それから、

ちょっと解決したいと思うこと。城山公園来園記念品等の販売所開設、観光振興に結

びつく施設整備と中心街の再興という８件のまとめがございます。

そして、10年後、町長も10年後の三戸町をどんなまちにしたいかということであり

ますが、25件のまとめの中には、宿や飲食店街があって、若い人たちが働けるまち、

空き家を活用して城下町のような商店街をつくるに入ってございます。これらをどの

ように取り組んでいるのか、具体的にお答えいただきたいと思います。

〇まちづくり推進課長（中村 正君）

ただいま竹原議員からご質問いただきました10年後の三戸町をどうしたいかという

ご意見について、どのように取り組んでいるかということでありますが、今回振興計

画のほうに出ている集約された意見として計画に反映されたものをご紹介させていた

だきますと、まず第２編第３章第１節の中で、安全で快適な生活基盤を備えたまちと

いうところがございますが、集約された意見で、きれいな風景を守り、自然を生かし

たアクティビティーがある環境に優しいまちを目指してほしいというところでは、ご

みの減量、リサイクルの推進、環境保全の充実に努め、それに即した事業を展開して

まいりますようとか、あとは空き家を活用して城下町のような商店街をつくってほし

いというご意見に対しては、第２編第３章第２節の農商工・活力あふれるまちの中で、

空き店舗の積極的な活用というところで踏まえてございます。

それ以外にも、年を取っても安心して暮らして、独りにならないまちを目指してほ

しいというご意見に対しまして、第３編基本計画第３章の51ページになりますけれど

も、支え合い、安心して暮らせる「健幸」のまちという中で、介護予防・生活支援サ

ービスの充実、見守り支援の推進というところで、各課においてこの中で進めていこ

うというものでございます。
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ご質問にありました宿であるとか、あと飲食店等につきましては、例えば飲食店の

ほうにつきましては、空き店舗を活用した新規の店舗を開設するための補助金を創設

したりとか等々ございますけれども、全ての意見を反映させるということは、すぐに

できるものであるとか、長期的に時間が必要なもの、また内容を見直して実施できる

もの、できないもの等がございますので、できる限り計画に落とし込めて、まず進め

てまいっております。

部分の修正等も計画の中でローリング方式で毎年度見直しをしておりまして、まず

前期の計画期間というのが令和２年度から６年度までの５年間となっておりまして、

後期が７年度からの５年間となりますので、その中間年に必要な見直し等も行ってま

いりたいと考えてございます。

以上でございます。

〇14番（竹原 義人君）

ただいま答弁をいただきました。まちづくりビジョン懇談会のほうでは、町長は今

回の懇談会の内容をというような、懇談会が終わってから、これもまとめで、今回の

懇談会の内容を記録し、振り返り、羅針盤のように三戸町の方向性、目指す姿を示し

ていきたいとも発言をしております。発言は大変重いと思います。議会の発言も重い

ですが、これらの団体との交渉で発言、まとめるときの言葉というものは大変重いと

思いますが、今の課長の答弁にもありましたけれども、今すぐできるできない、それ

から財源があるとかないとか、そういうことも大事でありますが、意見として出た宿

泊施設の問題、また若者が働けるまちなどありましたけれども、行政執行部として、

その推進策を常に頭に置いて考え、国、県の動向等の情報収集など、先ほども聞きま

したけれども、常にどのように捉えているのか伺います。

〇まちづくり推進課長（中村 正君）

ただいまのご質問にお答えをいたします。

三戸ＹＯＲＩＡＩ未来会議が平成30年度に開催されまして、同じくまちづくりビジ

ョン懇談会というものも平成31年の３月21日に開催されてございます。三戸ＹＯＲＩ

ＡＩ未来会議のほうは、まず今後10年間のまちづくりに町民の意見を反映させるため

に４回開催されたものでございまして、まちづくりビジョン懇談会のほうは町政の130

周年記念事業として、同じような内容でまちの課題、10年後どのような三戸町で暮ら

していきたいかということでの対談がされたものでございます。

計画策定のために開催された三戸ＹＯＲＩＡＩ未来会議ではございますが、まちづ

くりビジョン懇談会の中でも、例えば人口が減少していく覚悟を持ちつつ、三戸町の

町並みは残していかなければならない、三戸町は三戸町のやり方を考え、新しい動き

をつくっていきたいと思うとか、今まで以上に若い世代の人たちが三戸町に住み、町

を活性化してくれたらいいなとか、働く場所の確保であるとか、様々な人と本音で語

り合うことができるこれからの時代には必要なことですとか、そういうような貴重な

ご意見をいただいておりまして、そこの出された意見というものは、三戸ＹＯＲＩＡ

Ｉ未来会議で集約された意見と重複する部分もございますので、双方の会議で出され

た意見というものが計画のほうに反映されていると考えております。

それ以外の様々な場面でも出された意見というものは、別の視点で考える機会にも

なりますし、事業の見直しする際の参考となりますので、いただいたご意見というの

は検討を重ねまして、今後もできるだけ反映できるように努めてまいります。課題で

ある宿泊であるとか働けるまち等につきましては、まだ達成できていないものにつき
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ましては、随時見直しなり検討を行って、進めてまいっているところでございます。

以上です。

〇町長（松尾 和彦君）

まちづくりビジョン懇談会のところについて、私からもう少し補足をさせていただ

きます。

130周年記念事業として行いましたまちづくりビジョン懇談会、ただいま議員から

もお話がありましたように、将来に向けてこれを記録し、残して活用していきたいと、

そういうふうなお話をさせていただきました。その基になっているのは、以前、過去

ですけれども、松尾栄町長が当時各界の方々といろいろ意見交換をした、その記録を

読ませていただいたことがございます。それを見た際に感じたことは、やはり私ども、

時代の大きな流れの中で、あの当時はこういう苦労があったのだと、こういう課題が

あったのだと、では今はどうなっているのだと、いろんなことを感じながらやってい

くための材料というのがこれからの三戸町には必要だろうと、そういう思いでこの企

画をやったものでございます。

まず、130年からはしばらくたっておりますが、今後周年記念事業とかの際には、

そういったことを継続的にやっていきながら、やはり過去から未来への橋渡しをして

いく必要があるのだろうと、そのように考えているところでございます。

〇14番（竹原 義人君）

今答弁いただきましたけれども、補足説明でなく、町長から先に説明をしてもらっ

て、課長から補足説明のようにしていただければありがたいと思います。

いずれにしろ、30年に会議を開いております。30年に会議を４度開いて振興計画に

反映している。先ほども申しましたとおり、常にこの項目が頭にある、どうすればい

いのかというのが、国、県の予算執行、それらを見据えて常に考えていなければ、こ

れは例えばですが、温泉を１か所三戸も閉めた、こういう場合に宿という前からの案

件がありますので、それらがどうすれば可能になるのかというふうなことを取り組ん

でみたのか、それらを取り組んで、不可能であればそれはそれで仕方ありませんけれ

ども、そういうふうなときを捉えたのかどうか、そのチャンス、そういうことがあっ

たのかお伺いします。

〇町長（松尾 和彦君）

三戸町所在の温泉の話でございますが、この件につきましては、議員の皆様からも

検討していただきたいという要望をいただき、町としても経営者、そして金融機関等

を交えて話をさせていただいております。しかし、様々な条件等の中で、町としては

すぐには対応できないということで報告をしておりますが、その後の動きについても

いろいろ情報収集は努めているところでございます。

〇14番（竹原 義人君）

本気で取り組む、そういう国からの条件等が常にありますので、それらをそのとき

にしっかりとキャッチするためにも、レーダーを張っておくというのが大事だろうと

私は思っております。ローリング方式といっても変えていく、見直しをかける、そう

いう時期でありますので、その辺をしっかりとお願いしたいと思います。

それから、先ほども町長から答弁がありました。質問したのの答弁ですが、盛岡は

散策に最適なまちと紹介され、観光資源だけでなくわんこそば、じゃじゃ麺、冷麺の
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三大麺を味わえる飲食店があり、魅力的なスポットが多い。要は、地方の小さなまち

でも注目される可能性は十分あるのだと。北奥羽の市町村は、魅力を見詰め直してほ

しいというようなことが書いてございました。新たなことに挑戦するとき、関係する

条件、利用することは常套手段であります。国、県とか地域事情等ですが、昨年は三

戸町の城山公園が国史跡指定を受けました。町として最大のチャンスでした。今年は

盛岡市が注目を集めて、多くの観光客誘致が見込まれております。三戸は、いろいろ

な田舎の本物でＰＲ活動が発揮できないのか伺います。

〇町長（松尾 和彦君）

ただいまの質問のポイントというのがちょっとぴんとこなかったのですが、三戸町

は現在盛岡市のほうとも、先日和田議員の質問にもお話をしましたが、市長とも話を

しながら、三戸と盛岡の連携を始めていきましょうという話をさせていただいており

ます。これが確かに「ニューヨーク・タイムズ」での紹介ということで、盛岡市が一

躍脚光を浴びたところでありますが、やはり、ではどういうところというのが、安心

して歩ける町並みというところが、また一つのポイントになっているというふうにも

聞いております。そういったことから、盛岡に脚光が当たっていった際に、それこそ

ゆかりのある三戸町、北奥羽、やっぱりそういったまとまった動きというのも大事な

のであろうということで、国史跡指定の際の活動、またＰＲの活動という中で、南部

家というものにもう一度世の中から注目を浴びるような、そういう取組をしていきた

いということも、これまでもご答弁をさせていただいておるところでございます。そ

ういったところについても、いろいろご相談を先方ともさせていただいている状況で

ありますので、まず議員がおっしゃりたいところの様々工夫しながら、三戸町のＰＲ

をしていきなさいというところについては、進めてまいりたいと考えております。

〇14番（竹原 義人君）

今の質問は、三戸町として独自です。三戸町としてそれに便乗して発信できないか

ということでありますので、盛岡と協議がどうのこうのではなく、三戸町として三戸

町の魅力発信は、例えば盛岡が今ターゲットになっていますが、盛岡城から福岡城、

三戸城、聖寿寺館跡、遡る歴史は貴重な時代価値であり、現場はそこしかございませ

ん。町の活性化のためにも、史跡指定や行きたい盛岡をどのように町長は捉えている

のかという質問の趣旨であります。三戸町としてどんな発信をするのか、お願いしま

す。

〇町長（松尾 和彦君）

それでは、お答えを申し上げます。

三戸町の魅力的な名勝、風景並びに食材等でございますけれども、先ほど答弁申し

上げましたが、町の公式観光アプリの内容を充実させるとともに、今いろいろ打合せ

をしているのは、日本語の部分での表示になっておりますので、これを多言語化でき

ないかとか、そういったこれからの海外からの来訪とかにも合わせて準備をしていこ

うと、今そういう相談をしている最中でございます。

〇14番（竹原 義人君）

相談で終わってしまわないように、昨日の答弁を聞いていても、相談で終わってし

まうというのがよく感じられましたので、相談で終わらないように、三戸城国史跡指

定も、もう既に１年たちました。花火を上げる時期は終わっています。そういう意味
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で、何か花火を上げなければならないのだということで質問していました。

それでは、今食べ物の話も出ましたけれども、旅行者が大きく期待をする一つは食

べ物で、特に郷土料理です。タムワース市訪問時も食事が楽しかったと思いますが、

田舎の素朴な食事文化を観光の正面に出して呼び込む、食の魅力から非日常の体験を

味わえるような体制づくりを町として目指さないのか、そういう政策がないのか伺い

ます。

〇まちづくり推進課長（中村 正君）

お答えをいたします。

先ほど町長のほうからも町の情報発信につきまして、三戸町の公式観光アプリ、「11

ぴきのねこさんのへ」エンジョイアプリ、こちらのほうを活用して、情報発信のほう

をしていきたいという答弁がございました。そのアプリでは、町の名勝、歴史等の情

報を知ることができることはもちろん、スタンプラリーとかという機能も持ってござ

いまして、それを楽しく使いながら、有効に活用していきたいと考えております。

また、その中身には紹介しているページがございまして、まず特産品のところでは

リンゴ、サクランボのほか、三戸せんべい、つつけ、せんべいかやき、せんべい汁、

ひっつみ、串もち、きんかもち、川がにすいとん、三戸・田子牛、ニンニクの紹介を

してございます。また、観光モデルコースとして何個かご用意しておるのですが、そ

の一つを紹介させていただきますと、三戸せんべい堪能コースであるとか、あとは粉

もの食い倒れ満腹コースというコースがございまして、その中ではひっつみが食べら

れるところ、串もち、きんかもち、せんべいが食べられるお店の紹介をしているとこ

ろでございます。このような観光アプリのほうを有効に使いながら情報発信し、三戸

の魅力発信というもので活用してまいりたいというふうに考えてございます。

以上です。

〇14番（竹原 義人君）

やっているということで、大したものです。私がもう一つ付け加えたいとすれば、

それの専門、今課長が言ったそれらを別々な店でなく、１か所か２か所で全部を味わ

えるというような取組、例えばそういうイベント等、たまにやってみるというのも三

戸町をもう一度考え直す、見詰め直す機会になるのではないかと思います。

それから、１月29日、東京のテレビ放送で蛇沼地区のからくり人形や多くの町の風

景など放送され、見た方々が純粋に自然の大切さ、ありがたさを感じ、行ってみたい

などの感想を電話で聞きました。個人の趣味で作ったと奥利さんは言いますが、行政

運営をする町長はどのように考えますか。

〇町長（松尾 和彦君）

私自身からくりのところには何度もお邪魔をさせていただいております。また、近

隣を車で走る際も車で訪ねてくる高齢の方々とか、そういう方に道案内をしたりとか、

そういう経験もございます。地域の中で、まさにこれ、趣味でやったということでは

ありますけれども、これも地元で生まれた文化の一つだと、そのように思ってござい

ます。でありますので、これからも情報発信の仕方等工夫をして、やっていく必要が

あるのかなというふうに考えております。

〇まちづくり推進課長（中村 正君）

説明をさせていただきます。
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先ほどの観光アプリの中にもスタンプラリー機能がございまして、その中で三戸町

まち歩きスタンプラリーというところがございまして、各チェックポイントのほうを

回って、最終的にフォトフレームをもらうというふうなものがございます。その中の

一つにからくり人形の里ということで、蛇沼の奥利さんのところのご紹介をさせてい

ただいております。実際に訪れてみますと、東京から来ましたとかというような、ノ

ートに訪れた方々が書いているのもありまして、そういう遠くの方にも紹介できる、

知っていただく、そして三戸町をそれ以外にもそこをきっかけに、例えば関根の松で

あるとか、別のところを回っていただける紹介にもなるのかなということで、観光ア

プリのほう、スタンプラリーなり、モデルコースの充実というのを図ってまいりたい

というふうに考えてございます。

以上です。

〇14番（竹原 義人君）

アプリは最大のＰＲの手段であろうかと思いますので、もっともっと活用する方が

増えることを望みます。

私は、魅力発信のためには、まずはＰＲが一番大事なのだと。観光協会主催の、例

えば城山をターゲットに写真大会、また三戸町魅力だよ写真大会とか、その主催をし

て町に来てもらう、そして城山をＰＲ、発信をする、そのような大会等、イベントと

は言いませんけれども、まずはその方々から町に来てもらう。そして、それが発表さ

れることによって拡大するのだというような取組等は、今年度は考えてございません

か。

〇副議長（佐々木 和志君）

今年度ですか、次年度ですか。

（「今予算だから今年度というか、昨年度になるか」と言う者

あり）

〇副議長（佐々木 和志君）

令和５年度という意味ですか。

（「議長いいや、ちょっと外れるかもしれないから、いい」と

言う者あり）

〇14番（竹原 義人君）

それでは、先ほどの質問はアプリを見ます。

２．ウクライナ避難民の受け入れと国際性豊かな人づくりについて

〇14番（竹原 義人君）

２番、ウクライナ避難民の受入れと国際性豊かな人づくりについて質問します。令

和４年２月にロシアからウクライナに突然武力侵攻しました。その結果、テレビ報道

などで避難する幼い子供たちや高齢者の方々の想像を絶する悲惨な姿に言葉が出ませ

ん。少しでも安心の手伝いとなり、町民の国際性豊かな人づくりにつながると思い、

質問します。
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１、ウクライナ国民の受入れについて、三戸町でもウクライナ国民の避難民受入れ

に協力することが、平和とウクライナ国民の安全安心を支援することになると思いま

す。そして、三戸町にとっても、多くの町民が応援する国際交流事業になると思いま

すが、考えを伺います。

２、国際性豊かな人づくりについて。町の国際感覚の高揚を図るためには、住民レ

ベルでの触れ合いが大事です。そこで、三戸町に住んでいる外国の方々が祖国料理を

作り、子供から大人まで楽しく会食できる祖国料理祭り等を開催できたら、住みよい

まち、国際性豊かなまちづくりにつながると思います。町に住む外国人との交流事業

をどのように考えるか伺います。

〇町長（松尾 和彦君）

それでは、お答えを申し上げます。

ウクライナ国民の受入れと国際性豊かな人づくりについてでありますが、ロシアに

よるウクライナ侵攻からはや１年が経過し、日本を含む世界各国からの平和の祈りも

届かず、戦争は長期化するばかりで、激化の一途をたどっており、日々テレビから伝

えられる悲惨な状況を見聞きするたびに、大変心の痛みを感じるところであります。

また、戦争の影響による食料品の値上げや原油価格等世界的な原材料費の高騰も招

くなど、私たちの身近な生活へ暗い影を落としており、一日でも早い戦争の終結と平

和的な解決が望まれるところであります。

それでは、今回ご質問のありました２点についてご答弁申し上げます。１点目のウ

クライナ国民の避難民の受入れについてでありますが、令和５年２月現在、国の調査

結果では、日本国内に避難しているウクライナの方は2,189人であり、うち青森県に

は６人、岩手県には４人の方が避難されております。青森県において避難民の受入れ

を実施している南部町では、ロシアによる侵攻以前からウクライナ出身の方が在住し

ており、生活面をはじめとした様々なサポートが可能と判断したことから、ウクライ

ナからの避難民の受入れ支援を行うこととし、令和４年10月に５名の方を受け入れた

と伺っております。また、岩手県洋野町では、避難民のご親戚の方が町内に在住して

おり、サポート体制が整っていることから、令和４年４月に４名の方の受入れを行っ

たと伺っております。

避難民の方のみならず、外国の方を地域が受け入れ、生活を支援していくためには、

単に住居等を準備し、受入れをすればよいということではなく、毎日の生活面のほか、

文化や言葉の違いなど、身近なところでサポートが可能な環境が整備されていなけれ

ば、地域の中で孤立してしまうおそれもあると考えられます。また、これらのサポー

トに加え、就労関係を含めた金銭面の支援、異国で生活することでの心のケアなどが

必要となります。さらには、子供が一緒であれば教育や子育てへの支援など、よりき

め細やかな対応が必要と考えるところであります。南部町や洋野町のように、日本人

との橋渡しができる親戚の方などがおられ、避難民を受け入れるための何らかの措置

があればこそ、手厚いサポート体制が確立できるものと考えているところであります。

当町においては、ロシア語やウクライナ語の通訳ができる方や、生活をサポートす

る環境が整っていないことから、現時点において避難民の受入れには慎重な判断が必

要であると考えているところであります。

次に、２点目の国際性豊かな人づくりについてでありますが、現在三戸町には11か

国58名の外国人の方が在留されております。これからの国際化社会に向けた人づくり

への取組としては、姉妹都市でありますタムワース市との国際交流をさらに進め、今

後民間レベルまで広げていくほか、小中学校へ配属している外国語指導助手であるＡ
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ＬＴについては、ＪＥＴプログラムにより配置される１名の外国人のほか、町独自に

１名を採用するなど、取り組んでいるところであります。

町内における住民レベルの交流としての取組につきましては、在住している外国の

方々との相互理解が重要であると考えますので、町が行う各種イベントへの参加や町

内会活動への参加を促すなど、地域住民との触れ合う場の環境づくりを進めてまいり

たいと考えております。

〇14番（竹原 義人君）

今の答弁ですと全く消極的で、国際交流が盛んな三戸町の答弁としては到底受け入

れられない、そう思います。当然それらの難題が、課題があって、それでも受入れを

する、それによって三戸町の国際交流がますます進む。やりやすいところだけを一生

懸命、タムワースを今出しましたけれども、やはり誰でもできるような国際交流でな

く、難しいことに取り組む、それによって町民の国際性豊かなまちづくりというのが

できていくと思います。例えば三戸町で受け入れた場合、南部町でも既に受け入れて

いますので、世帯が２世帯になります。そうすると、その往来ができるということで、

そのような難しい様々な、今町長が申した文化であり生活が違うのだから、なかなか

それを覚えた人がいないとできないというような答弁でありますけれども、それは消

極的だと思います。ぜひ避難民受入れの、出入国在留管理庁に対して、まずは登録を

する、そういう行いをしていくことこそが三戸町の未来発展につながっていくのでは

ないか。今外国の話をしていますが、ではこれが九州から呼び込むのだ、北海道から

三戸に呼び込むのだ、そういう発想のときにも同じような考え方になるのではないで

すか。文化が違って、生活環境が違う、その方々が移住、定住できますか。三戸町は

手厚いそれらに配慮できる町なのだということをまずは発信していただきたい、そう

思います。

それから……まずはそこをもう一回答弁願います。

〇町長（松尾 和彦君）

竹原議員から、ただいま消極的というお話をいただきました。現在三戸町が、例え

ば受入れをしようと思っても、町営住宅、受入れをするための住宅というものも、現

在はその整備が十分ではございません。そういった気持ちの上でだけではなく、物理

的な部分での課題というのが山積している状態でございます。

また、東日本大震災の際も岩手、宮城、福島から様々な地方に移住であるとか避難

という話がありましたが、その当時も三戸町は避難を受け入れることはできていなか

ったと、そういうふうに考えております。ただ、それはやはりそれなりの状況があっ

たものというふうに考えております。

〇14番（竹原 義人君）

東日本大震災の例を出しましたけれども、あのときも三戸町は手を挙げています。

相手が来るか来ないかは別として、あれはもう……ですからそれとは違う、今は非常

事態であります。避難してくる方も、そんなホテルのような感じを望んでいないと思

います。ましてや住宅がないと言っても、南部町ではどういう手法を取ったか。移住、

定住に使う宿を使ったようであります。そういうふうに、考え方によっては可能にな

るわけです。ですから、消極的でなく、発展的に考えていくということを、町長が常

日頃国際交流、国際交流、それを口にしていますので、最も必要な国際交流になるの

ではないかとの思いで質問しております。
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３．タムワース市訪問について

〇14番（竹原 義人君）

次の質問に入ります。タムワース市公式訪問についてお伺いをします。今回町長を

含め５名の訪問団がタムワース市を公式訪問しました。コロナ禍でもあり、大変ご苦

労であったと思いますが、お互い市と町の友好を深めることができてよかったと思い

ます。大変お疲れさまでした。次の４点について質問します。

１、ふるさと応援大使任命について。本年１月25日の新聞報道によれば、１月18日

にタムワース市の方をふるさと応援大使任命しました。三戸町の任命として、透明性

のある決定であるのか伺います。

２、姉妹都市議定書の更新について。同じく報道では、町長はタムワース市を訪問

して、姉妹都市議定書の更新や交流を行う予定であるとコメントしております。議定

書の更新という署名や交流をする重要な件であれば、締結時から21年の年月がたちま

して、行政規模、社会情勢や人口規模等も大きく差が開き、変化しています。今こそ

先を見据えた協定とするために、議会とともに内容等を検証して、タムワース市と三

戸町双方の未来に効果的な協定内容に更新をすべきであったと考えますが、なぜ議会

に説明もなく、意見を求めることもなく、訪問した事由と経緯を伺います。

３、町を代表する公式訪問団について。町の代表者として公務で公費を使い、タム

ワース市を訪問しました。その訪問団に不信感を持つ町民の声が届きませんか。訪問

者の選考はどのように行われ、誰が決定をしたのか、町民に説明できる最良の公式訪

問団であったのか伺います。

４、タムワース市訪問日程について。交流団の訪問日程とその内容について伺いま

す。

〇町長（松尾 和彦君）

それでは、ご答弁申し上げます。

ただいまご質問のありましたタムワース市訪問についてでありますが、令和５年１

月23日から１月31日の日程で実施いたしました今回の公式訪問は、４年に１度更新を

行っている姉妹都市議定書の更新、中学生海外研修派遣の再開に関する協議、双方の

幼少児交流の実現に向けた協議、中学生海外研修派遣時の訪問場所の視察、ふるさと

応援大使との現地での協議、交流が主な目的でありました。

中学生海外研修派遣の再開については、受入先であるタムワース高校を訪問し、現

在は新型コロナウイルス感染症の影響による制約はなく、令和５年度からは再開可能

との回答をいただいてきたところであります。幼少児交流の実現については、毎週定

期的にサークル活動を行っている市の図書館を訪問し、その様子を視察することがで

きました。日本語を使った歌やゲームなどを取り入れ、日本語を学んでおり、オンラ

インを活用した交流であれば実施可能との回答をいただいてきたところであります。

中学生海外研修派遣時の訪問場所の視察については、生徒が訪問する予定の場所を

踏査してまいりました。シドニー市内ではキャッシュレス化が進んでおり、クレジッ

トカード等による電子決済が主流となっておりました。今後、中学生海外研修派遣を

再開する場合の検討事項となるものと捉えてまいりました。

ふるさと応援大使との現地での協議交流については、現地で２名の応援大使の方と

お会いをして、姉妹都市として今後より密接な関係を構築するためのご支援、ご協力

をお願いしてきたところであります。
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それでは、質問のありました４点につきましてご答弁申し上げます。初めに、ふる

さと応援大使の任命についてでありますが、三戸町ふるさと応援大使の制度は、令和

元年に迎えた町制施行130周年を契機に、町の魅力を広く宣伝することにより、町の

振興と発展を図るとともに、有益な情報提供及び助言を得ることを目的に創設したも

のであります。当初は、文化や芸術、スポーツなどの分野で活躍している７名を委嘱

し、２年間の任期満了となった令和３年10月には、７名の再任に併せ、新たに５名の

方を委嘱したところであります。この委嘱に当たっては、設置要綱第３条に定める三

戸町ふるさと応援大使選考委員会を設置して審議することとしており、その審議の結

果を町長に報告することとなっております。

ご質問のありました１月18日の任命につきましては、１月13日に選考委員会を開催

し、同日審議結果を町長に報告したところであります。審議結果につきましては、現

在の要綱第１条の目的及び第４条の委嘱に定める内容に国際交流分野が定義されてお

らず、委嘱に当たっては要綱の改正が必要との意見が出されたことから、１月17日付

で要綱の一部改正を行い、１月18日に委嘱を行ったものであります。

次に、姉妹都市議定書の更新についてでありますが、この議定書はおおむね４年ご

とに審議、更新されるものであり、内容は相互交流に関する詳細な取決め事項や、費

用負担等についてが主なる内容となっております。今回の議定書の更新については、

令和４年２月にタムワース市側から案が示されたことを受け、令和４年３月17日に三

戸町国際交流推進委員会を開催し、ご審議いただき、了承を得たものであります。し

かしながら、コロナ禍の影響から訪問がかなわなかったため、改めて11月にタムワー

スから招待を受け、今回の公式訪問により議定書への署名を行ったものであります。

議定書の内容について、議会への説明や意見を求めることができなかったのかにつ

いてでありますが、三戸町国際交流推進委員には、町からの依頼に基づき、議会から

推薦のあった委員が１名含まれている状況も踏まえまして、議会への説明は果たして

いるものと認識しているところであります。

次に、町を代表する公式訪問団についてでありますが、今回の訪問団について町民

から不信感を持ったなどのご意見は、現時点において公式には届いておりません。訪

問団の選考につきましては、令和４年12月９日に三戸町国際交流委員会を開催し、選

考等についてお諮りしたところであります。会議では、町長と随行職員のほか、３名

を三戸町国際交流推進委員の中から選考することと決定し、委員全員の参加可否を調

査することといたしました。その結果を踏まえ、12月19日に再度委員会を開催し、参

加する意向のあった３名の方が選考されたものとなっております。

次に、タムワース訪問の日程についてでありますが、令和５年１月23日に三戸町を

出発し、夜シドニーに向け羽田空港を出発いたしました。１月24日午前、シドニーに

到着し、午後は自治体国際化協会を訪問し、オーストラリアの国内事情等について説

明を受けました。その後、中学生海外研修でも搭乗予定のシドニー湾クルーズに乗船

いたしました。

１月25日は、前日と同様に中学生が訪問予定のボンダイビーチサーキュラキー、シ

ドニー水族館、オペラハウスを訪問し、夕刻からはシドニー郊外に在住のふるさと応

援大使のご自宅を訪問し、交流を行ってまいりました。

１月26日は、中学生が訪問予定のシドニーのロックス地区を訪問し、午後タムワー

スへ移動いたしました。夕食後、オーストラリアンデイのコンサート会場を訪問いた

しました。

１月27日は、タムワースのサンライズロータリークラブの朝会に参加し、タムワー

ス植物園にて記念植樹式に参加、その後タムワース図書館を訪問し、幼小児交流の場
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を視察、相互交流の協議等を行いました。昼からは、タムワースコミュニティーセン

ターに場所を移し、姉妹都市議定書の更新署名式典に参加、中断していた中学生海外

研修派遣の再開協議のためタムワース高校を訪問、そのほかタムワース工業誘致集積

地帯の視察、市長公式夕食会に参加をいたしました。

１月28日は、タムワース市議会議員所有の農場視察、家畜集積市場の見学、タムワ

ース在住のふるさと応援大使のご自宅を訪問し、交流、市部長のご自宅にお招きいた

だき、夕食会に参加いたしました。

１月29日は、タムワース関係者とのスポーツ交流や市内の観光名所である展望台、

動物園、カントリーインフォメーションセンター、ゴールデンギター館、カントリー

ミュージック館を訪問し、タムワースからシドニーに移動しました。この日の夜、羽

田空港に向け出発予定でありましたが、搭乗予定の航空機が遅延となったため、シド

ニーに宿泊し、翌１月30日の夕刻、シドニー空港を出発し、深夜羽田空港に到着し、

１月31日に三戸へ帰庁となりました。タムワース滞在中の経費につきましては、議定

書の取決めにより、全額タムワース負担となっております。

今回のタムワースへの公式訪問につきましては、町にとりまして、かつてなく大き

な成果を得たものであり、今後両者の姉妹都市関係がより一層深まるものであったと

実感しているところであります。

〇14番（竹原 義人君）

今様々な報告をいただきましたけれども、私は毎回のように町民の思い、町民に説

明しているのかというようなことを毎回まず質問してございますけれども、今回のタ

ムワース市公式訪問も議員が説明をされていないということ、代表が１名国際交流委

員会に入っているからいいのだというようなご答弁でありますけれども、それはあく

までも議会から入っていることで、議会にその議員が報告する義務もありません。で

すから、議会にそれで説明したというのは、物すごく大きなことだなと思っています。

では、商工会の何かイベントあるときも議会から入りますけれども、それらもみんな

そういう認識で町は捉えている、町長は捉えているということですか。そういうこと

だと議会では捉えます。今後も進め方について慎重にしなければならないと思ってい

ますが。

いろいろ説明がありましたけれども、今回の訪問先では応援大使のオサリバン氏の

手助けがあって成果が出たとお伺いしております。オサリバン氏には、大変心から感

謝を申し上げますが、私の質問は任命の委嘱を受けた方の質問ではございません。任

命の手続手法について透明性ですから、誤解のないようにお願いをします。様々説明

はいただきましたけれども、どのような経緯でふるさと応援大使選考委員会に諮られ

ることになったのか、お伺いします。

〇町長（松尾 和彦君）

これはもう、私の中では３年前に遡ります。３年ほど前に私と当時７名の町民でタ

ムワースを訪問しました。実は、その直前にも彼は三戸に来ておりまして、久しぶり

の交流をさせていただいたのですが、そこの中で州政府というのですか、そこで自分

は働いているということもあって、タムワースに行ってからもまたお会いをいたしま

した。しかし、どうも私どもから見ていると、地元のタムワース出身の職員と、州政

府の職員である彼との間に何かぎすぎすしたような、行政の垣根みたいなものを実は

そのとき感じていたわけでございます。今回たまたま私どもが出発する直前に、三戸

に訪問されることになり、そのときに考えたのが、三戸町のアンバサダーとして、ふ
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るさと応援大使として、彼を指名して、公式の立場として認めてあげられれば、かな

りタムワースの中での力になってくれるだろうと、そういう考えの下で必要な手続を

踏んで、審査をしていただいたところでございます。

そういった中で、ただ更新時にもう一人のオーストラリアの方をふるさと応援大使

にしていましたが、その国際交流部分のところが約定の中になかったと、そういうこ

とがありましたので、今回併せてそこを見直しして対応したものでございます。

〇14番（竹原 義人君）

今の答弁は、３年前にも決めていたのだ、こういう方がいるのだという、それでは

要綱をつくったときに、何でその要綱をつくったのですか。

〇町長（松尾 和彦君）

ふるさと応援大使の要綱のことだと思いますが、これは130周年記念の式典に合わ

せて、先ほど申し上げましたように、町の魅力を広く宣伝することにより、町の振興

と発展を図り、また有益な情報提供及び助言を得ることを目的ということで、創設を

したものでございます。ただ、そのときの中には、国際交流の部分は含まれておりま

せんでしたので、今回その不備が発見されたので、修正をしたというところでござい

ます。

〇14番（竹原 義人君）

今町長は不備が判明したからと言いましたけれども、不備でも何でもありません。

そういうふうな要綱をつくって、それに基づいて今まで応援大使はしっかりやってき

たわけですので。ただ、町長が思う外国が視野に入っていないのであれば、それでよ

かったと思います。ただ、今は外国の方が視野に入ったから要綱に不備な点があった

のだとの発言でありますけれども、不備でも何でもなく、その要綱をしっかりしたも

のがあったと私は捉えております。それに基づいて運営をしていかなければならない、

そう思いますが、選考委員会ではどういうご意見が出たのですか。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

委員会の中での意見の内容ということでございますが、当初の要綱はスポーツとか

芸能等の分野で活躍している方についてということで、一定のラインを設けておりま

したが、今回外国人の方に該当させるという場合に、そういった該当させる分野とい

うものがありませんでしたので、該当させるためにはそういった改正が必要であると

いうことが、委員会の中で発言があったところでございます。

以上でございます。

〇14番（竹原 義人君）

最初から正確に答えてください。時間がないので、私も。改正が必要な意見が出た、

そのほかの意見はどのような意見が出たのか。それから、この選考委員会の要綱はど

ういう状況でつくられたのか、お願いします。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

委員会でそのほかの意見があったかということについては、特にございませんでし

た。

あと、要綱はどのような状況でつくられたのかということでございますが、先ほど
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町長から答弁もありましたとおり、130周年記念の年の際に、三戸町を今後盛り上げ

ていこうと応援していただける方ということで、何かできないかということを考えた

際に、ふるさと応援大使になっていただいて、町外で活躍する方、三戸に関係する方

から応援していただくと、三戸町の振興のために寄与していくということの観点から

要綱をつくったということでございます。

（「どういう段取りでつくったか。あなたがつくったの」と言う

者あり）

〇総務課長（武士沢 忠正君）

作成担当はどこかということにつきましては、総務課で作成をしたものでございま

す。

〇14番（竹原 義人君）

総務課だけでつくったわけですか。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

総務課だけでつくりました。

〇14番（竹原 義人君）

組織として、選考委員会は次に掲げる者をもって組織する。副町長、教育長、総務

課長、まちづくり推進課長、教育委員会事務局長、建設課長、農林課長、住民福祉課

長、健康推進課長、税務課長、会計課長、三戸中央病院事務長、議会事務局長、これ

らの方々は一切入っていないわけですね。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

要綱をつくった後に、その要綱に基づいてこういう運用していくという際には、そ

れぞれ部局の担当課長に説明をしてございます。作成時点では総務課で行って決裁を

いただいて、要綱が施行されているということでございます。

〇14番（竹原 義人君）

それでは、今回の改正もこの委員の方々、選考委員の方々、組織の名前があります

けれども、この方々は関係なかったわけですね。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

今回ふるさと応援大使の方を新たに任命するという際に委員会を開催いたしまし

た。その委員会の中で出た意見が、要綱に国際交流という要件がないので、そういっ

た改正をしてから任命してはどうかという意見がありました。その際、要綱の改正に

ついてが最初の議題ではありませんでしたので、そういった形でなっております。

〇14番（竹原 義人君）

役所の事務の手続としては、大変私は不透明であると首をかしげていますが、要綱

を改正する場合、要綱を改正する起案を担当者が決裁をもらい、その後にその要綱で

もって委員長が選考委員会を開催して再度審議して、適当であるという意見をもって、

それを町長に届ける、それが手順だと思いますが、なぜ５日後の、先ほど17日に改正
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したとありましたけれども、改正をしてすぐそれを執行できるのであれば、選考委員

会は要らないのではありませんか。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

その委員会の中で、大使を任命する条件、任命するものであれば、要綱の改正が必

要であると。その要綱の改正の内容としては、国際交流の分野を付け加えるとよろし

いのではないかということで、その委員会の中で、そういった総意の下で条件がつい

たので、その部分を付け加えて行ったというものでございます。

〇14番（竹原 義人君）

それでは、何でその前のアラン・フォレストさんは、その前に大使に任命されてい

るのですか。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

当時もアランさんの任命をするときには委員会を開催いたしまして、各委員、各所

属長、課長にお諮りをしております。その際は、そういった意見は出なかったもので

すから、要綱のところの精査までは抜けが生じていたということになります。

以上でございます。

〇14番（竹原 義人君）

それではあんまり身勝手です。そのとき出なければそれでいい、出た場合は担当課

で改正する。では、要綱も要領も当てにならない、勝手に改正されるということにな

るわけですので、非常に不透明極まりない。私が情報開示請求した件でも、請求から

交付まで、決裁が必要なのでとの理由で10日間かかりました。ところが、今の改正は

たった１日、誰も見ていません。どう改正したのか。先ほど聞きましたけれども、ど

のように改正したのか、もう一度お願いします。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

要綱をどのように改正したかということでございますが、現在の要綱第１条の目的

及び第４条の委嘱に定める内容に国際交流分野での定義がなされていないということ

であります。委嘱に当たっては、要綱の改正が必要ということでございます。改正に

ついては、国際交流分野を範囲の中に入れたということで改正をしてございます。

以上でございます。

〇14番（竹原 義人君）

私が聞きたいのは、総務課長が一人でやったということですね。それでは、総務課

長に伺いますが、三戸町庁内会議要領の第１条、ちょっと読み上げてください。

〇副議長（佐々木 和志君）

竹原議員、すみません、聞き取れなかった、もう一回お願いします。

〇14番（竹原 義人君）

三戸町庁内会議要領の第１条、これは基本中の基本です、三戸町の。当然総務課長

は頭に入っていると。
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〇副議長（佐々木 和志君）

暫時休憩します。

（午前１１時１５分）

休 憩

（午前１１時１７分）

〇副議長（佐々木 和志君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

大変申し訳ございません。私の頭の中には現在入っておりませんで、資料のほうも

今持ち合わせがございませんので、後ほどお知らせしたいと思います。

〇14番（竹原 義人君）

先ほども申しましたが、基本中の基本です。では、私が読みます。「町行政運営の

基本方針及び重要施策を審議、決定するとともに、各課間の総合調整並びに相互の連

絡を図り、統一ある町政を適正かつ能率的に推進するため庁内会議を設置し、その組

織及び運営について必要な事項を定める」、課長会議です。それと、課長補佐会議が

ございます。町長は、まちづくりのために大きな方向性を示し、それに基づき職員は

計画に基づき事業の起案をします。ですから、職員との意思疎通を十分に図り、意見

を大事に聞かなければなりませ。また、各種委員会、審議会等で出された意見は、町

長はそれに沿って遂行しなければなりません。そういう意味で今聞いたのですが、た

だ単独でできる、課長単独でできる、町長単独でできる、このような運営では、とて

もではないけれども、どういう改正をするのかさえ分からない。教育長は分かりまし

たか。改正を……

（何事か言う者あり）

〇総務課長（武士沢 忠正君）

要綱の改正の手順についてでありますが、今回大使として委任をする際に当たって、

委員会にお諮りをしました。そうしたところ、要綱に該当する部分がないので、その

状態では委員に任命できないのではないかということでございます。それで、もし任

命する方向で検討するのであれば、要綱の改正が必要ですよねというのが委員会の中

で発言がありました。それを受けまして、素案というか、もともとの要綱案をつくっ

たのが総務課でございますので、総務課のほうで改正を行いました。その改正を行っ

たということの確認はしておりませんけれども、その委員会の中で出た意見のとおり

改正をしてございますので、特に事務的には問題はないのかなと思っております。

先ほど竹原議員からお話がありましたが、庁内会議はありますけれども、そこから

委任されてふるさと応援大使の要綱というものがございます。組織もメンバーも課長

級で同じでございますので、その辺はご承知いただきたいなと思います。

〇14番（竹原 義人君）
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議事録を請求したときに、今の内容をしっかり出してください。

それから、まだあるでしょう、その委員の発言が。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

このほかの発言、私の記憶にはちょっとございませんので、ご了承いただきたい。

〇14番（竹原 義人君）

何で私にばかりしゃべらせるのか。ふるさと応援大使でなく、国際交流親善サポー

ターなどではいかがでしょうかという意見はありませんでしたか。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

大変失礼いたしました。それは、ほかの制度があると、ほかの町村とかでもそうい

った国際親善大使みたいな制度はあるというのは、会議の中では出たことはあります。

（「何で私が議事録請求した……だってそれに基づいて私質問

しているんだから、質問にならないでしょう。発言はこっ

ちだけでしているし、時間はなくなるし。でも、それだけ

やってられないから」と言う者あり）

〇14番（竹原 義人君）

それから、先ほど町長は、議員からも国際交流委員会に入っている。では、議員が

今行きました、国際交流委員会として。議会に入れた旅行届、目的、三戸町国際交流

推進員として姉妹都市であるオーストラリア、タムワース市への総合訪問交流事業の

ため、これです。議会からどうのこうのとか入っておりません、目的は。答えてくだ

さい。

〇町長（松尾 和彦君）

大変申し訳ございません。言っている意味がよく分からなかったので、もう一度お

願いします。

〇副議長（佐々木 和志君）

町長、反問権。

〇町長（松尾 和彦君）

ただいまの竹原議員の質問の趣旨が分からなかったので、改めて問いたいと思いま

す、反問権を使って。

〇副議長（佐々木 和志君）

ただいまの反問権、許可します。

竹原議員は、再度……

（何事か言う者あり）

〇町長（松尾 和彦君）

ただいま議長からのお許しを得て、反問権ということになりますが、ただいま竹原
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議員からの質問の意味がちょっとよく分かりませんでしたので、改めてお願い申し上

げます。

（「これは時間になんなかったよね」と言う者あり）

〇副議長（佐々木 和志君）

竹原議員、説明願います。

〇14番（竹原 義人君）

私は先ほど来、議会にも、もちろん町民にも説明がなかった、前の130周年記念事

業のときもそうでした。議会に、議員に説明がなかった。副町長は、していたものだ

と思った、すみませんでしたという、今も私はそのあれだと思っています。なぜか。

議会に説明もなかった、意見も求めなかったと質問をしたときに町長は、議員から国

際交流委員会に入っているので、それで説明になっているというふうな答弁でありま

す。入っているのだから、議員はいるのだと。ですが、議員は議会に旅行届等を出し

ております。議会からの派遣ではありません。あくまでも町長部局からの派遣になり

ます。そして、目的にも三戸町国際交流委員として姉妹都市、オーストラリア、タム

ワース市へ相互訪問交流のためというふうに載せています。ですから、戻ったのです

が、行ったり来たりして申し訳ありません。そこを議員に説明しているのだという趣

旨にどう結びつくのかという質問です。

〇副議長（佐々木 和志君）

反問に対する回答がなされましたけれども、これでよろしいですか。

〇町長（松尾 和彦君）

どの話かと、今ちょっと混乱してしまったので、大変申し訳ございませんでした。

そもそもタムワースへの訪問については、今年度の当初予算の際に予算を盛ってお

りますので、そこの中でるるお話を申し上げ、また５月の渡航の準備の際にも説明は

していることと思っております。ただ、今回の出立に関しては、年度の期限がもう限

られていること、そしてまた時期が近かったということもあり、大変時間としてもタ

イトな中でやったことでございます。

ただしかし、国際交流委員会の運営の仕方であるとか、そこに対しての出し方等、

以前からのやり方を踏襲させていただいているものと私としては認識しておりますの

で、今竹原議員のほうからお話を、それはおかしいのではないかと言われても、何が

おかしいのかというところで、私としても非常に困惑をしているところでございます。

〇14番（竹原 義人君）

困惑することはありません。三戸町の仕事としては、町長の仕事、職員の仕事は条

例、それから要綱、様々あります。それらにのっとって仕事をすれば、そんなに困惑

することはありません。今のは、それを自分の都合がいいように改正する、それらが

おかしいと私言っているのです。改正したら改正したで、皆さんで、その委員会で審

議をして改正する。これでいいのか、そういうふうにあるのが役所ではありませんか。

そして、私が請求したものに対して出ていなかった。それが今総務課長が、そういえ

ばそういう意見があった、これでは私の時間が貴重です。行政文書をしっかり出して

ください、そういう場合は。正直にオープンにするということが基本です。
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今回のふるさと応援大使任命委嘱に関しては、町長の優先順位、これに判断が早ま

ったのではないかと私は思います。本来三戸町庁内会議要綱、目的第１条、また三戸

町ふるさと応援大使設置要綱を慎重に尊重して決定すべきであり、ふるさと応援大使

任命委嘱からの何らかの事情で、最優先になってしまった、決定を急いだ、私はそう

判断しております。次の機会にまた質問させてもらいますので、よろしくお願いしま

す。

それでは、議定書の認識について町長から伺います。

〇町長（松尾 和彦君）

先ほどもご答弁申し上げましたが、毎年おおむね４年ごとに議定書の取り交わしと

いうものは行われていると思います。内容については、相互交流に関する詳細な取決

め事項や費用負担等についてが主なる内容となっております。認識というのはその程

度で、そういうことなのかなと思います。

〇14番（竹原 義人君）

議定書、国家間の条約になります。それほど重要な書類とみなさなければなりませ

ん。そういう重要な議定書を更新する、その認識はどうなったのか。そのくらいしか

なかったというのでは話になりません。

それでは、いつの時点で議定書更新の予定が組まれたのか、先ほど答弁いただきま

したけれども、再度お願いします。

〇町長（松尾 和彦君）

議定書の認識でございますが、先ほども答弁の中でも少し触れさせていただきまし

たが、これまでやってきたやり方を踏襲しているということをまずご理解をいただき

たいと思います。その上で、時期については……暫時休憩お願いします。

〇副議長（佐々木 和志君）

暫時休憩いたします。

（午前１１時３３分）

休 憩

（午前１１時３４分）

〇副議長（佐々木 和志君）

休憩前に引き続き会議を開きます。

〇町長（松尾 和彦君）

失礼いたしました。議定書の更新については、令和４年２月にタムワース市側から

今回案が示されたことを受け、令和４年３月17日に三戸町国際交流推進委員会を開催

し、ご審議をいただき、了承を得たものでございます。

〇14番（竹原 義人君）

それでは、議定書は３月に組まれたと言いましたけれども、タムワース市は世界に
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たくさんの姉妹都市がございます。三戸町はその中の一つです。でも、三戸町はタム

ワース市だけでありますので、規模や条件が違いますから、今こそ形式的な、先ほど

町長は形式的だと、形式的な協定書でなく、町民も喜ぶ効果、実行力のある協定書に

見直して更新する機会ではなかったかと思いますけれども、どのような考えで、今の

ような考えで臨んだわけですか。

〇町長（松尾 和彦君）

まずは、コロナ禍が明けて、また再び国際交流を進めることができるかと、まずそ

こが非常に大事なところだったと思います。また、当初予定をしていた部分も、これ

までコロナの関係で延期になったり、開催できなかったりということも、これまでも

多々ありました。そういうことから、今回訪問の際には現地の状況を確認し、現地の

意思を確認し、やってきているところでございます。

ただいまのご質問の趣旨は、その議定書のところについてだと思うのですが、議定

書の内容等につきましても、旅費の規定であるとか、そういったところが主なところ

でありますので、議員がお話をしたい内容と議定書というのは、特段の関わりはない

というふうに考えてございます。

〇14番（竹原 義人君）

ですから、それを結ぶために町長と市長が慎重に協議をするわけです。今までこう

だったからそれでいいやいうのもありです。でも、一歩進めようと思ったら交渉しな

ければなりません、協定書ですから。そこを私は、今までは協定書でしたけれども、

議定書という言葉が載りましたので、重く感じているのだなという思いで質問をして

おります。それが単なる前からのそれを踏むのだということであれば、それはそれで

三戸町町民の方々が判断することですから、我々は町民が望むことを入れなければな

りません。先ほどの総合振興計画もそうです。町民の方々の意見を反映させるために

計画書をこしらえるわけですので、議定書も三戸町町民がどう思うかという議定書に

ならなければならないのではないでしょうか。

それでは、訪問団について伺います。公式訪問団を国際交流委員からと決定したの

は誰で、いつの時点でしょうか。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

公式訪問団の決定についてでありますが、決定については三戸町国際交流推進委員

会で決定をしております。いつかということにつきましては、訪問団の選考につきま

しては令和４年の12月９日に三戸町国際交流委員会を開催し、選考等についてお諮り

をしたということになっております。

以上でございます。

〇14番（竹原 義人君）

まず、国際交流委員会が決定した。４年12月９日、選考委員会で決めたのだとあり

ますが、なぜ国際交流委員会で決めなければならないのか。これは、三戸町とタムワ

ース市との相互交流ということでありますので、町で決めるべきことで、国際交流委

員会に諮ることではないと私は思います。それから、国際交流委員会で訪問者の選定

をしている、これも国際交流委員会で選定するべきものではないと私は思います。

それと、選考するに12月９日、19日では大変遅過ぎます。この点について答弁願い

ます。



- 89 -

〇町長（松尾 和彦君）

国際交流委員会に推薦をお願いした件でございますが、私のほうでどのように今回

の訪問団を結成するべきかということをちょっと担当同士で話しましたら、まず国際

交流委員会に諮らなければならないと、そういうふうなことをお聞きしました。その

上で、国際交流委員会を開催させていただいて、現下の為替の状況、また物価高騰の

状況等で、今回の当初予算で取ってある予算額、そこの中で収めるためには、ちょっ

と人数の制限も考えなければならないし、１人の金額が、非常に大きく為替が変動し

ていた時期でありますので、これは行かれる方にとっても不安であろうということで、

公費の負担ということの考えも示させていただいて、委員会に諮ったものでございま

す。

〇14番（竹原 義人君）

それでは、国際交流推進委員会の仕事、国際交流委員の果たすべき職務は何でしょ

うか。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

三戸町国際交流推進条例というものがあります。その中で、目的第１条ということ

で、「国際交流に関する施策を総合的かつ計画的に推進することにより、町の国際意

識、理解を醸成し、地域のイメージを国際レベルで高揚させ、国際社会における地域

アイデンティティを確立し、国際化に対応した豊かで住み良い町づくりに寄与するこ

とを目的とする」、こういったものについて取り組むために委員会の設置をして、委

員の皆様にお願いをしているということでございます。

〇14番（竹原 義人君）

もっと正確に答えてください。町長が委員会に諮問しなければならない事項、国際

交流推進の策定及び変更に関する事項、外国等の姉妹都市締結に関する事項、それか

ら国際交流推進団体の認定に関する事項、これは諮問した場合は、これらを行います

が、町の代表として参加するのだ、そういうふうなことはございません。今の町と市

の条約でありますので、それは町で行うべきであって、公務です。町の公務として出

張目的に合わせて、例えば行政の代表、議決機関の代表、中学生が今たくさんやって

いますので、教育委員会代表、学校でもいいです。それから、例えば農業委員会の代

表でしょう、それらの組織の代表が行けばいいわけです。今回は幼児教育のオンライ

ン化がありますので、それらの施設の代表でもいいです。そうすれば、１か月を待た

ないで町長が戻ってきて済む。タムワース市とのオンライン交流ができたかも分かり

ません。そういう点で、分からない方々が行っていますので遅れるのです。どうです

か。

〇町長（松尾 和彦君）

町民に幅広く募集もしたりということも当然あろうかと思います。ただ、今回まだ

日本はコロナ禍という、オーストラリアはもう解除になっている、そういう状況の中

で、それこそ今議員がおっしゃっている幼児教育の施設の方々であるとか、子育て中

の方々であるとか、あるいは福祉に関係する方々であるとか、様々施設の都合で、や

はりそれは、渡航とか、それというのは非常に難しかったのだろうというふうに思い

ます。様々な要件を考えた際に、国際交流委員会のほうに判断をお願いして、よしん



- 90 -

ば誰も出なければ、私と担当者のみで行く覚悟でもおりました。コロナ禍の中であり

ますので、そういったことも覚悟も考えながら諮問をしたところでございます。

〇14番（竹原 義人君）

先ほど12月９日、19日に開催したというのは、遅過ぎませんでしたかという答弁が

来ていません。

〇町長（松尾 和彦君）

時期の部分についてちょっと答弁が抜けておりまして申し訳ございません。

この期間になったのは、タムワース市との日程調整、そしてまた飛行機の予約の関

係、そういった諸事情がございまして、緊急の形にはなったところではございますが、

これは全てスケジュールの関係で、どうしても短く見えるというところでございます。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

先ほど私のほうから答弁申し上げましたが、12月９日に決定という表現でありまし

たが、ちょっと不正確でありましたので補足させていただきます。

まず、令和４年の11月にタムワースから公式招待の訪問がありました。その後、12

月９日、三戸町国際交流委員会を開催いたしまして、訪問する方の選考を協議してお

ります。その後再度12月19日、委員会を開催して、最終の決定ということになったも

のでございます。

以上でございます。

〇14番（竹原 義人君）

町長は、町民の意見を最大限聞くと、そして今町にはそういうあれが入っていない

というお答えでしたが、私のほうにはたくさんの電話が入っています。私はお答えで

きませんので。それはなぜか。令和元年に県議会選挙がありました。同年６月26日の

新聞にこのように、これは新聞でございますので、皆さんご存じだと思います。新聞

が出ました。「元三戸町議６人書類送検」の記事であります。町長にこれを私が初当

選のとき見解を伺いました。そうしたら町長の見解は、「連日の報道により全国から

注目を浴び、町民の皆様をはじめ関係する皆様へ大きな不安、不信を抱かせることに

なり、大変残念な結末を迎えることになりました。町を代表する長として重く受け止

めるとともに、今後町民の皆様の不安、不信を取り除くため、町政の運営をしっかり

行ってまいります」、このような答弁をいたしております。今回町を代表して公式訪

問した方に、この件に関係する方がおりますが、公費を使う公式訪問団選考について、

令和元年９月議会の答弁と整合性が薄いと感じますが、町長の見解をお聞きします。

〇副議長（佐々木 和志君）

竹原議員に確認します。今の質問の趣旨は、そういった対象の方が町の公費を使っ

てこういう事業に参加したことがおかしい、間違いであるという趣旨での質問ですか。

（「間違いであるとは言っていません。どう考えているのか、

私は権限ありませんので、間違いとか間違いでないとかで

はなく、新聞にこういうふうに掲載されています。全国紙

に載っていますので、そういう町長の見解として。私が１

回目に質問したときに、そういう答弁しました。ですから、
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しっかりと受け止め、それらを取り除くために町政をやる

という答弁について質問しました」と言う者あり）

〇14番（竹原 義人君）

補足します。

町長は、大変な結末を迎えることになりましたと答弁しています。その記憶がもう

残っていないのか、道義的責任を感じていないのか、併せてお願いします。

（「今回の訪問は、三戸町の公務である、そして公費、税金を

使っております。ですから、それでも構わないという見解

であれば、それはそれでいいと思います」と言う者あり）

〇副議長（佐々木 和志君）

そのことに関して、町長の見解を問うということでよろしいですか。

（「はい」と言う者あり）

〇町長（松尾 和彦君）

私ども行政の仕事をさせていただく者とすると、そこの中で一番尊重しなければな

らないのは、日本国憲法であります。日本国憲法の中におきますと、基本的人権であ

ったりというのが第３章ということで、日本の法律体系の一番最上位に来るものでご

ざいます。

今回竹原議員からお話をいただいている点については、法的に何ら問題がないとい

うことでありますので、当方としてはそのように対処をしたということでございます。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

公費を使うことの是非についてご答弁を申し上げます。

公職選挙法の違反による制裁というものは、公民権の停止に限定がされているとこ

ろであります。公民権というものが内容は何かということにつきましては、選挙権と

被選挙権が一定の期間制限されるというものでございます。こちらの公費までの制限

ということの表現はございませんので、公民権の停止が公費を使うということには連

動していないということでございます。

〇14番（竹原 義人君）

そういう見解ならそれで、私も町民に対して、そういうふうな説明ができますので、

そういうふうにさせてもらいます。

今回の訪問は、令和４年３月予算委員会での招待があり、４月に５名が訪問すると

いう当初からの計画が延びてきたものですか。

〇町長（松尾 和彦君）

従前からお話を申し上げておりますとおり、５月の予定が延びたものでございます。

（「４月中旬」と言う者あり）

〇町長（松尾 和彦君）
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大変失礼いたしました。４月中旬ということでございます。タムワースのカントリ

ーミュージックフェスティバルの50周年という中で、訪問を依頼されたということで

ございます。

（「カントリーミュージックフェスティバルは１月じゃない」

と言う者あり）

〇副議長（佐々木 和志君）

竹原君、挙手をしてから発言願います。

（何事か言う者あり）

〇副議長（佐々木 和志君）

挙手してから発言願います。

〇14番（竹原 義人君）

いや、今町長がカントリーミュージックフェスティバル５月と言いましたので、１

月ではありませんか。

〇町長（松尾 和彦君）

当初カントリーミュージックフェスティバルを１月にタムワースも計画しておりま

したが、コロナの関係で参集することができないということで、50周年の記念のカン

トリーミュージックフェスティバルを１月ではなくて、時期を変えてやるということ

で、それに向けて当初予算に盛り込んでご説明をして、また行けない、ちょっと地元

の、三戸、青森県、日本のコロナの状況はちょっと様子を見なければならないという

状況下でありましたので、残念ながらそのところは欠席をさせていただきましたが、

議定書の更新という作業がありますので、とにかく年度内に行わなければならないと

いうことで、その後スケジュールを組んで行ったというところでございます。

〇14番（竹原 義人君）

12月１日時点での旅行計画では、１月24日東京発、25日シドニー、タムワース市へ、26

日タムワース市、27日タムワース、28日タムワース市からシドニーへ、29日シドニー

出発、30日東京となっておりますが、この計画が何で別になったのですか。

〇町長（松尾 和彦君）

まず、それはお互いに日程調整をしている中での仮定の計画ということでご理解を

いただきたいと思います。当初26日にタムワースに入るという考えでありましたが、

実は私どもも今回の件になるまで存じ得なかったのですが、１月26日はオーストラリ

アのオーストラリアンデイということで、日本でいうと建国記念日みたいな、とにか

く全土がお休みであると、そういうことがありますので、26日にタムワースに入って

も行政として対応ができないという、そういう情報がありましたので、そこをずらし

て日程を組ませていただいたというところでございます。

〇14番（竹原 義人君）

私がこの日程表を見ると、タムワース市訪問が目的なのか、シドニー訪問が目的な
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のか、同じになってしまいますので、３日、３日ですから。これに対して、個人負担、

割り勘といいますか、その一部について個人負担というのを考えませんでしたか。

〇町長（松尾 和彦君）

今回の時期の海外への訪問については、その当時の為替であるとか、非常に乱高下

しておりました。そういった関係から、旅費も最終的にどれぐらいになるのかという

のも、変動する中でのお誘いということになりますので、余計な不安を行かれる方々

に与えるのはよろしくないということで、全額公費負担ということで考えさせていた

だきました。

〇14番（竹原 義人君）

それがやはり公費を使う部分、私的な部分、しっかりとわきまえるべきだと私は思

います。訪問費用は全額公費であり、しかも全行程を今確認すると、公務とは思えな

い日程もございます。その公務前の一部行程に対して、全額公費を使うことが適正な

行政運営と町長は考えるのか。費用対効果、最少の経費で最大の効果を上げることが

行政運営の考えではないですか。

〇町長（松尾 和彦君）

限られた予算の中で、最大限の効果を上げてきたものと考えております。

〇14番（竹原 義人君）

それでは、町長が先ほど訪問の目的５つ言いました。その１、２、３は27日で１時

間、１時間、１時間で完結しています。４番、５番は25日に完結しております。あと

の日にちは、では何でしょうか。

〇町長（松尾 和彦君）

私どもでスケジューリングをするのは、日本を発って、まずタムワースに入るまで、

そしてタムワースから出てくるところまでが私どものスケジューリングでございま

す。タムワースに行ってからのスケジュールについては、タムワース市側が交流にと

って大事であろう案件とか、場所であるとか、そういったことを吟味して、タムワー

ス市側が行程を考えていただくというところでございますので、それこそ竹原議員も

以前行かれていると思いますので、その辺の事情はよくよくご存じのことと思います。

〇14番（竹原 義人君）

全く何万円でも出す気はないということだと、完全に私も先ほどのスケジュールを

言ったとおり、２日で完結していますので、市民との交流というのを考えれば、三戸

にタムワース市から市長と委員長をお迎えしたときに観光する場所でなく、一般の生

活スタイルを見たいとの要望で、斗内の林泉寺を見せました。日常のそのままを拝見

し、その後家で靴を脱ぎ、畳の部屋に座るだけでも難儀ながらも、生活の場でくつろ

いでいただきました。それだけで大変喜んでもらいました。そういうことではないで

しょうか。シドニーに３日もいないで、例えば１日タムワースに行って、タムワース

の市役所を頼るのではなく、訪問団だけで市内の散策、見学等、また市民の日常生活

を自由に交流、挨拶をし、生の異国文化体験ができたら、皆さんも貴重な時間を持つ

ことができ、市長も市民も喜び、議定書以上の思いも寄らない成果も出たかもしれま

せん。重要な行政視察になったと思いますが、全て相手任せだったということが言い
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訳ですか。

〇町長（松尾 和彦君）

今竹原議員から、前回三戸町に来られたコル・マーリー市長一行のお話をされたの

だなというふうに感じております。当然私ども行く際には、こういうことを研究した

いとか、こういうことを話をしたいということで、その程度のお話はさせていただき

ます。それによって先方が、自分たちの町のところ、必要なところもそうですが、要

望に合わせて行程を組んでいただくと、そういう流れになってございます。また、今

回特にいろいろ知恵を絞ってタムワース市側の職員の方々は、本当に頑張っていただ

いたのですが、その方というのが３年前にこちらに来て、斗内の獅子舞も見ていただ

いたメンバーのうちの１人が部長として仕事をされて、私たち三戸の受入れを一生懸

命やっていただいたと、そういうお互いの熱い思いがあって、今回の行程になってい

るというふうに思っております。

時間と経費の話をすれば、もちろんそれは飛行機の兼ね合いもありますし、なかな

か議員が思うような事情のとおりにはいくものではありませんが、ただ私ども国際交

流をしていく上では、相手の立場、気持ち、考えというのもお互いに尊重しながら、

求めるところはもっとお互いに求め合い、また助けるところは助け合い、それをやっ

ていける関係ということで私は考えてございますので、そういった面におきましても、

町民全体まで、こうだったよというのを説明するというのは、なかなか難儀なことで

はありますが、ただこれまでもタムワースとの交流の中で、あるいはロータリークラ

ブへの報告であったりとか、いろいろ会っていると思います。思いますが、いろいろ

工夫してきている中で、三戸町政の中でのタムワースとの交流事業のもっと広がって

いくやり方というのは、今後とも考えていかなければならないと思いますし、現在も

そのために何ができるかということを検討しているところでございます。

〇14番（竹原 義人君）

いや、私がオープンにしてください、全て出してくださいというのは、気持ちは分

かりますよね。町長は、この公式訪問の中で出していないもの、スポーツ交流と言い

ましたけれども、町長がゴルフ場を半日しています。１人です。団体で行ったのであ

りませんので、ゴルフをしているということに関して、これはこれでいいですか、中

学生の海外派遣事業でも参加者に自己負担金が、教育長、ありますか、ありませんか。

〇教育長（慶長 隆光君）

お答えします。

10万円の自己負担金がございます。

（「ゴルフの件もちょっとお聞き……」と言う者あり）

〇副議長（佐々木 和志君）

挙手をしてから発言願います。

〇14番（竹原 義人君）

ゴルフの件もお話ください。

〇町長（松尾 和彦君）
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先ほども答弁いたしましたが、相手から求められたものに対して行う行為というの

は、これは大変大事なことだというふうに思ってございます。これが今回はゴルフと

いう中ではありましたが、卓球であったりとか、囲碁であったりとか、それは相手方

がこういうことをしようと、特にほぼ行政のトップの方とのやり取りでありますので、

そういうことをしようというのは、例えば安倍総理とトランプ大統領の関係もあった

りとか、ずっとそれはもう国際的に認められている行為だというふうに思います。と

にかく親善をどうやって工夫してやっていくかというのは、双方に考えながらやって

いくことだと思います。

〇14番（竹原 義人君）

時間ですので終了しますけれども、私が言っているのはオープンにしてください。

オープンにしてください。

ありがとうございました。

〇副議長（佐々木 和志君）

午後１時30分の再開予定をもって休憩いたします。

（午後 零時０９分）

休 憩

（午後 １時３０分）

＜13番 佐々木 和志議員＞

１．人口減少対策について

〇議長（竹原 義人君）

休憩前に引き続き一般質問を続けます。

13番、佐々木和志君。

〇13番（佐々木 和志君）

今定例会における私の一般質問は２件であります。早速通告順に従い、質問に入ら

せていただきます。

１件目の人口減少対策について質問いたします。少子高齢化に伴う人口減少問題は、

本町にとって最重要課題の一つであります。町ではこれまで問題解消に向け、あらゆ

る取組や事業を行ってまいりましたが、高齢化率は増加の一途をたどり、この10年の

間に10％近く上昇し、令和元年には40％を超えてしまいました。また、出生数に関し

ても年々減少し、令和３年度は僅か27人といった危機的な数字となっており、取組の

効果が見いだせていない状況にあると感じます。これ以上の人口減少に歯止めをかけ

るためにも、これまでの取組や事業について検証と見直しをし、さらには新規事業の

必要性についても検討すべきと考えます。以上の考えから、４点について質問いたし

ます。

１点目、町が行ってきた取組や事業の効果についてどのように評価しているか。

２点目、出生数の歯止めが止まらない中、これまで取り組んできた第３子以降の子
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供に特化した子育て支援について、その対象を第２子及び第１子の子供に拡充するこ

とを検討してはどうか。

３点目、少子化問題の解消に関し、国において積極的な取組の姿勢が示され、様々

な事業が実施、検討されている状況にあり、これまで少子化対策に先行的に取り組ん

できた本町としては、国の事業に追従しながらも、さらなる充実を図るべく、積極的

な事業を展開すべきであります。現時点で具体的な新規事業を考えているか。

４点目、人口減少対策において、移住、定住者の増加は大きな効果をもたらします。

移住、定住を促進するため、さらに踏み込んだ取組が必要と考えます。既存の事業の

拡充や新規事業について検討していく考えがあるのか、答弁を求めます。

あくまでも例としてでありますが、就業環境の充実、住環境の整備、移住に関する

支援メニューの拡大、魅力あるまちづくり等について、よろしくお願いいたします。

〇町長（松尾 和彦君）

それでは、佐々木和志議員の質問にお答えを申し上げます。

人口減少対策につきまして４点のご質問でございます。１点目の、これまでの取組

の評価でありますが、初めに第３子以降の子育て支援事業である子育てサポート祝金

の実績についてお知らせいたします。平成30年度の事業開始から５年が経過しようと

しており、出生数は平成30年度が36人、令和元年度は39人、令和２年度は50人、令和

３年度は26人、令和４年度は27人を見込んでおります。このうち第３子以降の割合は、

平成30年度が22.2％、令和元年度は33.3％、令和２年度は18％、令和３年度は15.4％、

令和４年度は33.3％となる見込みであります。多子世帯の経済的負担の軽減を図ると

いう目的の下、第３子以降の出生数の割合が維持できていることから、一定の効果は

あると判断できるものの、全体の出生数の減少に歯止めをかけるまでには至っていな

いというのが現状であります。

次に、２点目の第３子以降に特化した子育て支援を見直し、第１子、第２子へ支援

を拡充してはどうかと、３点目の国の少子化対策に加え、何らかの事業を考えている

かというご質問についてでありますが、少子化対策は単に一つの事業を実施すること

によって解決されるものではなく、その地域に適した子育てのために必要な様々な条

件、環境を総合的に整えていかなければならないものであると認識しております。

そのことを前提に、また財政状況を勘案しながら、これまで保育料の軽減や副食費

の助成、18歳までの子ども医療費の無料化、子育てサポート祝金の支給等、子育て支

援の充実に積極的に努めてきたところであります。しかしながら、ここ数年は新型コ

ロナウイルス感染症の影響が大きく、出生数は全国的に伸び悩んでおり、昨年は日本

全体の出生数が80万人を下回ることが見込まれております。

このことを受けて、国においても少子化対策を強化するとして、出産育児一時金の

増額や出産・子育て応援給付金の創設、こども家庭庁の設置等少子化対策に関する政

策を積極的に推進することとし、現在は児童手当の拡充についての審議が行われてお

ります。当町といたしましては、このような状況を踏まえ、国の動向を注視しつつ、

祝金も含めた町の子育て支援の満足度や意向調査を実施し、ニーズを適切に見極めた

上で、対象者の意向を踏まえながら、必要な事業を拡充、実施していかなければなら

ないものと考えております。

次に、４点目の移住、定住を促進するための事業の拡充や新規事業の取組について

でありますが、町はこれまで移住、定住の促進に当たり、新築住宅や中古物件取得費、

増改築、リフォームに要する費用への助成として、移住定住促進事業補助金を給付す

るほか、移住支援金の給付、空き家バンクの運用など、町への定着を進め、地域の活
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性化を図る取組を実施してまいりました。

また、今年度は東京都内で開催された東北地方の自治体が参加して行われる東北移

住つながり大相談会のほか、青森県が主催する青森県ＵＩターン交流フェアなどの移

住関連イベントに３年ぶりに参加し、移住に関心がある方々とのお話を通じ、地方移

住へのニーズに手応えを感じたところであります。

続いて、令和５年度の移住定住事業についてでありますが、国では移住支援金の移

住要件を満たして転入する世帯に18歳未満の子がいる場合の帯同者加算額が、これま

での１人当たり30万円から100万円に引き上げられたほか、結婚新生活支援事業補助

金では補助限度額が30万円から60万円に増額されております。さらには、対象となる

世帯の所得要件が400万円未満から500万円未満に緩和されるなど、制度の見直しが図

られております。

町といたしましても、令和５年度から支援金額を引き上げるとともに、新婚世帯に

対する補助要件の緩和や金額のかさ上げなど、新たな取組を行うことにより、人生の

新しいスタートを応援するとともに、人口減少、少子化対策に取り組んでまいりたい

と考えております。

今後も国や県の制度を有効に活用し、他自治体の事例についても情報収集を図りな

がら、当町の移住、定住政策の充実を図ってまいります。

〇13番（佐々木 和志君）

１点目の評価に関しては、了解というか、了解しました。

２点目、３点目の第１子、第２子、あと少子化対策に対する事業の拡充に関して、

再質問いたします。第３子以降に特化したこれまでの取組に関して、効果があったと

いうことであります。数字的に見て、そういう判断をしたということだろうと思いま

すけれども、ただ結果的に令和３年度では26人、令和４年度の見込みが27人というこ

の数字が危機的な数字だということで、第３子以降の子供に特化した取組というのは、

その当時提案させていただいた際に、出生数の改善には、まず今ある人口規模、今の

三戸町に在住する子育て世代の方々に支援するということで、出生数を上げようとい

う視点から提案させていただきましたけれども、今回の令和３年、令和４年の20人台

という数字からしても、そこだけにとどまった取組だともう間に合わないということ

で、今回第１子、第２子まで支援の拡充をしてはどうかということを質問させていた

だきました。

事業をやった場合の結果、やらなかった場合の結果というのは比較はできないわけ

で、あくまで最終的な数字でしか事業の効果というものを判断できないと考えていま

すので、それでいけば最終的に20人台の出生数になったということに関しては真摯に

受け止めて、これからの事業を考えるべきだと思います。

そこで質問なのですけれども、第１子、第２子に対しての支援拡充、今後の考え方、

取組について、もう一度確認の上で答弁をいただきたいと思います。

〇町長（松尾 和彦君）

ただいまご質問いただきました第１子、第２子の部分についてでございます。

まずもって議員からもお話がありましたように、今、日本の出生率全体では1.3と

いうことになっております。これは、人口が増加をしていくと言われている2.1から

考えると、本当に非常に遠い数字ということになります。でありますので、確かにコ

ロナの影響で全体的な出生数は下がっているという事実は認めながらも、何かしらの

対策は講じていかなければならないと、その思いでは同じ考えでございます。
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第１子、第２子つきましては、今国のほうで出産前と出産後に対して、５万円、５

万円の支援金というのを出してくるというふうに言われています。正確な情報はまだ

入っておりませんので、そういった国の支援のやり方等が決まった段階で、また改め

て考えていきたい。また、答弁でも申し上げましたが、第３子の支援をしてからもう

５年も経過をしているという状況でありますので、ここでしっかりとした調査を行っ

て、様々な面での町の子育て支援に対しての必要性を検証して、いいところに対して

の支援という組合せをしていかなければならないなというふうに考えているところで

ございます。

〇13番（佐々木 和志君）

出生数の減少というのは様々な要因があって、取組の仕方も様々、答弁にもありま

したけれども、個人の方々のライフスタイルだとか、人生に対する価値観だとか、い

ろいろありますけれども、それはそれとして、ただ実際に結婚なさって子供を持って

子育てをするという世帯の方々が一番危惧しているのが、やはり経済的な負担だとい

う、これは統計でも８割の子育て世帯がそういう不安を抱えているというような数字

が出ていることから、やはりそこには国は当然ですけれども、特に人口減少、出生数

の低い地方の郡部の自治体では、考えるべきなのだろうなというふうに思います。

その中で、国が様々子育て支援、出生数の解消に向けて、先ほど申し上げたいろい

ろな取組をしていき、それを見ながら町のほうもというお話がありましたけれども、

１点申し上げておきたいのは、国が取り組むそういう各種事業、支援策というのは、

基本的に全国画一的な取組であって、その中で、では本町が出生数を上げるのは、移

住、定住のほうにもつながりますけれども、移住者を増やしていくというのであれば、

単に国の事業を受託事務としてただ受けるというのではなくて、それにまたさらにか

さ上げをしたというか、そういうものを加えて、他との違いを出していくということ

が必要になってくるのではないかなというふうに思います。

いずれ国のほう、先ほど児童手当のことに関しては、今後国のほうが方向性を出す

と思いますけれども、まずそれをそのまま、ただ町がトンネルして出すというのでは

なく、一番は金額的なものの部分をもっと増やす、もしくは付加サービスをつけると

いうことを考えていくべきだと思いますけれども、その点について今時点の考えでい

いので、答弁ができたらお願いしたいと思います。

〇町長（松尾 和彦君）

それでは、ご答弁を申し上げます。

先ほどるる移住、定住事業であるとか、そういった話の中で町の考え方というもの

もご答弁をさせていただきましたが、この移住定住促進事業の拡充という部分につい

て、町として独自に考えたものでございます。これまで、令和４年度までは、国の結

婚新生活支援事業というのがあったのですが、これについては30万円支給になるので

すけれども、国が２分の１、自治体が２分の１というものでございました。そして、

令和５年度からは国が30万円、町も同じく30万円を負担することで、合計60万円の事

業になることになっております。町としては、今回この結婚新生活支援事業に呼応す

る形で、新婚加算というものを50万円、これを町から加えて、令和４年度では上限250

万円だった移住定住促進事業が、令和５年度から最大360万円、新築の場合ですけれ

ども、支援をしていこうというふうに考えております。対象となる方は、国の制度で

は39歳までの年齢条件が設定をされておりますが、今回町へ移住、定住された方であ

れば、年齢についての制限は設けないことと考えております。
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また、結婚新生活支援事業ということですが、初婚、再婚の区別も問わないという

ことに考えてございます。これは、例えばどういうことかというと、出産年齢を過ぎ

た場合にあっても、養子縁組など子供を養育することがまず可能と考えることから、

人口減少への対策として、家族の単位が増えること、養育する者が増えた場合に住環

境が改善されることというものが、三戸町として重要であると考えているところによ

るものでございます。詳細については、要望に応じて担当のほうからご説明を申し上

げますが、一人一人への支援に対してのものは、国からの今の支援の状況を確認しつ

つ、今ゼロ歳から18歳までやっている三戸町の支援に対して、あと結婚の新生活の応

援をしていこうというところを今回押さえていきたいと、そのように考えてございま

す。

〇議長（竹原 義人君）

暫時休憩します。

（午後 １時５１分）

休 憩

（午後 １時５２分）

〇議長（竹原 義人君）

休憩前に引き続き一般質問を続行します。

〇13番（佐々木 和志君）

新婚世帯に対する補助要件の話いただきましたけれども、考え方は先ほど申し上げ

た内容に沿っているものであって、その事業内容に関しても、とてもいいことだと思

います。その考え方に沿ってそのまま、先ほど申し上げた国のいろいろな事業等を町

なりに拡充し、少しでも効果があるような方向で進めていただければというふうに思

います。

それと、移住、定住に関しては４点ほど例を挙げて質問させていただきましたけれ

ども、住環境の整備に関しては先ほど説明いただきました。これに関しては、特にこ

れまで議会でも様々具体的な近隣町村の取組等を紹介しながら提案させていただいた

のですけれども、それによって確実に結果を他町村では残しています。本町もそうい

うふうな、具体的な目に見えた数字で表れるような取組をしていただければなという

ことであります。

移住に関する支援メニューで、その部分においても今町長のほうから答弁いただい

て、大変いいことだと思うのですけれども、仮に住宅を持たないにしても、家賃補助

の是非に関しては様々な意見はあると思うのですけれども、以前は家を建ててもらう、

そして永住してもらうというところに着目したほうがいいのではないかというふうな

話もさせていただきましたけれども、ここまで人口が減ってくる、高齢化率が上がり

出生数が下がっているというのであれば、以前行っていた家賃補助等もちょっと視野

に入れてもいいのかなというふうに思います。今度は、それに関わる引っ越し費用の

補助等々、支援できるようなメニューというのは考えれば結構あると思うので、課内

のほうで検討していただきたいと思います。

魅力あるまちづくりについてですけれども、これも何をもってまちづくりと言うの
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かというところで、考え方はいろいろあると思います。現在三戸町では、11ぴきのね

こによるまちづくりを進めています。ただ、現実問題、11ぴきのねこだけで、では三

戸町に移り住んでみようという方々がどれぐらいいるのかという問題もあります。最

初の答弁にもありました様々な観点からの取組、総合的に考えるというのはそのとお

りだと思います。その一つとして、やはり魅力あるまちづくりというのも考えていく

べきで、例として今三戸城跡が国指定を受けたということを契機に、町なかの景観を

城下町風に変えていく、かなりハードルの高いハード事業ですけれども、あと歴史を

テーマとした施設を造るといったことも考えてもいいだろうし、一番は何より特色の

あるまちづくりというところに着眼して、事業を進めていっていただければというふ

うに思います。

あとは、先ほど新婚世帯に対する補助要件の緩和と金額に関してなのですけれども、

ちょっとばばっと金額のほうを並べていたので、例えば東京からでもいい、近隣町村

からでもいい、その方が移り住んできて結婚する、もしくは結婚して移り住んでくる、

それだけで言えば、そこには先ほど言った年齢的な制限以外は何もかからないという

ことで理解してよろしいですか。

〇まちづくり推進課長（中村 正君）

佐々木議員の新婚加算の件につきましてご説明を申し上げたいと思います。

先ほど町長からもありましたように、移住定住促進事業補助金、これに新たに新婚

加算というものを新設いたしまして、人生の新しいスタートを応援して人口減少、少

子化対策を図り、定住を促したいというものでございます。例えばの例で申し上げま

すと、移住者の方で新築住宅を取得したいというふうになった場合には、これまでの

移住定住促進事業補助金の中に基本額が150万円ございます。町内の住宅施工業者に

お願いすると、これに加算として25万円、さらに中学生以下のお子さんがいる場合、

１人につき25万円で、最大３人までの75万円、これに新婚加算の50万円が加算できる

というものでございまして、さらに結婚新生活支援事業の補助金の対象になるという

方は、夫婦のいずれかが39歳以下、世帯所得500万円未満、これは令和５年度からの

概要になりますが、新婚世帯の方はさらに60万円をもらうことができるので、最大360

万円の移住定住補助金が受けられるというものでございます。

この新婚加算が受けられる条件といたしましては、婚姻日から２年以内に新築住宅、

中古物件の取得もしくはリフォームの補助金の申請をすること。次に、夫婦のいずれ

かが過去に同様の補助金の交付を受けていないこと。先ほど町長からもありましたよ

うに、初婚、再婚は問わないということと、年齢制限は設けないというもので、現在

検討しているところでございます。

以上です。

〇13番（佐々木 和志君）

かなりインパクトのある事業だというふうに思います。問題は、どのように周知し

ていくか、どのように移住、定住に結びつけていくかというところも課題だと思いま

すので、その周知の仕方を併せて検討していただきたいというふうに思います。

まず、人口減少に関して最後に申し上げますけれども、人口が減って、おとといの

新聞にもかなりインパクトのある数字が出ましたけれども、60歳以上の人口でいえば、

この10年間でほとんど変わっていないわけであって、ただその中で高齢化率はどんど

ん上がっていくということは、出生数の減少もそうですけれども、一番考えるべきは

子育て世代、生産人口層の減少だと捉えるべきだろうなと考えれば、移住、定住に関
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しては、今言ったことはもちろん評価しますけれども、今後においてもさらにその事

業を拡充していく必要があると思いますので、常に必要性を協議しながら、年度中で

も新しい事業が取り組めるようであれば、どんどん取り組んでいっていただきたいな

というふうに思います。

１点目に関しては以上で終わります。

２．空き家等対策について

〇13番（佐々木 和志君）

次、２件目、空き家等対策についてを質問いたします。

深刻化する人口減少や都市部への人口の一極集中により、空き家の増加は全国的な

社会問題となっており、本町においても今後さらに増加していくことが予想されます。

空き家対策の必要性と同時に、空き家や空き地が有効的に活用されるということで、

町活性化にもつながる可能性があるのではないかとの考えから、２点について答弁を

求めます。

１点目、適正に管理されていなかったり、経済的な理由から解体できない空き家等

に対し、国の施策等を活用し、助成できる体制の構築に取り組む考えはあるか。

２点目、空き家等が有効に利活用され、町活性化につながるよう町として具体的な

活用方法や計画策定を検討すべきであると考えます。取り組む考えがあるか。具体的

な施設例として、観光案内所、歴史資料館、休憩所、宿泊施設等。

答弁お願いします。

〇町長（松尾 和彦君）

それでは、ご答弁申し上げます。

空き家対策についてのご質問でございます。まず、１点目の適正に管理されていな

かったり、経済的な理由から解体できない空き家等に対し、国の施策等を活用し、助

成する体制を構築してはどうかについてでありますが、国庫補助事業である空き家対

策総合支援事業の補助要件は２つあり、１つ目は空家等対策計画を策定していること、

２つ目は空家特措法に基づく協議会を設置するなど、地域の民間事業者等との連携体

制を構築することが求められております。現時点では、三戸町はどちらの要件も満た

していないため、令和５年度当初から国の施策を活用することは難しい状況ではあり

ますが、空き家対策につきましては、防災、衛生、景観などから地域住民の生活環境

に影響を及ぼすことから、これらの要件を満たすために令和５年度から準備を進めて

まいりたいと考えております。

次に、２点目の空き家等が有効に利活用され、町活性化につながるよう具体的な活

用方法を検討すべきでないかとのご質問についてでありますが、当町では空き家とな

った住居や店舗を有効利用するため、空き家情報を提供する空き家バンク事業を平

成29年度から運用しており、これまでに62件の物件が登録され、26件の物件が成約に

至っております。また、空き店舗の有効活用により商店街のにぎわいづくりを促進す

るため、空き店舗を活用して開業する事業者に対し、改修費を助成する空き店舗活用

事業を平成30年度から実施しており、６件の事業者から制度を活用していただき、町

のにぎわい創出につながっているところであります。

空き家や空き店舗を活用したさらなる町の活性化につきましては、土地や当該建物

の有効活用について、物件所有者からの相談を受け付けた際には、国の補助制度など

の情報を提供してまいりたいと考えております。また、町が空き家等を観光振興やコ
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ミュニティースペース等の公共性、公益性の高い用途に転用する場合においても、国

の補助制度を有効に活用できる場合がありますので、随時最新の情報収集に努め、検

討してまいりたいと考えております。

〇13番（佐々木 和志君）

１点目に関してなのですけれども、答弁にあったように、空き家対策推進に関する

特別措置法の活用を視野に入れて取り組むと、空き家に対しての対策に取り組むとい

うことで認識はしました。令和５年度中に準備するということでありましたけれども、

早ければ早いほうがいいと思いますので、何とか遅くとも令和６年度の当初には具体

的な事業として予算がつけられるよう、進めていただきたいと思います。

２点目の空き家等の有効な利活用に関してなのですけれども、今回の質問で私が対

象としているというのは、空き店舗での答弁がありましたけれども、そうではなくて、

適正に管理されていない住居の取壊しはもちろん、それをリフォームしてまた使うと

いうことに関しては、１点目の計画の中で含まれると思いますけれども、今中心街の

活性化をするために公共性のある施設を造るために、空き家特措法の支援メニューを

活用すれば、町の単費だけの事業でなく、条件さえ整えば50％、５割の国の補助が受

けられるということであれば、かなり有利なメニューだというふうに考えますので、

それを見込んだ上で、これまでなかなか手をつけてこられた方、町内のそういう観光

案内所や、前々から取り上げさせていただいている宿泊施設等の整備も視野に入って

くるのではないかなというふうに思います。

以前、総務文教常任委員会の所管事務調査で、元の職業安定所を見させていただき

ました。かなり土地の面積もあるし、建物に関しては中までは調査できなかったわけ

ですけれども、もしかしたら改修、改修が難しい場合取壊しとなった場合でも、どち

らにしても町が行う事業に対しては対象になるということで、国の支援が受けられる。

また、二日町の元の旧仮庁舎に関しても町の財産でありますけれども、取壊しの費用

の捻出ができないがために、あのまま放置しているという状況を考えれば、詳しく調

べてみなければ分からないですけれども、それももしかしたら対象になるかもしれな

いということを考えれば、今年度中の取組の中にそういうものも入れて、協議しても

いいのではないかなというふうに思います。その点についてどのように考えているか、

答弁いただきたいと思います。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

ただいま町内にございます大きい施設でありますけれども、旧職業安定所、仮庁舎

の活用を国の補助金等々を活用してできないかというご質問だと思います。

まず、旧職業安定所、ハローワークの活用についてでございますが、もともとは古

くからあそこの場所の土地というのは役場の土地でございまして、それを一旦平成13

年に青森労働局のほうに売却をしております。その後ハローワークのほうが閉鎖され

て、現在は使っていない状況であります。

個人的に思うのですが、ちょうど場所柄も城山の入り口でありますし、ただちょっ

と駐車場は狭いのですけれども、活用の仕方があるのではないかなと思っていたとこ

ろであります。総務文教でのご意見等々もありましたので、現在青森労働局のほうと

協議を進めているところであります。町のほうの活用の現在の案ということでござい

ますが、建物を賃貸、貸していただくか、譲渡していただくかという２つの形が考え

られます。

あと、どういうのに使うかというところでありますが、観光に関わる施設であると
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か町の事務の窓口にするとか、そういうことが考えられるかなと思っているところで

あります。青森労働局のほうには町長が直接訪問いたしまして、町のこういった考え

をご説明させていただいて、何とか活用したいということでお伝えをしているところ

でございます。

〇13番（佐々木 和志君）

元の職業安定所並びに仮庁舎に関しては、当初の通告になかったので、これ以上深

くは求めませんけれども、職業安定所に関しては町のほうが動いているということで

あれば、その実現に向けて、先ほど言った５年度の空き家対策計画の中に入れて協議

していただきたいということと、併せて仮庁舎のほうに関しても、建物をそのまま活

用するというのは現実的ではないというふうに私個人は考えますので、除去というふ

うな形を取って、その後の活用に関しても検討していただきたいというふうに思いま

す。

今回は、空き家対策の特措法を取り上げて質問させていただいていますけれども、

国のほうで出している様々な事業には、これだけではなくまちづくりに対しての支援

メニューというのが様々あります。昔は中心市街地活性化法もありましたし、今は社

会資本整備総合交付金もあります。計画の立てようによってはそれを活用して、城山

を中心とした都市公園計画というのもやってできないわけではありませんけれども、

かなりハードルが高いということで、事務方には苦労をかけるかもしれませんけれど

も、人口減少と同じで今取り組んでおかないと、もう10年スパンではなくて５年スパ

ンでどんどん、どんどん状況が変わっていく社会でありますので、前向きにスピード

感を持って取り組んでいただきたいと思います。

最後になりますけれども、町長の最初の答弁の中で、様々な観点から少子化に関し

ても、人口減少に関しても、取り組んでいかなければいけないという答弁がありまし

たけれども、全くそのとおりだと思います。今回は出生数、移住、定住に関して質問

させていただきましたけれども、人口減少の解消に関しては、これだけではなくて様

々な観点から捉えるべきだというふうに思います。それが先ほど言ったまちづくりだ

とか、教育であるかもしれない、子育て環境であるかもしれない、地域医療であるか

もしれない、そういうのを全て網羅した上で、ようやく効果が出てくるものだという

ふうに考えます。

ただ、それを一つの課だけでやるとなると、その分野が全ての課にまたがるもので

ありますから、今までみたいな取組、この事業に関してはこの課、この事業に関して

はこの課というふうな取組の仕方では、なかなか効果的な、総合的な取組という体制

は難しいのではないかなと。これは以前に申し上げたのですけれども、まちづくりや

移住、定住の全てをまちづくり推進課だけに負わせるのではなくて、人口減少という

ものを一つの総合的な課題として捉えて、各課が連携して取り組んでいくという体制

をぜひとも取っていただきたいというふうに思います。これに関しては通告していな

かったので、意見とはなりますけれども、何しろ人口減少問題に関しては、４年度、

３年度の子供の数が26人、27人だという、その事実を重く受け止めて取り組んでいた

だきたいと思います。

余談になりますけれども、三戸高校を残さなければいけないということで、三戸高

校の１学年の定数が40人の中で、三戸町で生まれてくる子供が27人というのであれ

ば、15年後には恐らくもう三戸高校の存続自体も望めないのではないかなと個人的に

は考えますので、ぜひとも結果にこだわって取組を進めていただきたいと思います。

この考え方に関して、最後答弁をいただきたいと思います。
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〇町長（松尾 和彦君）

このたび佐々木議員からは、少子化対策並びに空き家対策など、今の人口減少の状

況に対しての町の取組、これまでの取組等に対してもお話をいただきました。全く私

ども、まず皆様のご協力とご理解のおかげで、現在ゼロ歳から18歳までの子供たちの

支援という形で、だんだん体系的になってきていると思っております。しかし、数字

にもしっかりと表せるようにという佐々木議員からのお話でありまして、私どももそ

れを評価のポイントとしてしっかり活用していくために、しっかりと調査と検証とい

うのをやっていかなければならないと思ってございます。

確かにこれまで住民福祉課の案件、またまちづくり推進課の案件、健康推進課の案

件、教育委員会の案件、様々な部分で事業は小分けになっておりました。しかし、今

後のさらなる拡充、支援ということを考えていった場合には、これは私が座長になっ

て各担当とのやり取りをしながら、しっかりとこれを進めていく、その体制をつくっ

ていく、そこが一番肝腎なのかなというふうに考えてございます。

先日ある集まりに行った際に、大変たくさんの方々がいたわけなのですが、そこで

非常に若い男性の方から突然声をかけられました。何だろうということでご挨拶に来

たのですが、三戸町は子育てに優しい町ですね、だから私は今三戸町に移住しました

という声をかけていただきました。私はちょっと失念して、いや、どこがよかったの

と聞けばよかったのですけれども、そこまでは聞けずに、ありがとうございますとい

うことでその場は別れたのですが、そういった声もあるようでございます。その声を

励みにして、これからも謙虚にしっかりと取り組んでまいりたいと思います。

〇13番（佐々木 和志君）

頑張ってください。終わります。

〇議長（竹原 義人君）

以上で一般質問を終わります。

10分後再開予定をもって休憩します。

（午後 ２時２３分）

休 憩

（午後 ２時３３分）

〇議長（竹原 義人君）

休憩前に引き続き会議を続けます。

日程第２ 議員提案第１号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例案

〇議長（竹原 義人君）

日程第２、議員提案第１号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の

一部を改正する条例案を議題とします。提案者の説明を求めます。
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８番、藤原文雄君。

〇８番（藤原 文雄君）

議員提案第１号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例案について提案理由を申し上げます。

この改正は、三戸町議会議員の期末手当の支給割合を0.1月分引き上げるため、条

例の一部を改正するものであります。

よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議員提案第１号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議員提案第１号は原案のとおり可決されました。

日程第３ 議員提案第２号 三戸町議会の個人情報の保護に関する条例の制定につい

て

〇議長（竹原 義人君）

日程第３、議員提案第２号 三戸町議会の個人情報の保護に関する条例の制定につ

いてを議題とします。提案者の説明を求めます。

８番、藤原文雄君。

〇８番（藤原 文雄君）

議員提案第２号 三戸町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について提案理

由を申し上げます。

この条例は、議会における個人情報の適正な取扱いに関して必要な事項を定め、個

人の権利、利益を保護することを目的として制定するものであります。

よろしくお願いいたします。
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〇議長（竹原 義人君）

本案は、議員全員による発議でありますので、直ちに採決したいと思います。これ

にご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。

これより議員提案第２号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議員提案第２号は原案のとおり可決されました。

日程第４ 議案第１号 三戸町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について

〇議長（竹原 義人君）

日程第４、議案第１号 三戸町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定につい

てを議題とします。補足説明願います。

総務課長。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

議案第１号 三戸町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について補足説明

申し上げます。

本案は、個人情報の保護に関する法律の一部改正により、令和５年度から同法の規

定が地方公共団体にも直接適用されることを受け、当該改正法の施行に必要な事項を

定めるため、本条例を制定するものであります。

これまで町では、三戸町個人情報保護条例に基づき制度を運用してきたところであ

りますが、当該改正法が直接適用されることを踏まえ、これを廃止し、本施行条例で

は法令において条例で定める必要があるまたは定めることができるとされている事項

を規定することとなります。

条例の概要についてでありますが、第２条第１項では改正法の適用を受ける町の実

施機関について定義をしているほか、第３条においては条例、個人情報ファイル簿の

作成及び公表に係る規定を定めております。また、第４条においては、保有個人情報

の開示等の請求に係る手数料について規定をしており、当該請求に係る手数料は無料

とし、写しの交付に要する費用について実費を徴収する旨を定めることとしておりま

す。最後に、第５条では、改正法に基づく条例の施行状況について毎年度公表する旨

を定めております。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）
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質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第１号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第１号は原案のとおり可決されました。

日程第５ 議案第２号 三戸町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について

〇議長（竹原 義人君）

日程第５、議案第２号 三戸町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について

を議題とします。補足説明願います。

総務課長。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

議案第２号 三戸町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について補足説明申

し上げます。

本案は、町が設置する三戸町情報公開・個人情報保護審査会の組織体制について必

要な事項を定めるため、条例を新たに制定するものであります。

令和５年度から町が直接適用を受ける個人情報の保護に関する法律では、個人情報

の開示請求等について審査請求があった場合、情報公開・個人情報保護審査会に諮問

する旨が規定されております。

町では、これまで三戸町情報公開審査会及び三戸町個人情報保護審査会をそれぞれ

設置し、情報公開または保有個人情報の開示請求等に係る審査請求があった場合に、

各審査会に諮問してきたところでありますが、これらを改正法の規定を踏まえまして

統合し、その組織及び委員について必要な事項を定めるものであります。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。
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（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第２号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第２号は原案のとおり可決されました。

日程第６ 議案第３号 三戸町情報公開条例の一部を改正する条例案

〇議長（竹原 義人君）

日程第６ 議案第３号 三戸町情報公開条例の一部を改正する条例案を議題としま

す。補足説明願います。

総務課長。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

議案第３号 三戸町情報公開条例の一部を改正する条例案について補足説明を申し

上げます。

本案は、三戸町個人情報の保護に関する法律及び三戸町情報公開個人情報保護審査

会条例を新たに制定することを踏まえ、町の情報公開制度と個人情報保護制度の整合

性を確保するため、条例の一部を改正するものであります。

改正の主な内容でありますが、情報公開制度に係る不開示情報について、行政機関

の保有する情報の公開に関する法律に準じた規定とするほか、条例中の公文書の表記

を行政文書に改めるものであります。また、三戸町情報公開・個人情報保護審査会条

例を新たに制定することを踏まえ、本条例中の三戸町情報公開審査会の組織体制に係

る規定を削除するものであります。

なお、個人情報保護制度において、全ての地方公共団体が国法令の直接適用を受け

て一元的に取り扱われることを踏まえ、情報公開制度についても住所や事業所の所在

地等が三戸町内であるかどうかを問わず、何人に対してもひとしく情報を開示し、透

明性の高い組織づくりに取り組む旨を明文化するため、開示請求と開示申出の区分を

廃止することとしております。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）
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質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第３号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第３号は原案のとおり可決されました。

日程第７ 議案第４号 三戸町議会議員及び三戸町長の選挙における選挙運動の公営

に関する条例の一部を改正する条例案

〇議長（竹原 義人君）

日程第７、議案第４号 三戸町議会議員及び三戸町長の選挙における選挙運動の公

営に関する条例の一部を改正する条例案を議題とします。補足説明願います。

総務課長。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

議案第４号 三戸町議会議員及び三戸町長の選挙における選挙運動の公営に関する

条例の一部を改正する条例案について補足説明を申し上げます。

本案は、令和４年４月６日に国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律及び

公職選挙法の一部を改正する法律が施行され、最近の物価の変動を受け、国会議員の

選挙等の執行について国が負担する経費で地方公共団体に交付するものの基準額が改

定をされたところであります。これに伴い、同法律に規定する選挙運動の公費負担に

係る基準単価に準拠している三戸町議会議員及び三戸町長の選挙における選挙運動の

公営に関する条例の一部について、所要の改正を行おうとするものであります。

改正の内容といたしましては、基準単価が改定となった選挙運動用自動車の使用、

ビラ、ポスターの作成に係る単価について、国の基準に合わせ単価の改正を行うもの

であります。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。
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（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第４号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第４号は原案のとおり可決されました。

日程第８ 議案第５号 三戸町特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する

条例案

〇議長（竹原 義人君）

日程第８、議案第５号 三戸町特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正す

る条例案を議題とします。補足説明願います。

総務課長。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

議案第５号 三戸町特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例案に

ついて補足説明を申し上げます。

本案は、町の特別職の職員に係る期末手当の支給割合について、現行の2.95月分か

ら0.10月分を引き上げ、3.05月分とするため、条例の一部を改正しようとするもので

あります。

令和４年の青森県人事委員会勧告では、県の一般職員の期末勤勉手当の年間支給割

合を0.10月分引き上げるよう勧告をされております。県においては、当該勧告の内容

を踏まえた上で、特別職の職員の期末手当の年間支給割合についても0.10月分引き上

げられたほか、三戸郡内のほかの町村においても同様の引上げが実施される見込みと

なっております。これらを勘案し、町の特別職の職員の期末手当についても同率の0.10

月分を引き上げることとしたものであります。

なお、当該改定に伴う影響額につきましては、年間27万8,000円の増額と見込まれ

るものであります。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）
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質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第５号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第５号は原案のとおり可決されました。

日程第９ 議案第６号 三戸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案

〇議長（竹原 義人君）

日程第９、議案第６号 三戸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案を

議題とします。補足説明願います。

総務課長。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

議案第６号 三戸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案について補足

説明を申し上げます。

本案は、青森県人事委員会の勧告に基づく県職員の給与改定に準じ、三戸町職員の

給与について給料表及び期末勤勉手当の改定を実施するため、条例の一部を改正しよ

うとするものであります。

給料表につきましては、30歳代半ばまでの職員が在職する号給について増額の改定

を行うものであります。その引上げ幅は、行政職給料表において月200円から4,000円

までの範囲となります。

期末勤勉手当につきましては、再任用職員以外の職員に係る年間支給割合を従来

の4.20月分から0.10月分引き上げ、4.30月分とし、再任用職員に係る年間支給割合を

従来の2.20月分から0.05月分引き上げ、2.25月分とするものであります。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。
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（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第６号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第６号は原案のとおり可決されました。

日程第10 議案第７号 三戸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例案

〇議長（竹原 義人君）

日程第10、議案第７号 三戸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案を議題とします。補足説明願いま

す。

住民福祉課長。

〇住民福祉課長（馬場 均君）

議案第７号 三戸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例案について補足説明申し上げます。

本案は、子ども・子育て支援法に基づき国が定めている特定教育・保育施設及び特

定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の一部が

改正されたことに伴い、所要の規定の整備をするものであり、公布の日から施行され

るものであります。

改正の内容でありますが、条例等改正資料の24ページ、25ページを御覧いただきた

いと思います。初めに、第26条、懲戒に係る権限の濫用禁止についてでありますが、

民法の懲戒権削除の改正に伴い、当該規定を削除するものであります。

次に、これまで電磁的な方法による文書の交付について規定されていた第５条第２

項から第６項までと、それらを準用していた第38条第２項を削除して、26ページをお

願いします、新たに第４章、雑則を設け、その中に電磁的記録等について規定する第53

条を追加するものであります。この中で、事業者における書面の作成、保存等につい

て、電磁的方法により行うことができることが規定されるとともに、保護者等への説

明、同意等のうち書面等で行うこととされているものについて、電磁的方法により提

供できること等の規定が整備されております。
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以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第７号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第７号は原案のとおり可決されました。

日程第11 議案第８号 三戸町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例案

〇議長（竹原 義人君）

日程第11、議案第８号 三戸町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例案を議題とします。補足説明願います。

住民福祉課長。

〇住民福祉課長（馬場 均君）

議案第８号 三戸町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例案について補足説明申し上げます。

本案は、児童福祉法に基づいて国が定めている家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準の一部が改正されたことから、所要の規定を整備するものであります。

改正の内容でありますが、条例等改正資料の28ページ、29ページを御覧いただきた

いと思います。第７条の２として、安全計画の策定等に関する規定が追加され、児童

の安全確保等に関する安全計画の策定が義務づけられております。

第10条、他の社会福祉施設を併せて設置するときの設備及び職員の基準では、保育

室及び各事業所に特有の設備並びに利用乳幼児の保育に直接従事する職員については

兼ねることができないとされていたものが、その保育に支障がない場合は兼務できる

ものと改められております。

第13条、懲戒に係る権限の濫用禁止についてでありますが、民法の懲戒権削除の改
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正に伴い、当該規定を削除するものであります。

第14条第２項では、感染症等の予防及び蔓延防止に必要な措置を明確化するものと

して、職員の研修や訓練の定期的な実施に係る規定に改められています。

第６章雑則、第49条、電磁的記録が追加され、事業者が作成、保存することとされ

ている書面等の電子化に係る規定が整備されております。

この条例の施行日は、令和５年４月１日で、書面等の記録、作成、保存等に係る見

直しと懲戒権に関する見直しについては、公布の日から施行となります。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第８号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第８号は原案のとおり可決されました。

日程第12 議案第９号 三戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例案

〇議長（竹原 義人君）

日程第12、議案第９号 三戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例案を議題とします。補足説明願います。

住民福祉課長。

〇住民福祉課長（馬場 均君）

議案第９号 三戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例案について補足説明申し上げます。

本案は、児童福祉法に基づき国が定める放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

関する基準の一部改正に伴い、所要の規定を整備するものであります。

改正の内容でありますが、条例等改正資料の30ページ、31ページを御覧いただきた
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いと思います。第６条の２、安全計画の策定等では、児童の安全確保等に関する安全

計画の策定が義務づけられております。

第12条の２、業務継続計画の策定等では、感染症や非常災害の発生時に利用者に対

する支援を継続的に実施するための業務継続計画を策定し、それに基づき必要な措置

を講ずるように努めることとする規定が追加されております。

第13条、衛生管理等では、感染症等の予防及び蔓延防止に必要な措置の明確化、職

員の研修や訓練の定期的な実施といった衛生管理に係る規定が整備されております。

この条例の施行日は令和５年４月１日で、安全計画の策定に関しては令和６年３

月31日までの間は努力義務とする経過措置期間が設けられております。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第９号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第９号は原案のとおり可決されました。

日程第13 議案第10号 三戸町国民健康保険条例の一部を改正する条例案

〇議長（竹原 義人君）

日程第13、議案第10号 三戸町国民健康保険条例の一部を改正する条例案を議題と

します。補足説明願います。

住民福祉課長。

〇住民福祉課長（馬場 均君）

議案第10号 三戸町国民健康保険条例の一部を改正する条例案について補足説明申

し上げます。

本案は、健康保険法施行令等の一部を改正する政令が令和５年４月１日から施行さ

れることに伴い、条例の一部を改正しようとするものであります。
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改正の内容でありますが、被保険者の出産１件につき給付する出産育児一時金の総

額を42万円から50万円に引き上げようとするもので、令和５年４月１日以降の出産に

ついて適用されるものとなります。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第10号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第10号は原案のとおり可決されました。

日程第14 議案第11号 三戸中央病院使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条

例案

〇議長（竹原 義人君）

日程第14、議案第11号 三戸中央病院使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する

条例案を議題とします。補足説明願います。

病院事務長。

〇病院事務長（沼澤 修二君）

議案第11号 三戸中央病院使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例案につ

いて補足説明申し上げます。

本案は、消費税の仕入税額控除の方式であるインボイス制度の開始に係る消費税法

の一部改正に伴い、条例の一部を改正するものでございます。

改正の内容でございますが、消費税法別表第１が別表第２へ繰り下げられるため、

条例中に引用している規定について、引き続き使用する場合は改める必要がございま

すが、当該引用規定自体が現在当院で行っていない予算に係る規定であり、不要であ

ることから、削除するものでございます。

また、産婦人科業務のうち、分娩等平成12年を最後に現在まで実施しておらず、当
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面実施見込みのない業務に係る手数料等を削除するほか、字句の整理を行うものでご

ざいます。

条例等改正資料では、32ページ、33ページに新旧対照表を登載しております。

最後に、施行期日でございますが、今回の改正は町民及び利用者に不利益が生じる

ものではないことから、公布の日から直ちに施行するものでございます。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第11号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第11号は原案のとおり可決されました。

日程第15 議案第12号 三戸町道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例案

〇議長（竹原 義人君）

日程第15、議案第12号 三戸町道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例案を議

題とします。補足説明願います。

建設課長。

〇建設課長（齋藤 優君）

議案第12号 三戸町道路占用料等徴収条例の一部を改正する条例案につきまして補

足説明申し上げます。

本案は、道路法施行令の一部を改正する政令が令和４年12月14日に公布され、道路

占用料の額の改正があったことから、三戸町道路占用料等徴収条例においても同様の

改正を行うものでございます。

道路占用料に関しましては、道路管理者が道路の占用につき占用料を徴収すること

ができ、その額及び徴収方法は政令で定める基準の範囲内で条例で定めることとされ

ております。占用料の額につきましては、国において額の算定基礎となる民間におけ
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る地価水準、地価に対する賃料の変動等を反映した適切なものとするため、見直しを

行っております。

今回の改正は、令和３年度に行われた固定資産評価額の評価替えや地価に対する賃

料の水準の変動等を踏まえ、占用料の額の見直しが行われたことから、当町における

道路占用料の額を国の基準に合わせるものであります。

改正の主な内容でございますが、条例別表第１に定める占用料の確保、道路法施行

令別表に定める額と同様に改めるものでございます。

なお、条例の施行日は令和５年４月１日でございます。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第12号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第12号は原案のとおり可決されました。

日程第16 議案第13号 町道路線の変更について

〇議長（竹原 義人君）

日程第16、議案第13号 町道路線の変更についてを議題とします。補足説明願いま

す。

建設課長。

〇建設課長（齋藤 優君）

議案第13号 町道路線の変更についてについて補足説明申し上げます。

本案は、県営中山間地域総合整備事業により、斗内・寺牛地区に整備した集落道に

ついて県の工事が完了し、県から財産の引渡しを受け、町の所有権移転登記が完了し

たことから、町道として適切な維持管理を行うため、町道認定路線である斗内小学校

線の起終点、道路延長及び道路幅員を変更するため、道路法第10条第３項の規定によ
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り議会の議決を求めるものでございます。

変更の内容でございますが、当該路線の起点、三戸町大字斗内字寺牛87番１を三戸

町大字斗内字寺牛86番２に、終点、三戸町大字斗内字寺牛87番１を三戸町大字斗内字

寺牛55番２に、道路延長59メートルを453.1メートルに、道路幅員を5.4メートルから14

メートルに、４メートルから8.2メートルにしようとするものでございます。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第13号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第13号は原案のとおり可決されました。

日程第17 議案第14号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増

加及び青森県市町村総合事務組合の規約の変更について

〇議長（竹原 義人君）

日程第17、議案第14号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の

増加及び青森県市町村総合事務組合の規約の変更についてを議題とします。補足説明

願います。

総務課長。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

議案第14号 青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び青

森県市町村総合事務組合の規約の変更について補足説明を申し上げます。

本案は、青森県市町村総合事務組合から、当該組合を組織する地方公共団体の数の

増加及び組合規約の変更について、地方自治法第286条第１項の規定に基づく協議の

依頼があったことから、同法第290条の規定により議会の議決を求めるものでありま

す。
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規約の変更の概要でありますが、青森県市町村総合事務組合の構成団体に八戸市を

追加し、共同処理する事務のうち、市町村税等の滞納整理に関する事務について八戸

市及び十和田市を追加するものであります。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第14号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第14号は原案のとおり可決されました。

日程第18 議案第15号 さんのへパークゴルフ場の指定管理者の指定について

〇議長（竹原 義人君）

日程第18、議案第15号 さんのへパークゴルフ場の指定管理者の指定についてを議

題とします。補足説明願います。

教育委員会事務局長。

〇教育委員会事務局長（櫻井 学君）

議案第15号 さんのへパークゴルフ場の指定管理者の指定について補足説明申し上

げます。

さんのへパークゴルフ場は、平成28年10月に開設し、これまで町内外から多くの方

が来場されており、今年度は１万3,180名が利用されております。

指定管理者制度の導入については、町民の健康の増進と交流人口の増加に寄与する

ため、民間の能力を活用し、住民サービスを向上させることを目的に、令和２年４月

１日より導入し、株式会社サンアメニティが管理運営してまいりました。今回、令和

５年３月31日をもって、その指定期間が満了することから、公募により指定管理者候

補者の募集をしたところ、１団体から申請がありました。

候補者の選定につきましては、公募により申請があった者について、本年１月23日
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開催の三戸町指定管理者選定委員会及び２月17日開催の三戸町教育委員会会議の審議

を経て、株式会社サンアメニティを指定管理者候補者として決定したことから、同社

を令和５年４月１日から令和10年３月31日までの間、指定管理者として指定するもの

であります。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第15号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第15号は原案のとおり可決されました。

日程第19 議案第16号 令和４年度三戸町一般会計補正予算（第11号）

〇議長（竹原 義人君）

日程第19、議案第16号 令和４年度三戸町一般会計補正予算（第11号）を議題とし

ます。補足説明願います。

総務課長。

〇総務課長（武士沢 忠正君）

議案第16号 令和４年度三戸町一般会計補正予算（第11号）につきまして補足説明

申し上げます。

本案は、令和４年度三戸町一般会計既決予算額72億9,138万6,000円に歳入歳出それ

ぞれ2,031万円を追加し、予算総額を73億1,169万6,000円にしようとするものであり

ます。

初めに、繰越明許費についてご説明いたします。５ページをお願いいたします。地

方自治法第213条の規定により、年度内に支出が終わらない見込みのあるものについ

て、翌年度に繰り越して使用をするため、予算に定めるものであります。

２款３項戸籍住民台帳費、戸籍情報システム改修委託料は、国からシステム仕様書
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の提示が遅れているため、繰越しが見込まれるものであります。

４項選挙費では、青森県議会議員選挙に係るポスター掲示板設置撤去委託料を追加

しております。

７款１項商工費では、観光施設等改修工事請負費を追加しており、さんのへ春まつ

り前までに鶴池・亀池橋高欄等の塗膜剥離を実施するものであります。

８款１項道路河川費では、工事用資材の納入に時間を要しているため、葛子平橋等

の橋梁補修事業が繰越しとなるものであります。

３項住宅費、町営住宅整備事業では、事業認可に期間を要しているため、繰越しが

見込まれるものであります。

次に、歳入の主なものについてご説明をいたします。７ページをお願いいたします。

１款１項市長村民税では、決算見込みから１目個人町民税を600万円減額し、２目法

人町民税を300万円増額しております。

２項１目固定資産税は、決算見込みから900万円増額し、６款１項１目法人事業税

交付金は350万円を増額しております。

８ページをお願いいたします。10款１項１目地方交付税では、国の補正予算による

追加交付等により１億1,430万5,000円を増額しております。

９ページをお願いいたします。14款２項１目総務費国庫補助金では1,426万3,000円

を減額しております。通知カード・個人番号カード関連事務交付金の減額が主なもの

であります。２目民生費国庫補助金では1,395万5,000円を減額しております。非課税

世帯に対し、５万円を給付する電力等価格高騰緊急支援事業費補助金632万7,000円の

減額が主なものであります。

10ページをお願いいたします。14款２項３目衛生費国庫補助金では78万7,000円を

増額しております。国の補正予算により実施する出産・子育て応援交付金273万9,000

円の追加が主なものであります。

15款１項１目民生費県負担金では202万3,000円を減額しております。教育・保育施

設型給付費の見込みから、県負担金の減額が主なものであります。

12ページをお願いいたします。18款１項１目繰入金では、財政調整基金取り崩し繰

入金5,678万3,000円を減額しております。

20款３項１目雑入では、療養給付費負担金返還金1,294万9,000円を追加しておりま

す。令和３年度分負担金の精算により返還されるものであります。

次に、歳出の主なものについてご説明をいたします。初めに、一般会計全般にわた

ります人件費の補正についてご説明を申し上げます。特別職につきましては、期末手

当の支給率の引上げにより、合計で27万8,000円を増額するものであります。一般職

の常勤職員につきましては、給料表の水準及び勤勉手当の支給率の引上げを行います

が、年間支給実績に基づき、合計で353万5,000円を減額するものであります。会計年

度任用職員につきましては、年間の支給実績に基づき、合計で1,310万6,000円を減額

するものであります。

それでは、15ページをお願いいたします。２款１項２目財産管理費では１億1,609

万円を増額しており、公共施設整備基金積立金の追加が主なものであります。３目総

合行政情報システム導入費では362万1,000円を減額しております。事業完了による行

政手続オンライン申請管理システム導入委託料の減額が主なものであります。

16ページをお願いいたします。２款１項７目企画費では、297万2,000円を減額して

おります。

17ページ、説明欄の18節八戸圏域連携中枢都市圏連携事業費負担金273万円の減額

が主なものであり、三戸中央病院への宿直医師派遣回数の減によるものであります。
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18ページをお願いいたします。２款３項１目戸籍住民台帳費では649万円を減額し

ております。マイナンバーカードの申請状況から、７節記念品の減額が主なものであ

ります。

21ページをお願いいたします。３款１項１目社会福祉総務費では1,612万1,000円を

減額しております。18節の非課税世帯に対する各種給付金の決算見込みによる減額が

主なものであります。

22ページをお願いいたします。３款１項３目障害者福祉費では77万1,000円を減額

しており、支給決定見込みによる身体障害者補装具給付費の増加が主なものでありま

す。５目老人福祉対策費では1,827万9,000円を減額しております。過年度繰出金の精

算等による、27節介護保険特別会計繰出金の減額が主なものであります。

24ページをお願いいたします。３款２項２目児童措置費では1,670万7,000円を減額

しております。施設利用者数の見込みから、19節の保育施設型給付費1,270万3,000円

の減額が主なものであります。

26ページをお願いいたします。４款１項２目予防事業費では832万7,000円を減額し

ております。次の27ページにあります12節の各予防接種費用、新型コロナワクチン接

種費用の減額が主なものであります。

３目母子保健事業費では261万8,000円を減額しております。次のページの28ページ

にあります18節出産・子育て応援給付金410万円の追加は、妊娠届出時、出生届出時

にそれぞれ５万円を給付するものであります。

５目環境衛生費では502万7,000円を減額しております。事業実績の見込みから、18

節の浄化槽設置整備事業費補助金を467万7,000円減額しております。

29ページをお願いいたします。４款１項６目病院費では、三戸中央病院特別会計繰

出金を148万5,000円増額しております。三戸中央病院が所管する旧医師住宅を三戸高

校生の下宿施設として教育委員会へ所管替えするため、繰出金を増額するものであり

ます。

30ページをお願いいたします。６款１項２目農業総務費では52万8,000円を増額し

ております。集会施設、農産物加工センターの10節、燃料費、電気料の増額が主なも

のであります。

31ページをお願いいたします。７目県営土地改良事業費では538万8,000円を減額し

ております。中山間地域総合整備事業に係る測量設計委託料465万3,000円の減額が主

なものであります。

33ページをお願いいたします。７款１項１目商工業振興費では221万3,000円を増額

しており、18節の工場等誘致奨励金500万円の追加が主なものであります。令和４年11

月に事業所を開設した事業者に対し、三戸町工場等誘致条例に基づき立地奨励金を交

付するものであります。

２目観光費では606万4,000円を増額しております。14節の観光施設等改修工事請負

費766万7,000円の増額が主なものであり、鶴池・亀池橋の補修工事を実施するもので

あります。

35ページをお願いいたします。８款１項２目道路維持費では、予算の執行状況から

除雪機借上料1,700万円を増額しております。

37ページをお願いいたします。９款１項１目常備消防費では730万9,000円を減額し

ております。八戸地域広域市町村圏事務組合の決算見込みによる町負担金の減額をす

るものであります。

38ページをお願いいたします。10款１項２目事務局費では168万9,000円を減額して

おります。部活動バス、部活動支援バスの運行状況から、12節業務委託料、13節自動
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車借上料の減額が主なものであります。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。

山田君。

〇６番（山田 将之君）

18ページ、２款３項１目７節の報償費、記念品、マイナンバーの2,000円分の商品

券というような申請状況からというような補足説明でしたが、こちらもうちょっと詳

しく説明もらえればなと思います。

もう一点、21ページ、３款１項１目18節、各給付金、住民税非課税世帯等臨時特別

給付金から電力の給付金まで、こちらも減額になっているところの説明を詳しくいた

だければと思います。

〇住民福祉課長（馬場 均君）

18ページ、２款３項１目７節報償費の記念品代の減額分に係るマイナンバーの関係

の状況についてお知らせしたいと思います。

まず、マイナンバーカードの交付状況でございます。令和５年２月末時点で5,761

枚交付が終了しております。同じく２月末現在の申請率、申請が終わった方までのと

ころでございますが、こちらが6,511人となっておりまして、令和４年１月１日現在

の人口での申請率でございますけれども、こちらのほうが68.86％となってございま

す。

今回の商品券につきましては、令和４年度の２月までに申請された方で、令和４年

度中に交付を受けた方に対して商品券のほうを交付するということで、今現在の交付

状況と、これから３月までの交付の見込みと合わせて、あと町内の写真店のほうをご

利用いただいた方に対しまして、1,000円分の商品券を交付するということもござい

まして、そちらの分と見込みのほうを立てまして、余剰となった部分を減額するとい

うことでございます。

以上でございます。

（何事か言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

暫時休憩します。

（午後 ３時３６分）

休 憩

（午後 ３時３９分）

〇議長（竹原 義人君）

休憩前に引き続き会議を開きます。
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〇住民福祉課長（馬場 均君）

大変申し訳ございませんでした。

それでは、21ページ、３款１項１目18節、住民税非課税世帯等臨時特別給付金、こ

ちらのほうについてでございますが、当初200件で2,000万円、１件当たり10万円分、

その予算のほうを見込んでおりましたが、実績といたしまして161件で1,610万円の実

績となったことから、この分の減額となってございます。

続きまして、原油価格・物価高騰対策給付金並びに電力等価格高騰緊急支援給付金、

こちらのほうでございますけれども、県の助成分と国の助成分ということで、それぞ

れ１万円と５万円、合わせまして６万円分の給付となりますが、当初1,550人分の予

算を見込んでおりましたが、実績といたしまして1,426人分となったことから、計上

しております予算のほうを減額しているということでございます。

〇６番（山田 将之君）

マイナンバーのほうから確認になるのですけれども、申請率のほう68.86％という

ことで、私12月に一般質問したときから大分増えているなというように感じました。

この減額になった分というのは、100％になった分を見込んで、残りの分が減額にな

ったということで間違いないのかということの確認が１つ。

次は、21ページのほう、詳しく数字のほう教えてもらいましたけれども、減額にな

っているということは、この給付金、困っている方への給付金だと思うのですけれど

も、行き渡らなかった人がいるのかなと、そういうふうにちょっと考えてしまったの

で、そういったところの理由等も捉えているのかというところを説明願います。

〇住民福祉課長（馬場 均君）

マイナンバーカードのほうの商品券につきましては、当初予算を計上した段階で、

全町民を対象とした分ということで予算計上したものですから、その分から現状の分

ということで減額ということになります。

あと、住民税非課税世帯等臨時特別給付金、こちらのほうでございますけれども、

前年度の所得状況ですとか要件等がございまして、そういった場面で対象とならない

方というのもございます。基本的に対象と見込まれる方に関しましては、こちらから

通知を差し上げまして、連絡をいただいて、要件を満たしている方については当然そ

のまま給付という形になりますし、要件等のところで申請いただいて、それから確認

をして対象にならない方という方もございます。当初の予算の計上の仕方として、あ

る程度多めに見込んでおったというところもございまして、もらえる方に行き渡らな

い、もらえなかったというふうなことはないものというふうに認識しております。原

油価格、それから電力等の高騰支援、こちらについても同様の考え方でございます。

〇６番（山田 将之君）

18ページのほうは了解いたしました。

21ページのほうの給付金の部分で、行き渡らなかったということはないというよう

な認識であるということだったのですけれども、生活急変世帯というところの申請が

必要な部分というのがあったかと思うのですけれども、そういった方にも十分周知さ

れていたというような考えであったということを最後確認させてください。

〇住民福祉課長（馬場 均君）

基本的に対象となる方には連絡を差し上げて、対象になる、ならないというのを判
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断させていただいて、やっているというところで、漏れはないものというふうに認識

しております。

〇議長（竹原 義人君）

ほかに質疑はありませんか。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第16号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第16号は原案のとおり可決されました。

日程第20 議案第17号 令和４年度三戸町営簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

〇議長（竹原 義人君）

日程第20、議案第17号 令和４年度三戸町営簡易水道事業特別会計補正予算（第３

号）を議題とします。補足説明願います。

建設課長。

〇建設課長（齋藤 優君）

議案第17号 令和４年度三戸町営簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）につき

まして補足説明申し上げます。

本案は、令和４年度三戸町簡易水道事業特別会計既決予算額7,191万3,000円から歳

入歳出それぞれ741万6,000円を減額し、予算総額を6,449万7,000円にしようとするも

のでございます。

４ページをお願いいたします。歳入、２款１項１目１節繰入金では、一般会計から

の繰入金11万6,000円を減額してございます。

５款１項１目１節簡易水道事業債では、公営企業会計適用債730万円を減額してご

ざいます。

５ページをお願いいたします。歳出１款簡易水道施設費、１項１目一般管理費で

は741万6,000円を減額してございます。公営企業会計への移行に伴う支援業務及びシ

ステム導入に係る業務委託料の確定による12節委託料736万6,000円の減額が主なもの
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でございます。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第17号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第17号は原案のとおり可決されました。

日程第21 議案第18号 令和４年度三戸町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

〇議長（竹原 義人君）

日程第21、議案第18号 令和４年度三戸町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

を議題とします。補足説明願います。

建設課長。

〇建設課長（齋藤 優君）

議案第18号 令和４年度三戸町下水道事業特別会計補正予算（第２号）につきまし

て補足説明申し上げます。

本案は、令和４年度三戸町下水道事業特別会計既決予算額２億1,882万4,000円から

歳入歳出それぞれ401万9,000円を減額し、予算総額を２億1,480万5,000円にしようと

するものでございます。

４ページをお願いいたします。歳入、４款１項１目１節公共下水道費補助金の下水

道緊急対策事業費補助金38万円の増額は、令和３年度に実施いたしました浄化センタ

ーの監視制御装置更新工事と、令和４年度に実施いたしました管路点検に関する委託

業務の事業費1,900万円の２％分が補助されるものでございます。

６款１項１目１節繰入金では、一般会計からの繰入金219万9,000円を減額してござ

います。

９款１項１目１節公共下水道費債では、公営企業会計適用債220万円を減額してご
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ざいます。

５ページをお願いいたします。歳出、１款下水道総務費、１項１目一般管理費の12

節委託料の147万1,000円の減額は、公営企業会計への移行に伴う支援業務とシステム

導入に係る業務委託料の確定によるものでございます。

２目財産管理費、24節積立金の38万円の増額は、歳入でご説明申し上げました下水

道緊急対策事業費補助金を下水道事業基金に積み立てるものでございます。

２項１目維持管理費、12節委託料の79万5,000円の減額は、浄化センターで実施し

ている水質検査業務に係る委託料の確定によるものでございます。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第18号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第18号は原案のとおり可決されました。

日程第22 議案第19号 令和４年度三戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

〇議長（竹原 義人君）

日程第22、議案第19号 令和４年度三戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）を議題とします。補足説明願います。

健康推進課長。

〇健康推進課長（太田 明雄君）

議案第19号 令和４年度三戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につい

て補足説明申し上げます。

本案は、令和４年度三戸町後期高齢者医療特別会計既決予算額１億4,169万9,000円

に歳入歳出それぞれ367万4,000円を追加し、予算総額を１億4,537万3,000円にしよう

とするものであります。
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初めに、歳入について申し上げます。３ページをお願いいたします。１款１項１目

後期高齢者医療保険料では、本年度の保険料の収入見込みにより、１節現年度分特別

徴収保険料から３節滞納繰越分普通徴収保険料まで、合わせて126万3,000円を増額し

ております。

３款１項１目繰入金では、事務費繰入金を162万3,000円増額し、保険料軽減に関わ

る保険基盤安定繰入金を15万2,000円減額しております。

４款１項１目繰越金では、前年度繰越金93万5,000円を増額しております。

次に、歳出について申し上げます。４ページをお願いいたします。１款１項１目一

般管理費、18節負担金、補助及び交付金では、広域連合の組織運営に係る広域連合共

通経費負担金を16万4,000円減額、後期高齢者医療保険料負担金を398万9,000円増額、

保険基盤安定負担金を15万1,000円減額しております。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第19号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第19号は原案のとおり可決されました。

日程第23 議案第20号 令和４年度三戸町介護保険特別会計補正予算（第１号）

〇議長（竹原 義人君）

日程第23、議案第20号 令和４年度三戸町介護保険特別会計補正予算（第１号）を

議題とします。補足説明願います。

健康推進課長。

〇健康推進課長（太田 明雄君）

議案第20号 令和４年度三戸町介護保険特別会計補正予算（第１号）について補足

説明申し上げます。
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本案は、令和４年度三戸町介護保険特別会計既決予算額17億9,047万4,000円から歳

入歳出それぞれ3,060万2,000円を減額し、予算総額を17億5,987万2,000円にしようと

するものであります。

初めに、歳入についてご説明いたします。３ページをお願いいたします。１款１項

介護保険料、１目第１号被保険者保険料は、本年度の介護保険料の収入見込みにより、

１節現年度分特別徴収保険料を290万円、２節現年度分普通徴収保険料を230万円それ

ぞれ減額しております。

３款１項国庫負担金では、１目介護給付費負担金を1,145万円減額しております。

２項国庫補助金では、１目調整交付金を1,332万8,000円増額し、３目地域支援事業

交付金（地域支援）を322万9,000円減額しております。

４款１項支払基金交付金では、１目介護給付費交付金を4,521万6,000円、２目地域

支援事業支援交付金を49万4,000円、それぞれ減額しております。

４ページをお願いいたします。５款１項県負担金では、１目介護給付費負担金を759

万4,000円減額しております。

２項県補助金では、２目地域支援事業交付金（地域支援）を161万4,000円減額して

おります。

７款１項１目繰入金では、保険給付費をはじめ地域支援事業費及び事務費の確定見

込みにより、１行目の介護給付費繰入金から７行目の介護保険給付費準備基金取崩し

繰入金まで、合わせて1,821万5,000円を減額しております。

５ページをお願いいたします。８款１項１目繰越金は、令和３年度決算に伴い4,905

万8,000円を増額しております。

３ページの３款国庫支出金から４ページの７款繰入金につきましては、交付決定通

知額及び歳出予算の補正に伴い、各財源の精査を行ったものであります。

次に、歳出についてご説明いたします。６ページをお願いいたします。１款１項１

目一般管理費、22節過年度負担金返還金3,258万3,000円は、令和３年度介護給付費負

担金等の精算に伴う返還金であります。

７ページをお願いいたします。２款１項１目居宅介護サービス給付費では6,000万

円を減額、２目地域密着型介護サービス給付費では1,000万円を減額、３目施設介護

サービス給付費では2,000万円を増額、５目居宅介護住宅改修費では40万円を減額し

ております。

２項１目介護予防サービス給付費では200万円を、５目介護予防サービス計画給付

費では30万円をそれぞれ増額しております。

３項１目高額介護サービス費では600万円を、８ページの３目高額医療合算介護サ

ービス費では50万円をそれぞれ減額しております。

８ページをお願いいたします。３項１目高額介護サービス費では300万円を、３目

高額医療合算介護サービス費では50万円をそれぞれ減額しております。

４項１目特定入所者介護サービス費では700万円を減額しております。

９ページをお願いいたします。３款３項１目任意事業費、１節報酬230万9,000円の

減額は、会計年度任用職員として認知症地域支援推進員１名の任用を予定しておりま

したが、応募がなかったことから全額を減額するものであります。

10ページをお願いいたします。12節委託料では、食数の増加に伴い見守り配食サー

ビス事業委託料を63万8,000円増額しております。また、19節扶助費では、今年度後

見人報酬の支給対象者がいなかったことから、成年後見制度利用支援事業扶助費64

万8,000円を減額しております。

なお、７ページ及び８ページの２款保険給付費につきましては、給付実績などから
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予算の補正をお願いするものであります。また、このほかに事業費の決算見込みに基

づき不用額の減額を行うとともに、充当される特定財源につきまして所要の補正を行

っているものであります。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第20号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第20号は原案のとおり可決されました。

日程第24 議案第21号 令和４年度三戸町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第２号）

〇議長（竹原 義人君）

日程第24、議案第21号 令和４年度三戸町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第２号）を議題とします。補足説明願います。

住民福祉課長。

〇住民福祉課長（馬場 均君）

議案第21号 令和４年度三戸町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）

について補足説明申し上げます。

本案は、既決予算額に歳入歳出それぞれ2,522万7,000円を追加し、予算総額を13億25

万9,000円にしようとするものであります。

歳入の主なものについてご説明申し上げます。３ページをお願いいたします。３款

１項１目保険給付費等交付金、１節普通交付金は、一般診療報酬等が増えたことによ

るもので、2,658万6,000円を増額しております。２節特別交付金、特別調整交付金分

は医療費適正化や保健事業の取組状況に応じて交付されるもので、今年度の交付額が

確定したことから、134万1,000円を増額するものであります。
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５款１項１目１節の一般会計繰入金は、国保税の軽減世帯に係る保険基盤安定負担

金の交付額及び未就学児均等割保険料負担金額の確定に伴う減額、職員人件費と出産

育児一時金については、今年度見込額に合わせてそれぞれ減額するものであります。

４ページをお願いします。次に、歳出についてご説明申し上げます。１款１項１目

一般管理費では、職員人件費の減額のほか、24節積立金においては、県に納める事業

費納付金が確定したことなどにより余剰金が発生することから、国保財政調整基金積

立金を増額するものであります。27節繰出金は、医師、看護師の確保等のための特別

調整交付金に係る三戸中央病院への繰出金となります。

６ページをお願いします。２款１項療養諸費と２項高額療養費は、決算見込額によ

り、それぞれ増減するものとなっております。

２款３項１目出産育児一時金は、当初の支給件数を10件と見込んでおりましたが、

最終的に６件になる見込みとなったことから、４件分を減額するものであります。

９ページをお願いします。５款３項１目健康づくり費26万2,000円の減額は、新型

コロナウイルス感染症の影響により、食生活改善推進員養成講座を中止したことなど

によるものであります。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第21号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第21号は原案のとおり可決されました。

日程第25 議案第22号 令和４年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業特

別会計補正予算（第３号）

〇議長（竹原 義人君）

日程第25、議案第22号 令和４年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業

特別会計補正予算（第３号）を議題とします。補足説明願います。
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病院事務長。

〇病院事務長（沼澤 修二君）

議案第22号 令和４年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業特別会計補

正予算（第３号）について補足説明申し上げます。

本案は、令和４年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業特別会計予算に

ついて、所要の補正を行うものでございます。

初めに、第２条、収益的収入及び支出でございますが、収入の部、第１款病院事業

収益では、既決予定額18億1,304万3,000円に２億2,484万8,000円を追加し、総額を20

億3,789万1,000円に、支出の部、第１款病院事業費用では、既決予定額17億9,930

万6,000円に318万3,000円を追加し、総額を18億248万9,000円にするものでございま

す。本補正によりまして、既決予定額での収支差引額1,373万7,000円の純利益が２

億3,540万2,000円に拡大するものでございます。

次の第３条、資本的収入及び支出でございますが、収入の部の第１款資本的収入で

は、既決予定額２億4,321万3,000円から419万5,000円を減額し、総額を２億3,901

万8,000円に、支出の部、第１款資本的支出では、既決予定額３億2,651万6,000円か

ら568万円を減額し、総額を３億2,083万6,000円にするものでございます。

次のページをお願いいたします。第４条、議会の議決を経なければ流用することの

できない経費は、職員給与費1,337万7,000円を減額し、総額を10億5,646万8,000円に

改めるものでございます。

次の第５条、他会計からの補助金は、一般会計及び国保特別会計からの繰入金を合

計298万円追加し、６億3,761万2,000円に改めるものでございます。

次の１ページをお願いいたします。予算の実施計画についてご説明申し上げます。

収益的収入、１款１項医業収益では、２目外来収益で患者１人１日当たりの収入増に

より1,744万7,000円を増額、４目その他医業収益では、新型コロナワクチン接種事業

による公衆衛生活動収益及び医療相談収益として650万円を増額、５目介護に係る収

益は105万4,000円を減額し、合計2,289万3,000円を増額するものでございます。

次の２項医業外収益、３目補助金、国補助金3,600万円は、説明欄に記載の新型コ

ロナウイルス感染症患者等入院受入医療機関緊急支援事業補助金で、昨年３月14日に

コロナ病床を８床増床し、16床としたことによる補助金で、交付額は１床当たり450

万円となっております。

次の県補助金１億6,446万円の増額は、新型コロナウイルス感染症入院患者の病床

確保に対する補助金でございます。昨年10月から本年３月まで、コロナ病床を16床及

び当該病床の確保に伴い使用できずに休止となる病床３床分に受けられる額を見込ん

だものでございます。

次の４目、負担金交付金149万5,000円の増額は、国保特別会計からの負担金でござ

います。

次の２ページをお願いいたします。収益的支出でございます。１款１項医業費用、

１目給与費1,337万7,000円の減額は、職員の退職に伴い170人分を168人分とするほか、

決算見込みに基づき不用額を減額するものでございます。

次に、２目材料費1,656万円の増額は、新型コロナ治療に伴い患者１人当たりの薬

品費の単価が230円アップ、診療材料費の単価が20円アップする見込みによるもので

ございます。

次の３ページをお願いいたします。資本的収入でございます。１款３項補助金、１

目県補助金では、決算見込みに基づき、へき地医療拠点病院設備整備事業費補助金568
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万円を減額するものでございます。エックス線透視診断装置及び超音波画像診断装置

の更新に係る競争入札の結果、不用額が生じたため減額するものでございます。

次の４項固定資産売却代金148万5,000円は、旧医師住宅１棟の一般会計への移管に

伴う売却代金でございます。

次に、資本的支出でございます。１款１項建設改良費、１目有形固定資産購入費568

万円の減額は、先ほど資本的収入でご説明申し上げました県補助金の活用により更新

した機器の購入費を減額するものでございます。

次の４ページ以降、最終ページまでは職員給与費の明細でございます。

以上となりますが、本補正によりまして、補正前の収支差引額1,373万7,000円の黒

字額が２億3,540万2,000円に拡大するものでございますが、新年度を見据え、職員一

堂引き続き経営感覚を持って業務を運営してまいります。

以上で補足説明を終わります。よろしくお願いいたします。

〇議長（竹原 義人君）

質疑に入ります。

（「質疑なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

質疑を終結します。

討論に入ります。

（「討論なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

討論を終結します。

これより議案第22号を採決します。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。議案第22号は原案のとおり可決されました。

日程第26 議案第23号 令和５年度三戸町一般会計予算

日程第27 議案第24号 令和５年度三戸町立学校給食共同調理場特別会計予算

日程第28 議案第25号 令和５年度三戸町営簡易水道事業特別会計予算

日程第29 議案第26号 令和５年度三戸町下水道事業特別会計予算

日程第30 議案第27号 令和５年度三戸町後期高齢者医療特別会計予算

日程第31 議案第28号 令和５年度三戸町介護保険特別会計予算

日程第32 議案第29号 令和５年度三戸町国民健康保険事業勘定特別会計予算

日程第33 議案第30号 令和５年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業特

別会計予算



- 135 -

〇議長（竹原 義人君）

日程第26、議案第23号 令和５年度三戸町一般会計予算から日程第33、議案第30号

令和５年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業特別会計予算までを一括議

題とします。

日程第34 予算特別委員会設置（令和５年度予算議案８件付託）

〇議長（竹原 義人君）

お諮りします。

予算議案８件につきましては、議員全員で構成する予算特別委員会を設置し、これ

に付託の上、審査することにしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。したがって、議案第23号から議案第30号までを議員全員で構

成する予算特別委員会を設置し、これに付託の上、審査することに決定しました。

お諮りします。ただいま設置されました予算特別委員会の委員長及び副委員長を議

長において指名することにしたいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。したがって、議長から指名します。

委員長に７番、栗谷川柳子君、副委員長に６番、山田将之君を指名します。

予算特別委員会委員長の挨拶があります。

７番、予算特別委員会委員長、栗谷川柳子君。

〇予算特別委員長（栗谷川 柳子君）

ただいま議員各位の満場一致の下に予算特別委員会委員長にご推挙いただきました

栗谷川でございます。委員各位の格別のご協力、ご指導を仰ぎまして、この重責を全

うし、もって議会の負託に応えたいと念願しております。議員の皆様のご協力のほど

をお願いいたしまして、簡単ではございますが、就任の挨拶とさせていただきます。

令和５年３月10日、予算特別委員会委員長、栗谷川柳子。

散 会

〇議長（竹原 義人君）

以上で本日の日程は全部終了しました。

３月13日午前10時から予算特別委員会を開会することとし、本日はこれで散会します。

午後４時19分 散会
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第８日目 令和５年３月14日（火）

〇議事日程

第１ 予算特別委員会の審査報告について

（令和５年度全会計予算の審査結果について委員長報告、採決）

議案第23号 令和５年度三戸町一般会計予算

議案第24号 令和５年度三戸町立学校給食共同調理場特別会計予算

議案第25号 令和５年度三戸町営簡易水道事業特別会計予算

議案第26号 令和５年度三戸町下水道事業特別会計予算

議案第27号 令和５年度三戸町後期高齢者医療特別会計予算

議案第28号 令和５年度三戸町介護保険特別会計予算

議案第29号 令和５年度三戸町国民健康保険事業勘定特別会計予算

議案第30号 令和５年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業特別

会計予算

第２ 常任委員会の所管事務調査結果報告について

・総務文教常任委員会

・民生商工常任委員会

・建設農林常任委員会

第３ 議員の出張命令を議長に一任することについて

第４ 常任委員会の閉会中における所管事務調査について

第５ 諸般の報告

１．議長の報告

２．視察報告

・議員全員視察（牧之原市）

〇本日の会議に付した事件

議事日程のとおり

〇出席議員（14人）

１番 柳 雫 圭 太 君

２番 小笠原 君 男 君

３番 和 田 誠 君

４番 越 後 貞 男 君

５番 乗 上 健 夫 君

６番 山 田 将 之 君

７番 栗谷川 柳 子 君

８番 藤 原 文 雄 君

９番 番 屋 博 光 君

10番 千 葉 有 子 君

11番 久 慈 聡 君

12番 澤 田 道 憲 君

13番 佐々木 和 志 君

14番 竹 原 義 人 君
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〇欠席議員（０人）

〇地方自治法第121条の規定により説明のために出席した者の職氏名

〇町長部局

説 明 員 三 戸 町 長 松 尾 和 彦 君

委任説明員 副 町 長 馬 場 浩 治 君

参事（税務課長事務取扱） 遠 山 潤 造 君

参事（住民福祉課長事務取扱） 馬 場 均 君

参事（総務課長事務取扱） 武士沢 忠 正 君

参事（三戸中央病院事務長事務取扱） 沼 澤 修 二 君

健康推進課長 太 田 明 雄 君

会計管理者（会計課長） 井 畑 淳 一 君

農 林 課 長 極 檀 浩 君

建 設 課 長 齋 藤 優 君

まちづくり推進課長 中 村 正 君

総務課財政指導監 下 村 太 平 君

三戸中央病院事務次長 松 崎 達 雄 君

総務課防災危機管理室長 多 賀 昭 宏 君

まちづくり推進課やわらかさんのへ交流室長 北 村 哲 也 君

〇農業委員会事務局

説 明 員 会 長 梅 田 晃 君

委任説明員 事 務 局 長 極 檀 浩 君

〇教育委員会事務局

説 明 員 教 育 長 慶 長 隆 光 君

委任説明員 事 務 局 長 櫻 井 学 君

史跡対策室長 奥 山 昇 吾 君

〇職務のために出席した事務局職員

参事（議会事務局長事務取扱） 貝 守 世 光 君

主 幹 櫻 井 優 子 君
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午後３時10分 開議

〇議長（竹原 義人君）

ただいまから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

日程第１ 予算特別委員会の審査報告について

〇議長（竹原 義人君）

日程第１、議案第23号から議案第30号までの予算議案８件を一括議題といたします。

本案について、予算特別委員会委員長の報告を求めます。

７番、栗谷川柳子委員長。

〇予算特別委員長（栗谷川 柳子君）

予算特別委員会の審議の経緯と結果についてご報告いたします。

去る３月10日の本会議において、予算特別委員会に付託されました議案第23号から

議案第30号までの令和５年度三戸町各会計予算議案８件について、３月13日、14日の

本委員会において慎重審査の結果、議案第23号 令和５年度三戸町一般会計予算に対

し、予算議案８件を原案のとおり可決すべきものと決定しました。

しかしながら、議員間討議では国指定史跡三戸城跡を活用した事業をもっと実施す

べきとの意見がありましたので、予算執行に当たってご留意願います。

以上が予算特別委員会における審査の経緯と結果であります。何とぞ予算特別委員

会の決定どおり議決くださいますようお願いいたしまして、報告を終わります。令和

５年３月14日、予算特別委員会委員長、栗谷川柳子。

〇議長（竹原 義人君）

お諮りします。

予算議案８件に対する委員長の報告は意見を付して原案のとおり可決とするもので

す。予算議案８件について、委員長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。したがって、議案第23号から議案第30号までの予算議案８件

は委員長報告のとおり意見を付して可決されました。

日程第２ 常任委員会の所管事務調査結果報告について

〇議長（竹原 義人君）

日程第２、常任委員会の所管事務調査結果報告についてを議題とします。

本件について、総務文教常任委員会委員長の報告を求めます。

10番、総務文教常任委員会委員長、千葉有子君。
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〇総務文教常任委員長（千葉 有子君）

去る12月定例会において本委員会に閉会中の調査に付された所管事務調査のため、

２月13日委員会を招集、教育委員会事務局長ほか関係職員の出席を求め、三戸高等学

校の魅力化及びコミュニティースクールの導入について調査をいたしました。その調

査結果は、お手元に配付しております別紙報告書のとおりであります。

以上で報告を終わります。令和５年３月14日、総務文教常任委員会委員長、千葉有

子。

〇議長（竹原 義人君）

次に、民生商工常任委員会委員長の報告を求めます。

７番、民生商工常任委員会委員長、栗谷川柳子君。

〇民生商工常任委員長（栗谷川 柳子君）

去る12月定例会において本委員会に閉会中の調査に付された所管事務調査のため、

２月14日委員会を招集、まちづくり推進課長ほか関係者の出席を求め、町内会長との

意見交換を実施しました。その調査結果は、お手元に配付しております別紙報告書の

とおりであります。

以上で報告を終わります。令和５年３月14日、民生商工常任委員会委員長、栗谷川

柳子。

〇議長（竹原 義人君）

次に、建設農林常任委員会委員長の報告を求めます。

11番、建設農林常任委員会委員長、久慈聡君。

〇建設農林常任委員長（久慈 聡君）

去る12月定例会において本委員会に閉会中の調査に付された所管事務調査のため、

２月13日委員会を招集、農業委員会事務局長のほか関係職員の出席を求め、農業委員

との意見交換を実施いたしました。その調査結果は、お手元に配付しております別紙

報告書のとおりであります。

以上で報告を終わります。令和５年３月14日、建設農林常任委員会委員長、久慈聡。

日程第３ 議員の出張命令を議長に一任することについて

〇議長（竹原 義人君）

日程第３、議員の出張命令を議長に一任することについてを議題とします。

お諮りします。令和５年度における本議会議員の調査、研修視察、陳情等に対する

出張命令は、予算の範囲内において議長に一任願いたいと思います。これにご異議あ

りませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。よって、令和５年度における本議会議員の出張命令は、予算

の範囲内において議長が行うことに決定しました。
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日程第４ 常任委員会の閉会中における所管事務調査について

〇議長（竹原 義人君）

日程第４、常任委員会の閉会中における所管事務調査についてを議題とします。

各常任委員会委員長から会議規則第75条の規定により、お手元に配付しましたとお

り閉会中の調査の申出があります。

お諮りします。各委員長から申出のとおり閉会中の調査に付することにご異議あり

ませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

〇議長（竹原 義人君）

異議なしと認めます。したがって、各委員長から申出のとおり閉会中の調査に付す

ることに決定しました。

日程第５ 諸般の報告

１．議長の報告

〇議長（竹原 義人君）

日程第５、諸般の報告を行います。

議長の報告は、会議等に出席しました状況をお手元に配付しておりますので、ご了

承ください。

２．視察報告

〇議長（竹原 義人君）

次に、議員全員による視察研修の報告を求めます。

１番、柳雫圭太君。

〇１番（柳雫 圭太君）

議員全員による視察研修について報告します。

静岡県牧之原市行政視察の概要については、お手元に配布をしております議員全員

視察報告書のとおりでありますので、報告に代えさせていただきます。

令和５年３月14日、柳雫圭太。

閉 会

〇議長（竹原 義人君）

以上で本定例会に付された事件は全て終了しました。閉会に当たり、町長から挨拶

をしたい旨の申出がありましたので、これを許可します。

町長。

〇町長（松尾 和彦君）
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第508回三戸町議会定例会の閉会に当たりまして、一言ご挨拶申し上げます。

去る３月７日に開会いたしましたこのたびの定例会におきましては、各議案につき

まして慎重なご審議をいただき、いずれも原案どおりに御議決を賜り、本日閉会の運

びに至りました。誠にありがとうございました。

会期中、議員の皆様から賜りましたご意見、ご要望等につきましては、十分にこれ

を尊重し、今後も町行政の施策に反映させ、検討を加えながら町政運営に当たってい

く所存であります。

さて、提案理由の冒頭の挨拶でも申し上げましたとおり、政府は５月８日から新型

コロナウイルスの感染症法上の分類を季節性インフルエンザと同じ５類に引き下げる

ことを決定いたしました。また、昨日３月13日からは、マスク着用の取扱いが見直し

となり、着用は基本的に個人の判断に委ねられることになりました。発症から３年が

経過したところで、これまでの対策から大きく方向転換されることとなり、これに伴

い私たちの生活も、そして社会活動も少しずつではありますが、コロナ以前の状況に

戻っていくものと思われます。

また、ロシアによるウクライナ侵攻から１年以上が経過をいたしました。戦争は長

期化、激化し、それに伴い世界経済の混乱が続いており、食料品の値上げや原油価格

の高騰による電気、ガス代などの値上げなど、我々の身近な生活の中においても影響

を及ぼしております。

こうした時代の中にあっても、町民の生活と安全安心を守ることを第一に、明るい

未来を切り開いていくという強い信念を持ち、今後も愚直にまちづくりに取り組んで

いく所存であります。

結びに、議員の皆様におかれましては、感染症の予防に十分ご配慮をいただき、健

康に十分留意されますとともに、今後とも町政運営に対する一層のご協力をお願い申

し上げ、閉会の挨拶といたします。ありがとうございました。

〇議長（竹原 義人君）

これで本日の日程は全部終了しました。

会議を閉じます。第508回三戸町議会定例会を閉会します。

午後３時24分 閉会

署 名

地方自治法第123条第２項の規定によりここに署名する。

三戸町議会 議 長

署名議員

署名議員
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